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第一話 魔女の助けを借りたものの








『ああ、レイナ、可愛い、可愛すぎる！』

　頭に直接響く夫の声に、レイナはそっと目を開ける。

　快感にまみれたあとのぼやけた視界の真ん中には、汗を滴らせ、銀髪を掻き上げる美麗な夫の姿があった。彼は水色の瞳をひたとレイナに向けて、にっこりほほ笑む。

「イデオン……」

「どうしました、レイナ？　ああ、気持ちいいのが足りなかったかな？」

「え？　ち、ちが……あぁああん！」

　否定しきる前にどちゅんっと男根を突き込まれて、大きく足を開いたレイナは全身をびくんっと弾ませた。

　妻の反応に気をよくしたイデオンはすぐさま抽送をはじめる。すでに彼が注ぎ込んだたっぷりとした白濁と、レイナの最奥がこぼす蜜が混ざり合って、ぐちゅぐちゅとなんとも卑猥な音が立った。

「あ、あ、ああっ！」

「もっと気持ちよくさせてあげますから、そのつもりで」

　夫は不適にほほ笑むが、レイナの頭には現実の声ではない、夫の心の声と、ピンク色にまみれた花吹雪のような感情の渦がなだれ込んでくる。

『……あぁあああ！　真っ赤になって喘ぐレイナが可愛すぎる！　なんて美しい、もはや芸術の域だ！　汗ばんだ肌もおれに絡みついてくる濡れ襞も愛おしすぎて興奮が止まらない気持ちよすぎる快感至福絶頂──』

　最後のほうはピンク色の感情にぶわあああっとかき消されて言語化できなかったが、とにかく、彼がレイナを愛おしく思いすぎて、若干おかしくなっているのは確かだ。

（もしかしたら彼にきらわれているかも……なんて思っていたあの日々は、いったいなんだったの!?）

　どうしようもなく「あぁあん、あん、やん！」と喘ぎながら、レイナはそう思わずにはいられない。

　少し前まで、こんなふうに夫の本心を知ることも、身体を繋げる気持ちよさを知ることになるとは思わなかった。

　沸き上がる絶頂の波に呑まれながら、レイナは運命のあの日について思いを馳せた──。





＊　　　　　　＊






「──おかしなところはないわよね？　よし」

　今一度、自分の装いを確かめたレイナは軽くうなずいてから顔を上げる。

　その拍子に濃いブラウンの髪が肩から滑り降りた。髪型はハーフアップにして、残りは軽くうねるままに降ろしているが、レモン色のリボンを編み込んで可愛くしてみた。

　よそ行き用のドレスは柔らかなクリーム色だ。胸元と袖にフリルがあるが、スカートのふくらみは抑え気味にしてある。この国では結婚したあとの女性は、ドレスのスカートをあまりふくらませない形にすることが求められるのだ。

　だが彼女自身まだ十八歳と年若い。ぱっちりとした明るい緑色の瞳も、緊張気味の表情にも、あどけなさが残っていた。

　しかし蜂蜜を塗って艶を出したくちびるはぽってりと赤くふくらんでいる。少女の可愛らしさと大人の女性の色香の、どちらともを備えた姿に、廊下を行く人々は自然と目を吸い寄せられていくようだった。

　だがレイナ自身は周囲の視線に気づかない。彼女の目に映るのは、目の前にそびえる重厚な樫の扉のみだ。彼女はゆっくり深呼吸して、覚悟を決めてから扉をノックした。

「──はい、どちら様で？」

　扉はすぐに開いた。てっきり部屋つきの従僕が扉を開けてくれると思っていたレイナは──ノブに手をかけたままこちらを見つめるのが、ほかでもない夫であることに気づいて、ドキンと胸を高鳴らせた。

「レイナ？」

　向こうも驚いた様子で目をまたたかせる。

　表情の変化は少ないほうである彼が、その水色の瞳をぱちぱちさせているだけで、レイナとしては「きゃああ！」とはしゃぎたくなるほど眼福なのだが……。

（い、いけない。平常心、平常心よ、レイナ！）

　はしゃぎたい気持ちを懸命に押しとどめて、レイナは人妻らしい楚々とした笑顔を浮かべようと努力する。

　やる気が空回りして完全に引き攣った顔になっていたが、手にしていたバスケットをずいっと突き出した。

「さ、最近は屋敷に戻れていなかったでしょう？　着替えを持ってきたの。不自由しているのではないかと思って。あ、お父様のぶんもあるのだけど」

　すると夫は「ああ」と言いながら、バスケットを受け取った。

「……ありがとうございます。でも、こういったことは使用人にやらせればいいのに」

「こ、このあと王妃様のお茶会に参加するのよ。着替えはあくまで、ついでで届けただけだから。──あ、あの、焼き菓子も入れておいたわ。差し入れよっ」

「はぁ」

　バスケットの中身を確認して、夫はぼそりと「……まいったな」とつぶやく。

　レイナは胸がズキッと痛むのを感じた。夫の言葉の裏に迷惑そうな色を感じ取って、どうしても傷ついてしまう。

（駄目よ。笑顔、笑顔を浮かべなければ）

　レイナは無理やり口角を引き上げ、二、三歩後退する。

「用事はそれだけだから！　忙しいのにごめんなさい。お暇するわね。じゃあ！」

「あ、レイナ様──」

　夫の引き留める声が聞こえてきたが、レイナはかまわず廊下を走り抜ける。近くの角を曲がったところでようやく足を止め、どきどきしながらそっと振り返った。

　夫はまだ扉の前に立ちつくして、バスケットを見下ろして困ったように頭をガシガシと掻いている。ああっ、そんなふうに無造作に掻き回したら、せっかくのサラサラした銀髪が台無しよ……！

「……って、逃げるみたいに走ってきたくせに、そんなことは言えないわね」

　レイナは「はぁ……」とため息をつきながら、その場に座り込みそうになるのをなんとかこらえた。誰もいない場所なら迷わず膝をつくが、ここは王宮の、それも政治機関が集まる棟のど真ん中だ。

　先ほど夫が出てきた部屋は、その中枢とも言える宰相室。レイナの夫であるイデオンは、弱冠二十四歳で宰相補佐官を務める秀才なのだ。

（それだけではないわ。あのさらりとした銀の髪に、透き通った水色の瞳は本当に素敵だし……背はわたしよりずっと高くて、ひょろっとして見えるけど、意外としっかりした身体をしているのよ？　結婚式後の祝宴でダンスを踊ったとき、身体が密着するたびにドキドキさせられたのだから！）

　思い出すだけで「きゃああ！」と言いたくなる、恥ずかしくて愛おしくて、大切な記憶だ。特に幼い頃からイデオンが好きだったレイナにとって、あのダンスは本当に素敵な思い出となっている。

　──とはいえ、思い出だけがあってもね……という話だ。

「結婚してから一ヶ月……イデオンは仕事、仕事で、ずっと宰相室に詰めているし」

　新婚ほやほやどころか、別居生活中と言っても過言ではない離ればなれの状況だ。

　今日のように差し入れを持っていっても微妙な顔をされることがほとんどで、浮かれている自分と違い、彼のほうは結婚にも妻となったレイナにもまるで興味がないらしい。

（バスケットを受け取ったときも、素っ気ない以上に迷惑そうな顔をしていたし……）

　考えれば考えるほど落ち込んできて、レイナはまたひとつため息を漏らす。

　そうこうしているうち茶会の時間が近づいてきて、レイナはあわてて王室の居住区へ歩き出した。

　だが胸の中には夫の言動ばかりが渦巻いて、表情はどうにも冴えないものになってしまう。

　茶会のあいだもずっと上の空で、気づけば遠いところばかり見ていたのであった。







　そんなレイナの様子に気づいたのだろう。同じく茶会に参加していた友人のサリーが、解散のあとでさりげなく声をかけてきた。

「王都の西に新しくできたカフェなのだけど、ケーキがとても美味しいのよ。まだ話したりないし、予定がないなら一緒に行ってみない？」

　屋敷に戻ってもどうせ一人のレイナは、友人の誘いにありがたくうなずいた。

　案内されたカフェは白を基調とした可愛らしい建物で、何組かの貴婦人が楽しげに談笑していた。二人もウェイターに案内されるまま庭が見える席へ腰かける。

　ケーキと紅茶のセットを頼み終えると、サリーはさっそくテーブル越しに身を乗り出してきた。

「お茶会のあいだ、ずいぶん冴えない顔をしていたけど、なにがあったの？　おしゃれをしてきている割にぼんやりしているから、王妃様もお言葉にこそしなかったけれど、心配そうなご様子だったわ」

　勝ち気さがうかがえるサリーのつり目が、今ばかりは心配そうに細められている。王妃のみならず友人も心配させてしまったらしいと、レイナは反省した。

「ごめんなさい、心配をかけて。あの……お茶会に行く前に、宰相室に寄ってきたの」

「宰相室って、あなたの旦那様のお勤め先じゃない。なによ、屋敷で会えるでしょうに、わざわざ勤め先に会いに行くなんてラブラブじゃあ……」

　からかいの顔になったサリーはふと途中で言葉を止めて、胸元のショールを留めていたブローチに手をやった。

「レイナ、あなたもしかして、夫婦関係で悩んでいたりする？」

「えっ？　ど、どうしてわかるの？」

　目を丸くするレイナに、サリーは意味深にほほ笑みながらブローチを外す。そしてそれをレイナの手にぎゅっと握らせた。

「お節介かもしれないけれど、できれば王都の東に広がる森の薬屋を訪ねてみて」

「森の薬屋さん……？」

「そう。そこに住む魔女を頼るといいわ」

「ま、魔女？」

　レイナはぎょっと目を見開いた。

　この国で『魔女』というと、薬草を扱う女薬師のことを言うのだが……サリーの口ぶりからは、おとぎ話の魔法使いを指しているふうに聞こえてくる。

　目を白黒させるレイナに対し、サリーは驚くほど真面目な顔で、じっとこちらを見つめてきた。

「店頭に立っている小姓にこのブローチを見せれば、魔女に会わせてもらえるわ。騙されたと思って行ってみて」

　断る間もなくブローチを握らされて、レイナはとまどいながらそれを見つめる。

　花の形に削り出された珊瑚のブローチは、手の中で柔らかな光を放っていた。
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　翌日。半信半疑ながら、レイナは森の薬屋へ向かうことに決めた。公爵家が所有する中でも地味な馬車に乗り込み、年の近い侍女をお供に、のんびりと森へ進んで行く。

「ご結婚なさってから、お誘いがあったとき以外でお出かけなさるのははじめてですね、レイナ様。この頃は沈んでいるご様子でしたから、お出かけしたい気持ちになってよかったです」

　にこにこと声をかけてくる侍女に、レイナは苦笑した。

「落ち込んでいることは隠そうとしていたのに、筒抜けだったのかしら？」

「そりゃあもう。ですが、しかたないですよ。結婚式を挙げてから一ヶ月……いえ、その前から、若旦那様が屋敷に顔を出した日は一日たりともなかったのですよ？　本来なら怒り狂って、離縁状を叩きつけてもおかしくないほどの放置ぶりです！」

　落ち込むレイナと違って、使用人たちはそんなイデオンに怒り心頭らしい。入り婿の分際で我らがお嬢様を放置するなんて、という思いもあったようだ。

「でも、ほら、イデオンがうちに婿入りしたのも、そもそも仕事をやりやすくするために必要な措置という感じだったし。イデオンやお父様にとっては、わたしとの結婚生活より、イデオンの仕事が円滑になることが一番大切で──」

「それが侍女であるわたしたちとしては許し難いのです！　旦那様も若旦那様も、お嬢様をなんだと思っているのでしょう？　大切にお守りしてきたレイナお嬢様が、父親にも夫にも出世の道具にしか思われていないように感じて、本当に腹立たしいのです！」

　侍女のストレートな言葉に、ダメージを覚えたレイナは「うっ」と胸元を押さえた。

　だが……実際にこの結婚は、イデオンの仕事や将来の出世のために必要な措置、という意味合いで行われたものだったのだ。

　少なくともレイナの父であり、イデオンの直属の上司である宰相フェリテン公爵はそう思っていることであろう。

　なにせその父が「おまえたち結婚しろ！」と言ったからこそ、二人は夫婦になったわけだし……。

　そのときのことを思い出し、レイナは思わず「はぁ……」とため息をついてしまった。







　あれはレイナが社交界にデビューして、ちょうど半年が過ぎ去ろうとする去年の秋のことだった。

『社交界で気になる相手は見つかったか、レイナ？　……ふむ、いなかったようだな。ならばちょうどいい。おまえはイデオンと結婚しろ』

　久々の親子での食事の席で、本当に唐突に言われて、レイナは驚きのあまり食後の紅茶に激しく噎せた。

『ごほっ！　お、お父様、唐突になんですかっ、どうしてイデオンと結婚など……!?』

『ん？　イデオンと結婚はいやか？　まぁ幼い頃から知っているだけに、兄のような感覚で見ていたなら結婚にはピンとこないかもしれないが』

『そういうわけではありませんけれど……！』

　むしろイデオンのことは幼い頃から好きだった。

　十年以上も前、父が「しばらくうちで暮らすことになったから」と連れてきたイデオンは、お世辞にも愛想がいいとは言えない少年だったが……さらさらとした銀髪がきれいで、その下からこちらを見つめる水色の瞳に吸い寄せられる気分になったことを、今でも鮮明に覚えている。

　思えばあの瞬間から彼への恋ははじまっていたのだよなぁ……と思うが、今はのんびり回想している場合ではない。そのイデオンと結婚しろと、まさか父から言われるとは。

『ち、ちなみに、どういう理由でこの結婚を進めようとされているのですか？』

　根っからの仕事人であり、国王陛下の覚えもめでたい宰相である父のことだ。娘の幸せを願って、ということはひとつもないはず。

　案の定、父はあっさりと『イデオンの仕事の円滑化のためだ』と答えた。

『イデオンが地方の子爵家出身であることは知っているな？　わたしが設立した奨学金によって、寄宿学校から大学まで出たということも』

『ええ。もちろん知っています。そもそもイデオンが地方からこちらにやってきたのは、視察に出かけたお父様にその有能ぶりを見いだされ、問答無用で引っぱってこられたからでしょう？』

『おまえ、その言い方だと、わたしがイデオンを拉致したように聞こえるじゃないか。ちゃんと本人の合意を取って連れてきたんだからいいだろう』

『ですが、お父様に放り込まれた寄宿学校に上手くなじめなかったからこそ、イデオンは一時期、我が家に身を寄せていたわけですし。お父様はそのときもほとんど家に帰らず、家令や家庭教師にイデオンを任せっきりでしたけれど』

『ぬぅ、おまえも言うようになったな、レイナ。だが、それでこそこのわたしの娘だ』

　トゲのある娘の言葉に傷つくどころか楽しげに笑って、フェリテン公爵はうなずいた。

『そんなイデオンだが結局は寄宿学校に戻り、大学も含め飛び級しまくって王宮の役人として就職したわけだ。そしてその有能ぶりから異例の出世を重ね、あっという間に宰相室に入り我が補佐官に収まった』

　その有能ぶりと冷たいながら端麗な美貌、なにより国王相手でも忖度しない性格が相まって、イデオンは今や『氷の宰相補佐官』とあだ名されるほどに、その存在感を強めていた。

『だからこそ、異例の出世をやっかむ阿呆どもが、その手のことでネチネチとイデオンを攻撃してくるのだ。目に余るいやがらせも多くてな。業務に支障が出るほどだ』

『ああ、それはいけませんね』

　イデオンのというより、その上司である自分の仕事が滞るのが父フェリテン公爵としては許せないところであろう。

　事実、父は『無能どものせいでわたしの仕事まで遅れる』とはっきり憤っていた。

　イデオンがいやがらせを受けることに関しては、おそらく自分でどうにかしろと思っているに違いない。自分で地方から連れ出してきたくせに薄情にもほどがある。

（仕事第一のお父様にそれを指摘したところで、今さらだけど）

　娘としては複雑だが……この父が私費から設立した奨学金制度のおかげで、イデオンのように家庭の事情で学べない者が、能力に合った学校に進学できるようになったことも、また事実。

　先の十年で国民の教育と学力定着に注力した父は、その成果がじわじわ出てきたことを受け、今は医療分野の拡張と向上に乗り出している。

　我が国では薬師が処方する薬によって病を治すのが一般的な医療だ。というより、どこの国でもそういった医療が主流だった。

　そんな中、隣国ではなんと人間の身体を物理的に開いて、悪いところを取り出す『外科医療』という分野が進んでいるらしい。すでに一定の成果が出ているということで、父公爵はこの技術を我が国にも導入できないかと目論んでいるのだ。

　宰相室主催で進めている計画のようで、補佐官であるイデオンもその対応に駆り出されている。

　そんな中で彼にいやがらせが起きているのだ。父公爵としては自分の施政に水を差されたとも感じて腹立たしいところなのであろう。

（だからこそ、一人娘であるわたしとイデオンを結婚させて、入り婿として彼の身分を向上させようという考えなのね）

　イデオンは地方を治める子爵家の出身ということだが、王都にやってきたときに実家との縁を切ってきたらしい。そのため現在の身分は平民とそう変わらないのだ。

　同じ『秀才』でも名のある貴族の出身であれば、やっかみを受けることはそうそうなかったはずだけに、父の考えは理解できた。

『無論、おまえがいやと言えばこの話はなしだ。可愛い一人娘の意見を無下にするほど、わたしも人でなしではないからな』

『お父様にも娘を可愛いと思う心があったのですね』

『痛烈だな。だがまぁ母親を早くに亡くして、おまえには苦労ばかりかけてきたと思っている』

　少々ばつが悪そうな顔になる父に、レイナはくすっと笑った。

『そのぶん、わたしが小さい頃は仕事場にも連れて行って、わたしが一人にならないように心を砕いてくださったではありませんか。王宮では王妃様や王妹殿下にも可愛がっていただいて、寂しさを感じるときはそうはありませんでしたわ』

　むしろ宰相に引き立てられたばかりで、父はそうとう忙しい日々を過ごしていたはずだ。

　そんな中でもレイナが寂しくないように、国王夫妻に頭を下げてでも一緒にいてくれたことには感謝しかない。

　こんなふうにトゲがある会話を楽しめるのも、父が自分を可愛がっていることを知っているからこそだ。

　そんな父が結婚しろと言うなら、相手が誰であろうとわかりましたと受け入れるべきだとわかっていた。

　しかし……しかし！　相手がイデオンという、ずっと恋していた相手というのが、逆にネックなのだ。

（社交界にデビューしてからというもの、たくさんの方が挨拶にきてくださったけれど）

　宰相を務める公爵の一人娘ということで、レイナはただそこに立っているだけであっという間に大勢に囲まれる日々だった。

　無論、多くの独身男性に声をかけられたし、デートの誘いどころか、見合いの日取りはいつにしましょうかと言われることもあって、全員をあしらうにはかなりの胆力を必要とした。

　もしかしたらイデオンよりも素敵な殿方と出会えるかも……と思ったけれど、そんな人物は現れてくれず、それどころか仕事が忙しくて舞踏会に顔も出せない彼のことが気になってしかたなかったほどなのだ。

（わたしは彼のことがとても好きで、それこそ、彼と結婚できたら……と夢想することもしょっちゅうだったわ。でもイデオンのほうは、わたしを上司の娘としか思っていないでしょうし）

　よくて、妹くらいの認識であろう。そして彼のほうはレイナと違って、上司から結婚を命じられたら断れないに違いない。

『ちなみにイデオンにはもう結婚の打診はされたのですか？』

『うむ、したぞ。おまえがいいと言うなら結婚すると明言しておった』

『ほ、本当ですかっ？』

『わたしから言われたら断れないではないかという心情が顔にありありと出ていたがな』

　がっはっはっと愉快そうに笑う父と対照的に、レイナは頭に重石がガンッと落ちてきたようなショックを受けた。

（うぅ、わかっていたはずなのに、改めて言われると傷つくわ……）

　だが、これを逃せばイデオンと結婚するチャンスは二度と巡ってこないでだろう。彼以外の男性と結婚して上手くやっていける未来も、悲しいほどに描けないし……。

（下手な意地を張って断るなんて、愚かなことはしたくないわ。それに、結婚してからお相手に恋をして、幸せになったご夫婦も世の中にはたくさんいるのだから）

　自分もイデオンとそういうふうに愛を育んでいけばいいだけの話だ。

　心を決めたレイナはピンと背筋を伸ばし、はっきりした口調で答えた。

『わかりました。わたしはイデオンと結婚します』

『よくぞ言ってくれた！　これでイデオンの将来も安泰だ。さっそく婚約式を行って、来年の春先には結婚式を挙げるようにするか』

　こうと決めたら即座に実行に移す父公爵のおかげで、レイナはその三日後にはイデオンと婚約式を行い、さらに半年後には結婚式も行った。

　そのあいだもイデオンは仕事に忙殺されて、数えるほどしかレイナのもとへ顔を出さなかった。特に冬のあいだは忙しかったようで、ずっと宰相室に籠もりっきりだったのだ。

　そのため結婚式で顔を合わせたのも、新年の挨拶から二ヶ月ぶりという体たらくで、これにはレイナよりも花嫁支度に奔走した侍女たちのほうが憤っていた。

　おまけに……。







（結婚式後の初夜で、イデオンはなにもしてこなかったどころか……）

『──朝早くから支度ばかりで、疲れたでしょう。わたしは明日も仕事が入っていて早いので、自室のほうで寝ます。では、おやすみなさい』

　と挨拶して、夫婦専用の寝室を出て行ってしまったのである！

　結婚式はもちろん祝宴のあいだも挨拶回りで忙しく、ゆっくり話す間もなかったから、初夜で少しは打ち解けることができれば……と計画していたレイナにとって、青天の霹靂すぎる幕引きだった。

　あまりに予想外なことを言われて固まっているあいだに、さっさとイデオンに出て行かれたこともあり……当時を思い出すだけで頭を抱えたくなるレイナである。

　その後は茶会や音楽会に招かれて王宮に上がるついでに、着替えや軽食を差し入れに宰相室に向かい、夫にさりげなく好意をアピールしていっているものの──。

（アピールどころか、結局、昨日も迷惑をかけただけで終わったようなものだったし）

　それに対してもため息を抑えられない。

　そんな状態だけに、藁にも魔女にもすがりたい思いなのである。自分のためというのはもちろん、王妃や使用人たちにも心配をかけているのだ。珊瑚のブローチをくれた友人サリーに報いるためにも、なんとか現状を打破したい。

　そうこうするうちに馬車の速度がゆっくりになり、御者台に備えられた小さな窓から御者が声をかけてきた。

「東の森の薬屋っていうとここしか知らないんですが、あってますかね、お嬢様？」

　公爵家に長年仕えてくれている御者が心配そうに尋ねてくる。

　窓に顔をくっつけるようにして外を見てみると、森の木々に埋もれるようにして、可愛らしい小屋がちょこんと建っていた。

「え、ええ、ここだと思うわ。ありがとう」

　御者の手を借りて馬車を降りたレイナと侍女は物珍しさにきょろきょろしながら、小屋の扉をそっと開いた。

　すぐに薬草の独特の匂いが鼻の奥をツンと突いてきた。扉に備えられたベルがカラカラと音を立てたためか、カウンターの奥から「いらっしゃいませ～」と気のない挨拶が聞こえてくる。

　なにが入っているかわからない瓶や籠を避けつつ出てきたのは、十二歳くらいの小姓だった。

「貴族のお嬢様ですか？　うちはしがない薬屋なので、お望みの薬があるかはわかりませんけれど」

「あ、の……ご店主にお目にかかりたいのだけど」

　レイナはあわてて、大判のショールの内側に留めた珊瑚のブローチを見せた。小姓はそれを一瞥すると、かたわらの扉を開いて「応接間へどうぞ」と促してくる。

　どうやら魔女に会えるようだ。レイナはどきどきしながら、小姓について奥の部屋へと進んだ。

　店内は薬草や瓶が所狭しと並んで雑多な印象だったが、応接間は狭いながら机と椅子、小さな台所と飾り棚があって、なかなか可愛らしい雰囲気だった。

「どうぞ、おかけになってください。主人を呼んできます。合間に商品カタログをどうぞ」

　小姓が戸棚からカタログを取って侍女の手に押しつける。「ど、どうも」と驚いた様子の侍女は反射的にカタログに目を落とし、おとなしく読みはじめた。

　どんなものが書かれているのかとレイナも興味を引かれるが、カタログをのぞき込む前に奥の扉が開く。

「──ああ、それは魔法がかかった本だから、若奥様は見ないほうがいいよ。誰かが取り上げるまで、意識がそっちに吸い込まれちまうものだからねぇ」

　はっと顔を上げたレイナは、やってきた女性の出で立ちを見て思わず声を上げそうになった。

「あ、あなたがここの店主の……魔女さんですか？」

　動揺を抑えつつ尋ねると、向かいに座った彼女は「そうだよ」と楽しげにほほ笑んだ。

「びっくりしたかい？　魔女っぽい黒いローブとか、とんがり帽とかをかぶっていなくて」

「え、ええ、まぁ、そうですね」

「あははは！　素直な子だね。顔に書いてあるよ。『魔女というより娼婦が現れたかと思った』ってね」

　まさにそのようなことを思っただけに、ズバリ言い当てられたレイナは赤くなった。

　店主である魔女は、胸の谷間がしっかり見えるきわどいドレスを着込んでいた。身体にぴたりと沿ったスカートには太腿から大きなスリットが入っていて、網状のストッキングに包まれた足もバッチリ見えているのだ。

　ボリュームのある赤い髪も結わずに下ろしているから、なおのこと妖艶な雰囲気がプンプン漂ってきて、見ているだけでも落ち着かなくなってくる。

「申し訳ありません、あまり、そういった格好をされた方とふれあう機会がなくて」

「あははは！　そりゃそうだろうね。なにせあんたは公爵家のお姫様だ。あたしみたいなのは他国の王族よりめずらしい存在だろうよ」

「え──わたしが誰か、ご存じなのですか？」

　思わず目を丸くすると、魔女はみずからの赤っぽい瞳を指さして「千里眼なのさ」とにやりと笑った。

「とりあえず自己紹介だね。あたしは魔女のコーラル。表向きは健全な薬屋を、裏ではちょっと曰く付きの魔法売りをやっているよ」

「魔法売り？」

　聞き慣れない言葉に首をかしげると、魔女コーラルは楽しげにうなずいた。

「普通の薬は、薬草が持つ力を引き出しながら作ったものだけどね。裏で売っているものには、あたしの魔力を少し込めて通常ではあり得ない効用を持たせているのさ。服薬するもので言えば、媚薬だとか興奮剤だとか。……ああ、毒は売っていないから、そこは安心していいよ。あたしは人殺しは好きじゃないんだ」

　見た目からしていかがわしい魔女だが、流れるように紡がれる言葉には不思議と説得力がある。レイナはごくりと唾を呑み込んだ。

「ふふ、そう警戒しなさんな。あたしは昔から恋愛成就の魔女として、貴族の女性たちに語り継がれる存在なのさ。その珊瑚のブローチと一緒にね」

　胸元のブローチを指さされて、レイナは驚いた。

「それも魔法の品さ。次にあたしの助けを必要とする者が現れたらブローチが教えてくれるから、前の持ち主がそうしたように渡してやっておくれ」

　まさか魔法の品だったとは。レイナは改めて珊瑚のブローチをまじまじと見つめた。

「──そして公爵家のお嬢様、いや若奥様。あんた、婿入りした旦那と上手くいってないようだね？　あんたとしては、向こうに避けられているようにも感じている」

　ズバリ言い当てられて、レイナは目を丸くした。

「それも魔女の千里眼なのですか？」

「まあね。だが、あんたの旦那は単純に忙しすぎるんだよ。医療改革だっけ？　とにかく仕事だらけの毎日を送っているようだ」

「それはそれで……逆に、身体を壊さないかが心配だわ」

「本人が望んで忙しくしているというのもあるが、あんたの父親がはりきって仕事を任せすぎているのも原因だね。ひとまず、これを持っていきな」

「これは……？」

　渡されたのは可愛らしい女の子の人形だ。陶器でできていて、ちょっとした工芸品に見える。

「可愛い娘を折にふれて思い出せるように、という魔法を吹きこんである人形さ。あんたの父親に作用するようになっている」

「はぁ……父にわたしを思い出させて、どうするのですか？」

「あんたの父親は仕事で頭がいっぱいで、新婚の娘が婿と会えなくて悲しんでいるなんて、これっぽっちも気づいていないんだよ。そこをちょいと意識させてやるのさ」

　なるほど……イデオンを早く帰宅させるためには、直属の上司である父の意識改革が重要ということか。

「そして、あんたの旦那は恐ろしく口下手のようだから、これを身につけておいき」

「これは？」

　コーラルが掲げたのは小指の先ほどの小さな宝飾品だ。金色の可愛らしい輪っかだが、指輪にしてはあまりに小さい。どこにつけるものなのだろう？

「これはね、耳のこの丸みに、こうやって嵌めるものになっているんだ」

　スカートの裾をひらひらさせながら近寄ってきたコーラルは、レイナの濃いブラウンの髪をひょいっと掻きあげると、露わになった右耳の上のほうに宝飾品を宛てる。

　輪っかが嵌まるような感覚があって、鏡を見せてもらったレイナは目を丸くした。

「まぁ、こんなふうに嵌めるタイプのイヤリングははじめて見るわ」

　見れば宝飾品は耳朶よりずっと上のほうに、引っかけるようにして留めてあった。

「イヤカフと言ってね、あたしたち魔女のあいだじゃ昔からある飾りだよ」

　レイナの白い肌に金のイヤカフはよく映えて、コーラルも満足そうにうなずいていた。

「これも、その、魔法が籠もったお品なのですか……？」

「ああ、そうだよ。これはね、愛するひとの心の声を聞くためのものだ」

「愛するひとの心の声？」

　驚きのあまりレイナはそのまま聞き返してしまった。

「相手の思っていることがわかるということですか？　読心術のような……？」

「そうだね、そう思ってくれてかまわないよ。どうにもあんたは自分が愛されているか不安みたいだからね。それをつけて旦那のそばに行って、その心の声をいっぺん聞いてみたらどうかと思ってね」

　自分が愛されているか不安という指摘に、レイナはどきっと心臓を跳ね上げた。

「……でも……聞いてみた結果、彼がわたしのことをなんとも思っていなかったり、妹みたいだと思っていることがわかったら……」

「そのときはそのときだ。また相談においで。相手の本心がわからないことにゃ手の打ちようもないわけだし」

　それはそうだ。レイナは納得の面持ちでうなずいた。

　よろしい、と満足げにほほ笑んだコーラルは魔法のかかった人形を紙に包んで、レイナのショールの中に押し込める。

　そしてずっと目を上げなかった侍女の膝から、カタログをひょいっと取り上げた。

「──はっ。あ、あれ？　わたし……？」

　ぱっと我に返った侍女は不思議そうに周囲を見回す。

　その頃には、コーラルは奥の扉に引っ込んでいた。あまりに早い身のこなしに、レイナまでぽかんとしたほどだ。

　次のときには、二人が入ってきた扉が外からノックされて、店番をしていたあの少年小姓が顔を出した。

「用事は済みました？　それならさっさと帰ってください。こんなこぢんまりした店の前に、あんな立派な馬車がずっと停まっているのも落ち着かないもんで」

　なんとも無愛想な言葉に、レイナより先に侍女が「まぁ！　なんて無礼な」と憤慨して、すかさず立ち上がった。

「お嬢様、帰りましょう。店主も姿を見せないようですし」

「え、ええと……」

「はいはい、さっさと出て行ってくださいね～。出口はあちらです」

　小姓が示した扉を開けると、すぐに外に出ることができた。ちょうど馬車が目の前に停まっていて「用事はお済みですか？」と気づいた御者が声をかけてくる。

「またのご来店を～」

　小姓が気のない口調で言って、扉をバタンと向こうから閉める。

　なんだか狐につままれたような気分だ。馬車に乗り込むあいだもふわふわしていて、レイナは夢でも見ていたのではないかと疑いたくなる。

　だがショールの中には人形があるし、イヤカフも嵌まったままだ。明らかに夢ではない。

　移動のあいだ、侍女は小姓の無礼な態度に怒ってぷりぷりと文句を言っていた。魔女コーラルの話はいっさい出てこない。あのカタログには間違いなく魔法がかかっていたのだとわかって、レイナはごくりと唾を呑んだ。

　無事に屋敷に帰宅したが、誰からも人形やイヤカフについて指摘されない。イヤカフに至っては重みがほとんどないので、レイナでさえ着けていることを忘れそうになる始末だ。

（とりあえず、人形はお部屋に飾っておいて、と）

　自室をぐるりと見回したレイナは、ひとまず飾り棚の目立つところに人形を置いてみた。

　着替えの介助やお茶を淹れるために数人の侍女が代わる代わるやってきたが、やはり誰も人形に気づいていなかった。

（これも魔法の力なのかしら？　なんとも不思議だわ。少し怖いくらい）

　だが、おかげでこれが間違いなく不思議な力を持つものであることが確信できた。

　あとは効果が出ることを祈るばかりである。

　とはいえ、なにもしていないとどうしても人形に目をやってしまう。そわそわしそうになるのをごまかすため、夕食まで読書か刺繍でもしようかと考えたときだ。

　扉がノックされ、侍女が興奮した様子で走り込んできた。

「お嬢様──ではなく、奥様！　王宮から連絡があって、若旦那様が帰宅されるとのことです。今、馬でこちらに向かっているそうです」

　レイナは思わず「えっ！」と声を上げそうになった。

（ま、まさか、さっそく人形が効果を発揮したの？）

　結婚してから──いや、その前からだが──この屋敷に寄りつかなかったイデオンが、夕食の時間に帰ってくるとは！

「す、すぐにイデオンの食事も厨房に用意させて。お風呂が先かもしれないから、そちらの支度もお願いね」

「かしこまりました！」

　イデオンの帰宅を待ちわびていたレイナを知っているから、侍女も嬉しそうだ。レイナも鏡台に移動し、髪と化粧がおかしくないか入念にチェックした。

（あとは、帰ってきた彼から本心を聞くことができれば……）

　耳で輝くイヤカフにふれて、レイナは覚悟を決める。

　せっかくだから彼の帰宅を出迎えたいとも思って、彼女は家令や執事たちと一緒に玄関の外に出て、馬車が入ってくるのを落ち着かない気持ちで待った。

　やがて、イデオンの乗る馬車が門から入っていて、玄関前のアプローチにぴたりと停まる。

　早く帰ってきても仕事が頭から離れないようで、イデオンは御者が外から扉を開けても、手元の資料に目を走らせていた。御者から再三呼びかけられてようやく外に出てきた彼は、目の前にレイナがいるのを見てぎょっと目を見開いていた。

「──レイナ様、わざわざ迎えに出なくてもよかったのに」

　あわてて駆け寄ってくるイデオンに、レイナは薄く頬を染めながら笑顔を浮かべる。

「お帰りなさい、イデオン。その、あなたが久々に帰ってくるのが嬉しくて、待ちきれなかったの」

　ドキドキしながら告げるが、イデオンはいつも通り「そうですか」という素っ気ない返事だ。

　昨日の差し入れ同様、迷惑だったかしら……と不安になるレイナだが。

　イヤカフが急に熱を持って、彼女の耳に、実際に聞こえてこない声が急になだれ込んできた。

『おれが帰るのが待ちきれなかったって可愛すぎだろうレイナ……！　まだ冷えが残る晩春の夜の中で待っていてくれたなんて感激過ぎる』

「……えっ？」

　怒濤の勢いで流れ込んできた言葉に驚き、レイナは思わず立ちつくす。

　とっさに耳に手をやると、イデオンが「どうしました？」と首をかしげた。

「い、いいえ、なにも……」

『まさか耳を痛めた？　はっ、もしやおれを待っているあいだに身体が冷えて、風邪を引きはじめているのでは……!?　鼻や喉の炎症が耳の痛みにつながることがあると聞くし！　これはすぐにメイド長に頼んで湯を用意してもらわねば。いや、それよりもおれの上着を差し出したほうが……いや！　二日も洗濯していない上着を彼女の肩にかけるなど言語道断！　天使のごとき彼女をおれの仕事の垢で汚してはいけない！』

「……え、ええと……」

　普段通りの寡黙なイデオンと、脳内に流れ込んでくる感情が忙しすぎるイデオンのギャップがあまりに大きすぎて、レイナは口元を引き攣らせる。

　イデオンの実際の言葉のほうを拾い上げて返事をしないと……と苦戦しつつ、レイナは無理やり笑顔を浮かべた。

「あ、あの、夕食より先にお風呂のほうがいいかしら？　外は寒かったものね？」

「そうですね……」

　実際のイデオンはそれしか答えないのに、レイナの頭の中には『やっぱり外は寒かったんだ！　そんな中でレイナを待たせてしまったなんて、おれという奴はなんという失態を……！』という声が怒濤の勢いで流れてくる。

（イ、イデオンって、本当はおしゃべりなタイプだったのかしら……？）

　彼に抱いていた印象が根本から覆る思いだ。だが目に見える彼はまったくいつも通り、にこりともしない愛想のなさで……どちらが本当の彼なのかがわからなくなる。

　レイナはギャップに慣れるためにも、イデオンとわざわざ並んで歩きはじめた。

「さ、最近はお仕事はどう？　なかなかお帰りにならないから心配していたの」

「例の医療改革が忙しくて……。今日も帰れるかどうか微妙なところでしたが、なんとかなりました」

『というのも公爵閣下が突然「たまには早く帰れ。レイナが寂しがっているぞ」と言い出したんだよな……。普段はレイナのことを思い出さないくらいご自身も忙しいのに、めずらしいこともあるものだ』

　言葉とともに不思議そうなイデオンの感情も一緒に流れてくる。

　そばで働くイデオンすら不思議に思う父の行動……やはりあの人形が関係しているのかしら？　とレイナは思った。

「早く帰れてよかったわ。お仕事も大切だけど、そればかりだと身体を壊してしまうもの」

「そうですね。仕事は苦ではありませんが、たまには温かい食事を食べたいので……」

『というよりレイナと一緒に食事を取りたい』

　本心らしき声がズバリ聞こえてきて、レイナは驚きのあまり咳き込んだ。

「レイナ様、大丈夫ですか？」

『！　やはり長時間待っていたせいで風邪を引いたのでは!?』

「だ、大丈夫よ、ちょっと噎せただけ」

　実際の声と心の声が同時に聞こえて、レイナはくらくらしてくる。神経を尖らせていないと、どちらの声が現実なのか内心なのか、わからなくなりそうだ。

（い、今はいったん落ち着きたいわ……！）

　自分の素直な気持ちに従い、レイナはイデオンの私室をビシッと指さした。

「と、とにかくお風呂に入って温まってきてちょうだい！　食堂で待っているから！」

　言うだけ言って一目散に逃げると、残されたイデオンは不思議そうな面持ちで彼女のことを見送っていた。

　ひとまず自室に駆け込んだレイナはイヤカフにふれながら、はぁはぁと大きく呼吸をしてしまう。

「すごい勢いで流れてきたあの声は……ほ、本当にイデオンの本心なの……!?」

　イデオンはよく言えば寡黙、悪く言えば言葉足らずというタイプだ。頭の回転が速い上に、他人とのコミュニケーションを面倒だと思っているので、誤解が生じやすく、学生時代に起こす問題はたいてい人間関係に起因していた。

　その彼が、だ。まさか頭の中でこれほどあれこれと考えて、べらべらとしゃべりまくっているとは……。

（いいえ、頭がいいからこそ回転が速すぎて、常人には理解できない早口になるのかもしれないわ）

　いずれにせよ、それを聞くこちらは神経を使うばかりだが。

（とはいえ、イデオンの心の声は、わたしを気遣う言葉で満ち満ちていたわ）

　妹や身内に向けるにしては、あまりにこう……熱量が強すぎるものだった。

（もしかしたらわたしが思っていた以上に、イデオンはわたしのことを気遣ってくれているというか、気にかけてくれているのかしら？）

　そうだとしたら嬉しい……嬉しすぎて勝手に口元がむずむずしてくる。

（だ、駄目よ、レイナ。こんな妙な顔をしていたら、イデオンはもちろん、侍女たちもなにがあったのかと怪しんでくるわ）

　頬をむにむにと揉んで平静を装った顔をしつつ、彼女はイヤカフにそっと手を添えた。

　──とにかく、魔女の魔法が本物であることは疑いようがないと言っていいだろう。

　仕事人間の父がイデオンに今日くらい帰れと言ってきたのも、イデオンの声が急に聞こえるようになったのも──あまりに内容が予想外すぎて、信じがたいところもあるとはいえ──魔法の力とでも思わなければ不自然すぎる。

（夕食のあいだもイヤカフの力を借りるとしましょう。妙な表情にならないことだけ気をつけるのよ）

　結論を出したレイナは、気を取り直して食堂へ向かう。

　イデオンがきたら料理を運ぶように給仕に命じて、どきどきしながら座って待っていると、湯を使ったイデオンがシャツとジレ、脚衣だけのラフな格好で入ってきた。

　髪は適当に拭いただけなのだろう。わずかに残る水滴が銀色の髪をきらきら輝かせていて、レイナの胸の鼓動は否応なく速くなった。

「お、お湯加減はどうだった？　多少は疲れが取れたかしら」

「ええ、ゆっくりできました」

　向かいに座りながらイデオンはさらりと答える。声も表情もいつも通り、大変に素っ気ない。

　すると再びイヤカフが熱を持ち、即座に彼の心の声が流れてきた。

『レイナを待たせるのが忍びなくてほぼ行水だったが、汚れや臭いは取れているよな？　彼女を不快にさせることは断じて避けたい……！』

　同時にいたたまれない気持ちが強く流れてきて、レイナはたまらず「せ、石けんのいい香りがするわね！」と叫んでいた。

「……そうですか？　それならよかったです」

　目をぱちくりさせるイデオンを見て、レイナは（ああああ～！）と胸中で頭を抱える。

（彼の心の声に反応しては駄目だと言っているでしょう、レイナ！　自分の思っていることが知らずのうちに相手にバレているなんて、誰だっていやになるに決まっているのだから……！　究極のプライバシー侵害だもの）

　彼の口から出る言葉だけに反応しなければ……。自身にそう言い聞かせながら、レイナは無理やり笑顔を作った。

「お食事にしましょう。メインは鶏の香草焼きよ。イデオンは昔から鶏が好きでしょう？」

「ええ、ありがとうございます」

『おれの好物を覚えていてくれるなんて……！　ああ、でも、本当に食べたいのは食事よりもレイナだと言ったら、さすがに引かれるだろうな』

「ぶふっ」

　なんともきわどい本音の発露に、レイナは口に含んだ水を噴き出しそうになった。

「レイナ様？」

「だ、大丈夫よ、噎せただけ」

「そうですか……？」

『風邪を引いた以前に、そもそも具合が悪いんじゃないか……？』

　目の前のイデオンは少しあきれた顔をしているのに、脳内に響く声はどこまでも心配そうだ。おまけにあの水色の瞳でじっと見つめられると、今度はこちらの心が見透かされそうで落ち着かない。

　レイナは冷や汗を滲ませながらも、なんとかほほ笑んで見せた。

「季節の変わり目だから、喉が弱っているのかも。あとで蜂蜜をいただこうかしら」

「それがいいと思います」

『蜂蜜はもちろんだが、喉にいいとされるあらゆるものを取り寄せたいな。柑橘系の果物もいいかもしれない。あとは……』

　頭に流れるイデオンの声が心配一色になる。レイナはあわてて話題を探した。

「え、えっと、そうだ！　お仕事の話を聞かせてくださる？　隣国から外科のお医者様を呼ぶ計画が持ち上がっているのでしょう？　どうなっていて？」

　仕事の話をすれば、仕事人間の彼のことだ、脳内に響く本心もそちらに引きずられて、真面目な話題になるはず！

（これ以上、恥ずかしい心の声を聞いて、わたしも挙動不審になりたくないしね……！）

　思った通り、イデオンの心の声も『仕事の話か』とカチッと切り替わった。

「そうですね。おっしゃるとおり、隣国のいろんな医療機関に連絡を取って医師の派遣を求めているところですが」

　現実のイデオンの声に重なって、やや早口の心の声も聞こえてきた。

『隣国の外科と言われる医療分野では、患者を裸にして手術とやらをするという……。もしレイナの身体に腫瘍が見つかったとして、医師はレイナを裸にするわけだろう？　そんなこと許されていいのか？　おれだってレイナの裸など見たことがないというのに！』

（……んん？）

　心の声がなんだか妙な方向に走っている気がして、レイナは思わず首をかしげた。

「大陸中から患者が押し寄せてきた関係で、隣国では医師不足が深刻化しているようです。それだけに国外への医師の派遣は難しいようで……」

『レイナの裸を見ようとする医師など正直一人もこなくてかまわない……！　ああ、レイナ、仕事の話など貴族令嬢の彼女にとっては退屈な話題だろうに、こんなに熱心に聞いてくれて。なんという健気さだ……！』

（……ええっと……）

「それでもなお医師を呼び寄せるとなれば、かなりの資金が必要になります。今はその資金繰りをどうするかを議論している最中でして……」

『医療の拡充もそりゃあ大事だろうが、難航するおかげで屋敷に帰る暇もないというのはさすがに許容しがたいぞ……！　おかげでレイナ不足でおかしくなりそうだし、たまに彼女が顔を見せにきてくれたときなんて、緊張しすぎてまともな返事もできなくなるし！』

　くぅっ、と歯がみする悔しげな感情が一気になだれ込んできて、レイナはまたくらくらしてきた。そもそもレイナ不足とはなんだ、レイナ不足とは。

　一方、目に見えるイデオンのほうは至極淡々と仕事の話を続けている。

「貴族たちを中心に寄付も含め呼びかけていますが、気休め程度でしょう。わたし個人としては医師を呼ぶより、学びたい者を留学させてはどうかと思っていまして……」

『ぶっちゃけその意見を押し通して、この話にはいったんケリをつけたい。そうじゃないとレイナとイチャイチャする妄想ばかりがふくらんで、逆に仕事にならないし……！』

（イチャイチャする妄想……）

　おおよそイデオンらしくない言葉が飛び出して、レイナは今度はパンに噎せそうになる。

　水を飲むことでなんとかこらえたが、そのあいだもイデオンの心の声は止まらない。

『ああ、レイナ、今日も可愛すぎる。顔を合わせるたびにきれいになっているし、こんな食事なんてしていないで本当は今すぐ押し倒したい』

「ごふっ」

　今度は噎せるのを止められなかった。まさか押し倒したいなんて言葉が彼の口から（いや、頭？　心？　から？）出てくるなんて……！

（ちょっと待って、ちょっと待って、情報の処理が追いつかないわ……！　え、え？　もしかして、イデオンってわたしに……欲情していたりするの!?）

　ちらっとイデオンを見てみるが、やはりいつも通りの無表情だ。ただレイナが噎せ込むのに不審そうな目をしていたが。

「本当に大丈夫ですか、レイナ様？」

「え、ええ。お気遣いありがとう……。あなたとお話しするのが久々だからか、緊張しているみたい」

　とりあえずそれらしい理由でなんとかごまかさなければ。

　その思いから、取り繕うようにほほ笑んだ瞬間だ。

『ああああ、ほほ笑みが可愛いまさに天使なんて清らかで健気なこと口にするんだ彼女のような素敵な女性がおれの妻なんて未だ信じられない夢みたいだなんという幸運に圧倒的感謝だ天上の神よとこしえに幸あれ──！』

　ぱぁあっと光り輝くような感情が怒濤の勢いでなだれ込んでくる。

　あまりにすごい勢いだったので、レイナは一瞬気が遠くなりかけた。そのためか彼の本心の最後のほうは、きちんとした言葉として聞き取ることもできない。

　ただ『圧倒的感謝──!!』という気持ちが滝のように流れ込んでくるのみだ。

（こ、これ、ほ、本当に……イデオンの本心なの……？）

　思っていたものと、だいぶ、そうとう……違うものだ。彼の思いの強さに、ただただ気圧されてしまう。

（と、とりあえず……彼がわたしをきらっていることは、なさ、そう……？）

　それどころか、少し引いてしまうほど、レイナへの愛が重たいような……？

『少し困ったような顔も可愛くてたまらない。ああ、そんな目で見ないでくれ。襲いかからずにいられなくなる……！』

　再び聞こえてきた声にレイナは「ひっ」と思わず震える。

（お、襲いたくなるのっ？）

『可愛い可愛い、可愛すぎる、今すぐに押し倒してキスしてあちこち舐め回して……！』

（な、舐め……？）

『裸に剥いてすみずみまでこの目に焼きつけて舌でたどってこれ以上ないほど喘がせてぇ……！』

「……！」

（ひ、ひぃ……!?　な、なにを大真面目な顔で考えているのよ、イデオン……！）

　ピンク色に彩られている言葉の数々がなだれ込んできて、レイナはどうしようもなく赤面する。恥ずかしさが一気に襲ってきて、顔と言わず耳や首まで真っ赤になった。

　目の前に座るイデオンは、いつも通りの淡々とした面持ちで、行儀よく鶏の香草焼きを食べているだけだというのに！

（脳内でこんな……っ、自主規制だらけの欲望にまみれているなんてぇぇ！）

　彼と出会ってから……いや、生まれて今日までの十八年の人生の中で一番の驚きだ。

　なんとか食事は食べ終えたが、気を張っていたこともあり、いつもの半分くらいしか胃に入っていかなかった。

　食後の紅茶も飲み終えたので、レイナはひとまず頭を冷ますために自室へ戻ろうと立ち上がる。

　だが彼の本心があまりに衝撃的だったせいか、足に力が入らず大きくふらついた。

「レイナ様！　大丈夫ですか」

　体勢を崩したレイナを見て、イデオンがあわててテーブルを回って駆けつけてくれる。

　手を取られた瞬間また頭に彼の心の声が響いてきた。

『やっぱり具合が悪かったのでは……？　かなり汗をかいているし、顔も真っ赤だ！　これはすぐ医師を呼んだほうがいいぞ！　ああ、だが真っ赤になったその顔は照れているようにも見えて可愛いな……！』

　あせる心情の中からすら可愛いという言葉が聞こえて、レイナはより真っ赤になった。

「だ、だ、大丈夫よ！　わたし、そのっ、お先に失礼するわ！」

　あまりにいたたまれなくて、立ち上がったレイナは一目散に逃げた。

　まっすぐに自室に向かい、驚く侍女たちにちょっと休むわと言い置いて寝室へ入る。誰もいない空間に一人になると、ようやくほっと一息つけた。

「はぁぁ～……」

　身体中から力が抜けて、へなへなと寝台の脇に座り込む。

　顔をぼふっと毛布に埋めて落ち着こうとするが、先ほどまでのイデオンの言葉が休む間もなく思い出されて、思わず「いやぁぁああ！」と悲鳴を上げてしまった。

「うぅ、本当にアレ全部がイデオンの本心なの……!?」

　というより、寡黙な彼の声をここまで聞いたことが、そもそもはじめてだったかもしれない。彼はこちらが水を向ければしゃべりはするが、自分からなにかを話すことはほとんどないのだ。

（それだけに、脳内で聞こえてきた声とはいえ、あれだけの言葉を聞けるのは、貴重と言えば貴重な機会だったかもしれないわね！）

　恥ずかしい上に少なからず困惑しているからか、我ながらわけのわからない結論が出てくる始末だ。

「次に顔を合わせるときに平静を保っていられるかしら……」

　絶対無理な気がする……と低い声で嘆いたときだ。

　扉がノックされ、侍女が困った様子で顔を出してきた。

「奥様、若旦那様がいらしていますが、お通ししてもよろしいですか？」

「……えっ！　イデオンがきているの？」

　さっきの今だけに顔を合わせるのは気まずいが、拒否したらそれはそれで「夫婦げんかでもしたのかしら？」と使用人たちに気を遣わせることになる。

　レイナは意を決してうなずいた。

「ええ、お通しして。というか、わたしが居間のほうまで行くわ」

　さすがに寝室で迎えるにはあまりに心が落ち着かなすぎる。

　居間に出て行くと、少し居心地が悪そうなイデオンも入ってきたところだった。

「具合はいかがですか？　料理長に作ってもらったのですが」

「あ……」

　イデオンがおずおずと差し出してきたのは、ほくほくと湯気が立つホットミルクだ。カップからは甘い蜂蜜の香りも漂ってくる。

（そういえば蜂蜜をいただくと言ったのだったわ……まさか覚えていてくれたの？）

　そうだとしたら嬉しすぎる……レイナはジーンと感動しながらカップを受け取った。

「ありがとう、イデオン。いただくわ」

「火傷しないように気をつけてください」

　カップを受け取った途端にイヤカフが熱を持って、イデオンの心の声が流れてきた。

『顔の赤味は先ほどよりは治まったようだが、瞳が潤んだままだな……可愛い……いや、可愛いなどと感心している場合じゃないだろう自分。やはり医師を呼ぶべきでは？　夫でありながら体調不良の妻に欲情するなど恥を知れ、むしろ死ね』

　過激すぎる怨嗟の言葉まで聞こえてきて、レイナは懲りずにまた噎せそうになった。

「と、とても美味しいわ。あの……今日は少し遠くにお出かけしたから、疲れていたみたい。わたしはもう休むわね」

　それらしい理由を告げると、イデオンは納得の様子で素直にうなずいた。

「そうでしたか。それではおやすみなさい」

『本当に疲れただけならいいが……。レイナは昔から、不調や寂しい気持ちを隠すところがあるから、心配だな』

　言葉とともに気遣う気持ちがふわりと流れてきて、レイナは小さく息を呑む。

　思わず足が一歩前に出るが、挨拶したイデオンはすでに踵を返して部屋を出て行くところだった。

　パタンと閉まった扉を見ながら、レイナはまたへなへなと長椅子に座り込む。

（……や、やっぱりわたし、きらわれているわけではなさそうね）

　熱を失ったイヤカフにふれつつ、レイナはほぅっと息をついた。

　こちらを赤面させるようなことも連発していたイデオンの心の声だが、ここぞと言うときは心配の気持ちを前面に出して、レイナのことを思いやってくれた。

　ホットミルクを手ずから届けてくれたのも、根本的にレイナを大切に思っているからこその行動であろう。

（うぅ、でも、やっぱり恥ずかしいこともいろいろ考えすぎよ、イデオン……！）

　レイナを裸にしたいとか、舐め回したいとか。

　……というか、そういうことを思っていたなら、初夜にしてくれればよかったのに！

（そうすればわたしも魔女の力を借りることもなかったでしょうし……！　ある意味、裸にされるよりも、ずっと恥ずかしい経験をせずに済んだわよ──!!）

　なんとも恨めしい限りだ。

　そう、そもそも彼が初夜をさらっとスルーしたのが問題だったのだ。どうしてレイナとの同衾を避けたのか、さすがにそこは心の声を聞いてもわからなかった。

（彼にきらわれているわけではないとわかった以上、次はそのあたりを探っていくべきね）

　もしかしたら彼のほうにも、彼なりの理由があるのかもしれないし。

（それまでは……もう少し、これらの魔法の力を借りましょう）

　耳に嵌まるイヤカフと戸棚の人形を見やって、レイナは一人意気込むのであった。







第二話 妻が可愛すぎてたまらない








　イデオンにはじめて会った日のことはよく覚えている。

　あれはレイナが七歳のときだ。イデオンはレイナの父フェリテン公爵に付き添われてこの屋敷にやってきた。

『王立学校に入学するために王都に出てきたイデオンだ。わたしがこれまで支援してきた中でも飛び抜けて優秀な子だ。仲良くしてやってくれ』

　機嫌よく紹介した父と違い、当時十三歳だったイデオンはくちびるをへの字に結んで、非友好的な雰囲気をビシビシと醸し出していた。

　だが相手がレイナだからではなく、誰に対してもこんな感じだったようだ。実際に父もイデオンのことを『学業以外は問題だらけ』と断じていた。

　実際に屋敷にきてすぐの頃のイデオンはふらりと脱走することも多かった。偏食で料理人を困らせることも、寝坊して家庭教師を怒らせることも日常茶飯事だったのだ。

　だが、なにがきっかけになったかは思い出せないが、ある頃を境にイデオンの態度はずいぶんとマシなものになった。

　使用人や教師の言うことに耳を傾けるようになったし、外出したい場合は必ず申告するようになった。どうでもいいと思っていたであろう身なりや姿勢も、レイナが「髪は櫛を入れればきれいになるわ」とか「猫背は身体に悪いのよ。姿勢を正しく！」と指摘すると、その通りにしてくれることが多くなった。

　すると、それまで隠れていた彼の美貌がぱっと見て取れるようになってきたのだ。

　櫛を入れて整えるときらきら輝く銀髪に、物思いにふけっていると愁いを帯びる水色の瞳、すっと通った鼻梁に形のよいくちびる。おまけに背はすらりと高くて、胸を張って歩くと風格すら漂う有様に、レイナも屋敷の者たちも大いに驚いた。

　その後もイデオンは一年ほど公爵邸で暮らしていたが、学校に戻っても大丈夫だろうという父の判断で、また寮暮らしに戻ることになった。

　彼のことを兄のように慕っていたレイナは寂しさのあまり大泣きしたものだが、いざ学校に戻ったイデオンの躍進ぶりはすさまじかった。なんと彼は飛び級に飛び級を重ねて、十八歳で王立学校どころか大学をも首席で卒業したのだ。

　その頃には彼は麗しの美貌を持つ天才として、王宮にもその名を知らしめるようになったのである。

　王宮の役人試験に合格し初登城となったその日。せっかくだから世話をしてやるとレイナの父が豪語したため、イデオンは公爵邸で出仕のための支度を調えた。

　新調した上着を着込みタイをしっかり首に結んだイデオンを見て、父は豪快に笑った。

『男を上げたな、イデオン！　夜会服を着て社交界に出て行けば、ご令嬢たちがまず黙ってはいないだろう』

　イデオンは実にいやそうな顔をしていた。その隣でレイナもつい悩ましい顔をしてしまう。これから彼が大勢の前に出て行くのだと思うと気が気ではなかった。

（お父様のおっしゃる通りよ。こんなに格好いいのだもの。きっとたくさんの女性たちがイデオンとお近づきなりたいと思うに決まっているわ……！）

　それはとっても困る──と思ったレイナは、いつの間にか自分が彼を独占したがっていることに気づいて大いにびっくりしたのだ。

（もしかしてわたし──イデオンのことを、いつの間にか好きになっていたのかしら？）

　これまでのように兄としてではなく、一人の異性として……。

　だがそう思えば、胸の内に荒れ狂うハラハラとした気持ちにも納得がいく。自分はいつの間にか彼を男性として好きになっていて、彼がたくさんのひとの目にふれて、自分以外の女のひとを見初めることを恐れるようになっていたのだ。

（ああ、どうしてそれに気づいたのが今なのかしら……！）

　これまでだって、彼を好きになっているという兆候はあったではないか。

　なにせイデオンと離れて暮らすようになってから、たまに彼に会うと胸がドキドキして、緊張のあまり普通にしゃべれなくなることが多かった。

　それなのに会えない時間が続くと、胸がきゅーっと痛くなるほどにつらかった。

　この気持ちが恋であるなら、彼に会いたいとしょっちゅう思っているのに、いざ会ったら胸がいっぱいになって言葉が上手く出てこなくなるのも道理である。

（もっともイデオンのほうはお世話になっているフェリテン公爵の娘だから、わたしに親切にしてくれるだけなのでしょうけど）

　それでも他人にあまり興味を示さないイデオンが、自分にだけは優しく接してくれると思うと……やはり胸の奥は甘くくすぐったい気持ちで満たされる。

　だがそうなると、今度は自分たちの六歳の年の差が恨めしく感じられた。

　十八歳で役人として働き出すイデオンに対し、レイナは当時、まだ十二歳。社交界デビューもかなり先のお子様である。

　こんな小娘に好きだと告白されたところで、イデオンだって困ってしまうだろう。

　思い悩むあまり、レイナは侍女や仲のいい家庭教師に「イデオンが好きすぎてどうしようもないの」と相談してみた。しかし……。

『まぁ、お嬢様、なんて可愛らしいお悩みでしょう。お嬢様くらいのお年だと、身近な年上の男性に憧れを抱くのはよくあることですわ。憧れを恋心と勘違いしてしまうことも』

『え？　では、わたしのこの気持ちは恋ではないの……？』

『恋はもう少し大きくなってからするものですよ』

　という感じで、いまいち真剣に取り合ってもらえなかった。

　当時は（わたしを子供だと思って適当にはぐらかしたのだわ）と侍女たちに憤慨したものだが、十八歳になった今なら彼女たちの気持ちがわかる。

　いくら優秀とは言え、イデオンはしがない一役人。

　だからこそ、侍女たちはお仕えするお嬢様が本格的な恋心を育てていく前に、その芽を摘んでおく必要があると判断した。そのため「憧れですよ」とお茶を濁してきたのだ。

　レイナ自身が（相談しても無駄だわ）と早々に悩みを打ち明けることを放棄したため、侍女たちは「お嬢様が叶わぬ恋に身を焦がす道は潰せた」とほっとしていただろうが……。

（あいにく、わたしの恋心は潰えるどころか、もっと大きく育っていたのよ……！）

　レイナだって成長するに従い、身分違いの恋は本の中でこそ楽しめるものだとわかってきた。生まれた家と縁を切り役人として生きているイデオンは平民でしかなく、公爵家の一人娘が結婚できる相手ではない。

　無事に十七歳になり社交界デビューしてからは、家のためになる結婚相手を探すべきだとも考え、声をかけられるまま大勢と話をしたり、踊ったりもしてみたのだ。

　しかし──駄目だった。誰も彼も、イデオンと比べるともの足りないと思ってしまう。

　イデオンより家柄いい方はもちろん、容姿が素晴らしい方も、会話が上手な方も、愛想がいい方もたくさんいた。だがレイナの中では常にイデオンが一番だったのだ。

　レイナが社交会に出てくる年には、一役人から宰相補佐官に上り詰めていたイデオン。

　その優秀さと美貌のおかげで、多少口下手でもなんでも、彼と結婚したいという令嬢は少なくはなかった。

　彼を狙っているのは主に男爵家や子爵家の令嬢だったから、自分もそういう家に生まれればイデオンと結婚できたかもしれないのに……と考えてしまうことも一度や二度ではなかった。フェリテン公爵家の娘として生まれたからこそ、父を介してイデオンと会えたのだと、頭ではちゃんとわかっているのに。

　そんな状況だったから、彼との結婚話を父から持ち込まれたときは驚きはしたけど、やはり嬉しかった。初恋の相手と形はどうあれ結ばれるのだ。嬉しくないはずがない。

　だが肝心のイデオンは仕事で忙しく、顔を合わせても素っ気ない対応ばかりだった。

　やはり彼はレイナのことを妹程度にしか思っていなくて、結婚は迷惑だったのだと考えると胸が張り裂けそうなほどにつらかった。

　イデオンと夫婦らしく愛し合いたいという気持ちは確かにある。だが彼の気持ちが自分にないなら、結婚生活を続けるのは不毛でしかない気がする……。

（魔女にすがって、それでも駄目だとわかったなら……）

　もう、夫婦らしくしたいという気持ちは胸に封じたほうがいいのかもしれない。

　そう、無意識のうちに考えていたのだが。







『ああっ、今日のレイナも世界で一番美しく可愛く天使のごとき清らかさだ……！』

　イデオンが馬車から降りてくるなり、頭の中に響いてきた声に、レイナはひくっと口元を震わせる。

　頭の中に聞こえる声は花吹雪でも舞っていそうな浮かれ具合なのに「ただいま帰りました」とレイナに挨拶してくるイデオンは、いつも通りの無表情だった。

「お、お帰りなさい、イデオン。今日も早く帰れてよかったわね。お仕事に区切りがついたのかしら？」

「いえ、そうわけではないのですが。閣下……いえ、義父上が、新婚のうちは早く帰れと言い出しまして。……誰かになにか言われたのかもしれませんが」

　イデオンは首をかしげながら、不思議そうにと言うより不審そうに答える。

　あの父が『新婚だから』というだけで優秀な宰相補佐官をさっさと帰すわけがないと、彼自身わかっているからこその疑問のようだ。

（つまり、今日も魔女からもらった人形が効いているということだわ）

　イデオンが夕食前に帰宅するのは今日で三日目だ。それでなくてもイデオンは休日も返上して働いていたのだ。今まで休めなかったぶん、単純に家でゆっくりしてほしい。

　しかし次に頭に響いてきた声は予想外に低い、不満混じりのものだった。

『まったく、早く帰れなんて。閣下もよけいなことをしてくださるものだ』

　不穏な言葉にレイナはどきっと胸を揺らす。

（あ、もしかして、わたしといるより仕事をしたほうが有意義なのに、とか……？）

　思わず悪い方向に想像をふくらませるが、聞こえてきたイデオンの心の声は、それとは真逆の方向に苦悩していた。

『レイナに帰宅を出迎えてもらって夕食を一緒に取る。こんな夢のような生活が続いたら、多幸感と恋心の爆発で不整脈を起こしかねないじゃないか……！　妻の可愛らしさで、わたしが死んだらどうしてくれる！』

　くぅっ、という歯ぎしりの音まで聞こえてきそうな苦悩に、レイナはたまらず赤くなった。

（こ、こちらが不整脈を起こしそうになることを考えないでよ、イデオンったら……！）

　レイナは恥ずかしさをごまかすため、あわてて話題を変えた。

「きょ、今日はとてもいいマスが手に入ったと料理長が言っていたわ。ハーブの包み焼きは昔からあなたの好物よね？　楽しみにしていてね」

「ありがとうございます」

　イデオンは表情を少しも変えずに素っ気なく言いきったが……。

『ああ、おれの好物を覚えているレイナが愛おしくてたまらない……！　そんなところがまた健気で可愛いんだ。むしろ萌える。愛を感じる。愛、愛……』

　そこからはピンク色の感情がぶわああっと流れてきて、言葉はわからないものの、とにかくレイナが愛おしくてたまらないという気持ちが、いやでもビシビシ伝わってきた。

（うぅ、ここ数日、ずっとこの調子……！　いいかげん、彼にきらわれているかもなんて暗い考えを持つのはやめにしなければね）

　もう聞くべき彼の本心は充分聞いたとも思える。

　今日も噎せそうになるのを何度もこらえつつ夕食を食べ終えたレイナは、食堂を出るタイミングでイデオンに声をかけた。

「あ、あの！　こ、今夜はわたしの部屋で、もう少しお話をしていかない……？」

　振り返ったイデオンはいつも通りの無表情で、ただ一言「はい」とうなずいた。

（その『はい』はどういう意図で……？）

　とレイナはイヤカフを意識しながら顔を上げるが、その頃にはイデオンはぴゅーっとその場から離れてしまっていた。数日前の自分のような早足だ。

（おかげで本心が聞けなかったけれど……でも……『はい』と言ってくれたわけだし）

　いわゆる『脈あり』という状態になっているはず……！　レイナは期待を胸に、彼を出迎えるために急いで自室へ向かうのだった。







　──最近、妻の様子がおかしい。

（……いや！　恩人の娘であるレイナ様を妻と呼ぶこと自体、不敬に思えるが！）

　自室に戻り、ゆったりとしたシャツと脚衣にガウンを羽織ったイデオンは、ふーっと大きく息をついた。

（それで言えば、公爵閣下にレイナとの結婚を打診されて、うなずいたこと自体がすでに不敬に当たるか……）

　半年前のことを思い出し、イデオンはまたため息をついた。

　──イデオンが生まれたのは王国の地方都市だ。そこを治める子爵家の息子として生を受けたが、母親が子爵の愛人だったゆえに正妻とその息子たちからいびられまくって育った。

　薄情な母親は自分を置いてさっさと逃げ出したが、子供のイデオンに逃げ場はない。そのため物心ついたときから子爵令息ではなく、下級使用人としてこき使われる日々を送っていたのだ。

　そんな彼の人生は住んでいた街に学校が出てきたことでがらりと変わった。

　雑用を言いつけられて街に出たイデオンは、学校から漏れ聞こえてくる授業内容に興味本位で聞き耳を立てた。

　そして読み書きと計算をあっという間に覚えると、家の図書室からこっそり本を拝借しては独学で知識を深めるようになったのだ。

　だが独学での勉強には限りがあり、どうにかして授業に参加したいと学校の周りをうろつくようになった頃。たまたま視察に訪れていた宰相フェリテン公爵に見つかった。怒られるかと思ったが、公爵はイデオンと少し言葉を交わすと目を輝かせてこう言ったのだ。

『イデオンと言ったか。ずいぶんと優秀なようだな！　いっそ王都の寄宿学校に入学しないか？　わたしが奨学金を出してやる！』

　勉強の楽しさに目覚めていたイデオンにとってはこれ以上ない誘いだった。

　即座にうなずくと、フェリテン公爵はイデオンの父である子爵を上手く丸め込んで、さっさと縁を切らせた。

　そしてイデオンは身分を持たぬ平民として王都の寄宿学校に入学したのである。

　勉強は楽しかった。しかし適切な人間関係の構築が難しいイデオンには、貴族のボンボンが多く住まう寄宿舎での生活は苦行だった。

　どうにも水が合わないとイデオンはもちろん教師陣も頭を抱えたため、彼は一時休学して王都のフェリテン公爵邸で過ごすことになった。

『屋敷でだって勉強はできるさ。だが我が家で過ごすからには最低限のルールは守りたまえ。中でも一番大切なルールは、我が一人娘のレイナと仲良くすることだ！』

　自宅にやってきたイデオンをフェリテン公爵はそう言って出迎えた。その隣にはまだ七歳の小さな女の子がいて、幼子の相手が苦手なイデオンは（仲良くしろと言われても……）と非常に困ってしまった。

　侯爵家の生活も不自由こそなかったが、使用人の存在がいつでも側に感じ取れることは窮屈に思えて、やはり苦手だった。家庭教師の授業こそ真面目に受けていたが、それ以外はどうにもなじめず、イデオンは隙を見ては屋敷を抜け出し歩き回っていた。

　そんなある日のことだ。いつものように庭の塀を跳び越え外に出た途端に、レイナの甲高い悲鳴が聞こえてきた。

『イ、イデオン！　怪我をしてない!?　すぐに行くから待っててー！』

　同時にドタバタとあわてた足音が聞こえて、やがてなんの反応もなくなった。

　──もしやレイナは、イデオンの脱走を家人に伝えに言ったのでは？

　そう思った彼は、大人に見つかる前に……と、そそくさとその場を離れた。

　だがレイナはイデオンが塀の向こうで倒れている可能性を考え、門を回り込んで屋敷の外に単身出てきてしまったのである！

　その辺を走り回ってもイデオンが見つからない上、屋敷へ戻る道もわからなくなったことに気づいたレイナは、その場に立ちつくすなり大声で泣きわめいた。

　子供特有の高い声はイデオンにも聞こえてきた。普段なら構わず出て行くところなのだが……。

『イデオォオオン……イデオォオオオーン……！』

　と、めちゃくちゃ自分の名前が呼ばれていたため、さすがに無視できずに泣き声がするほうへ走る羽目になった。

　そうして見つけたレイナは涙と鼻水だらけになって大泣きしていた。貴族のお嬢様でもこんな汚い顔になるのか……といっそ感心するほど、それはそれはひどい泣き顔だった。

　だがレイナはイデオンが駆け寄るなり『あっ！』と涙を引っ込め、手を伸ばして抱きついてきた。

『イデオォオオン！　怪我してないのね？　よかったぁ……！』

　ぎゅうっと無邪気に抱きつかれてイデオンは仰天した。小さい子にこんなふうにふれられたのもはじめてだったし、まっ先に怪我を心配されたこともはじめてだったのだ。驚きのあまり、今度は安心して泣くレイナを抱き返したまま、しばし呆然となってしまったほどである。

（勝手に出て行ったおれを、こんなふうに心配してくれる子がいるのか……）

　実家にいた頃は、どこに行っていたんだと怒られ殴られることはあれど、心配されることなど皆無だった。

　寄宿学校でもそうだ。イデオンを平民だとあなどっていやがらせをしてくる学友に反撃したら、教師陣に告げ口された。教師陣は「そんなことも我慢できないのか、協調性がない、規律を乱す奴は許さん」とイデオンを一方的に叱るばかりで、こちらの事情を聞くことすらなかったのだ。

　まさか塀を跳び越えて脱走したことを怒られるどころか、心配される日がくるなんて。

　イデオンにとっては、それまでの価値観がひっくり返るほどに、衝撃的な出来事だった。

『あの……心配してくれてありがとう』

　嬉しいと思ったらお礼を言う──そのくらいの知識はあったから、イデオンはたどたどしく礼を述べた。

　レイナはきょとんとした顔をしたが、すぐに花がほころぶような笑顔になって『いいのよ』とうなずいた。イデオンはほっこりした気持ちになると同時に、レイナのことを（可愛いな）と思うようになった。

　……そのようなことがあったせいか、その日からなんとなく、イデオンにとってレイナは親しみを感じる存在になった。

　向こうもこちらの意識が変わったことに気づいたのだろうか。それまで様子をうかがって遠巻きにしていたのがうそのように、ちまちま寄ってくるようになった。

　それだけではなく食事のマナーや立ち居振る舞いなど、貴族として欠けていたマナーを教えてくれるようになった。

　彼女の教えに従って身なりに気をつけると、学校に通っている良家の子供たちと似たような雰囲気になることができた。

　いざ学校に戻り最低限の規律を守って過ごしていたら、頭のよさのおかげでどんどん飛び級が叶い、大学にまで入学できていた。

　それもこれも、手のかかる自分を見捨てなかったフェリテン公爵と、優しくしてくれたレイナの存在あってこそだ。

　特にレイナには本当に救われた。たまに顔を出しに行くたびに歓迎してくれるし、ちょっとした土産にも喜んでくれた。こんな自分でも誰かを笑顔にさせられるのだと思うと、本当にありがたいことだとしみじみ感じたほどだ。

　妹がいたならこんな感じなのかな……と思っていたが、平和的なその気持ちは長く続かなかった。

　というのも、彼女が成長するに従い、会うたびに妙にドキドキして、いつもの平静さがどこかへ行くことも多くなってきたからだ。

　もともとの気質もあるが、役人になってからは特に忖度せず、相手が王族だろうと言いたいことはズバリ口にしてきたイデオンだ。

　それなのにレイナが相手だとまったく上手くいかず、緊張すればするほど顔はこわばり、いつもよりさらに不機嫌な面持ちになってしまう。

　一緒に働く人間が見たら怖くて逃げ出したいと思うほどの仏頂面だろうが、レイナは変わりなく、それどころか恥じらいを見せつつ接してくれるようになった。そうなるともう、彼女への恋心をまったく止められなくなってしまった。

　彼女が年々美しくなっていくことにも危機感を覚えずにはいられない。

　公爵家の一人娘というだけで彼女の人気は高く、なんとか彼女と結婚して入り婿になろうと画策する男たちは数え切れないほど存在した。

　レイナが社交界デビューすると案の定、ウジ虫のごとく男たちは湧いて出てきたという。

（身分しかない能なしどもが、これほど可愛く慈悲あふれたレイナと結婚したいだと!?）

　恥を知れ、愚か者！　とその場に乗り込んで怒鳴ることができたら、どれほどよかっただろうか……！

（頭があっても身分がないおれのほうが、彼女と結ばれる確率は皆無だ。平民ゆえに舞踏会にすら参加できないのだから）

　そんな人間がレイナと恋をしたり……結婚したりする可能性などあるわけがない。貴族社会において身分とは絶対的なものだ。

　異例の速さで出世して宰相室に入り、宰相補佐官という地位を手に入れてさえ、それは覆らない厳然とした事実だった。

　そのせいか、去年の社交期はさんざんだった。人気を集めるレイナのうわさを聞いただけでも発狂しそうだったのに、舞踏会にかまける奴らのぶんまで仕事が回ってきたり、必要な書類が届かないなどのいやがらせが起きたりして、宿舎に帰るどころか寝る時間すらない有様だったのだ。

　そんな状況をどう思ってなのか、社交期が終わりに近づいたある日、直属の上司となったフェリテン公爵がいきなり提案してきた。

『イデオン。おまえ、うちのレイナと結婚しろ』

『はい。……はい!?　本気ですか？』

　思わずいつもの調子で『はい』と答えてしまって、改めて言われたことを考え直したイデオンは、文字通り椅子から転げ落ちそうになった。

『本気も本気だ！　おまえが身分が低いという理由だけで王宮中からあなどられるのは我慢ならん。なにより！　わたしたちの仕事に支障が出るのが許せんのだ！』

『どちらかというと本音は後者ですかね……』

　地団駄を踏みながら主張する公爵に、イデオンはつい脱力した。

『いくら閣下でも、ご息女の結婚を仕事の駒に使うようなお言葉は感心しません。第一、レイナ様のお気持ちもあるでしょう。まずはそこを聞かないといけないのでは？』

　すると公爵ははたと目を見開き、それから豪快な笑い声を響かせた。

『娘の気持ちが優先だと言える奴ならむしろ安心だ！　仕事の円滑化のためにも、さっそくレイナに話を持って行くからな！』

『あ、あくまでレイナ様がいいと言ったらの話ですからね』

　すぐにでも帰宅しようとする公爵の背に叫びながらも、イデオンの心臓はどっどっどっと急に激しく鼓動を打ちはじめた。

　まさか平民である自分が、ずっと恋い焦がれていたレイナと結婚できる……？

（いやいや、喜びを顔に出すな。おれにとっては朗報でもレイナ様にとってはそうでもないだろうし、断られる確率のほうが絶対に高い……！）

　期待を持たないためにそう自分に言い聞かせていたイデオンだが、なんとフェリテン公爵は翌々日には『レイナも結婚すると言っていたぞ～』と報告してきたのである。

（本当に!?　夢ではなく!?）

　イデオンは大いにうろたえ、嬉しいような不安なような、とにかく浮き足だった気持ちにおちいる。誰に対しても冷静沈着、むしろ冷たすぎて人間の血が通っていないのではと揶揄されることすらあるイデオンだが、この日ばかりは仕事が手につかないほど浮かれまくってしまった。

（いや……浮かれるのは早くないか？　あの貴族令嬢の鑑のようなレイナだぞ？　結婚話にうなずいたのは『父親に命じられたから』というだけの可能性もあるのでは？）

　はたとその事実に気づいた瞬間、胸の中でふくらんでいた幸せの風船はバチンとはじける。一気に冷静さが戻ってきたため、翌日は粛々と仕事に戻ることができた。

　レイナの真意がわからぬままであったが、その数日後には婚約式を行うことになった。イデオンは国一番の聖堂にて久々にレイナと顔を合わせた。

『久しぶりね、イデオン。忙しいと聞いていたけれど元気そうでよかったわ』

　そうほほ笑みかけてきたレイナを見て、イデオンは危うく鼻血を吹きそうになった。

（美しいいいいいいい！）

　それ以外の言葉見つからないほど、パステルピンクのドレスに身を包み、髪に花飾りをつけてはにかむレイナの姿は、女神か天使のごとく美しく可愛らしく麗しかったのだ！

（こんな素敵な女性と婚約、そして結婚できる人生が自分に訪れるとは）

　不安に思っていた気持ちも忘れてジーンと感動してしまうものの、次のレイナの一言で一気に現実に引き戻された。

『この結婚だけど、きっとあなたもうちの父に命令されてしぶしぶ了承したのよね？　仕事の円滑化のために……。本当にごめんなさい。お父様ったらこうと決めたら一直線で』

　父親というより小さな子供に手を焼いている母親のような面持ちで、レイナははぁっとため息をついた。

『わたしも父にいきなり話を持ってこられたときは驚いたもの。その、父に苦労する者同士、これからも仲良くできたら嬉しいわ』

　ね？　とほほ笑まれた瞬間、イデオンは雷にビシャーッと打たれたような衝撃に、ついよろよろと倒れ込みそうになった。

（や、やはりレイナは父親に命じられて、しかたなくおれと結婚を決めたという感じだったんだな……）

　あるいはイデオンがやっかみを受けて仕事をしづらくなっている状況に同情して、自分が役に立てるならと結婚を決めたのかもしれない。そういう健気な娘なのだ、レイナという公爵令嬢は……！

（もはや、おれのような欲まみれの俗物が近づいていい相手ではない気がする……！）

　それを思うと、手を握ることすら恐れ多く感じてきた。

　彼女にふれたい、抱きしめたい、愛したいという欲求は変わらずあるのに、それを彼女にぶつけるなど絶対に駄目だ……！　という気持ちも芽生えて、結局、婚約式のあいだもその後のパーティーも、結婚までの半年間も、彼女を避けるようになってしまった。

　近くにいるとどうやったってふれたくなるのだ。そうなればもう、彼女の無垢さと健気さを守るためには、離れているしかないではないか……！

　結婚式を挙げる頃にはその考えは心の奥深くまで根付いて、初夜などとんでもないという心境にすらなっていた。

　レイナのほうは、結婚したのだから当然そういうことをしなくてはならないと考えていたようで、就寝の挨拶をして立ち去ったイデオンを呆然と見つめていたが。

（くぅ、その真面目さもまた好きすぎる……!!）

　後ろ髪を引かれる思いながら、ギデオンはなんとか我慢を貫き通し、無事に（？）結婚式の夜を越えたのだ。

　いざ結婚してからは『これで身分という障害はなくなった』とばかりに、フェリテン公爵がそれまで以上にイデオンをこき使うようになった。

　おかげでイデオンはまた城に泊まり込む日々を送ることになった。公爵家にせっかく若夫婦用の寝室を用意してもらったというのに、まるで使わずじまいである。

（いや、それでいい。レイナに会ったらどうやったって欲望を抱かずにはいられなくなるのだから、物理的に距離を取ったほうがお互いに心安らかに過ごせるはず……）

　一方のイデオンのほうは、仕事中もレイナがどう過ごしているかが気になって、たまに仕事も手に着かないほどであったが。

　確かに、レイナとの結婚によっていやがらせがなくなり、これまでイデオンのことを歯牙にもかけなかった者たちと対等に話せるようになったのは幸いである。

　──しかし！　それに伴って仕事量が倍増するとは聞いていない！

（おかげでこっちは忙しさから、つい頭の中で現実逃避をするようになって、よけいにレイナへの愛おしさと欲望と崇拝の気持ちを募らせている気がする……）

　実に不毛な結果である。片思い相手ならまだしも、伴侶となったことで、どうしたってレイナの存在を無視して生きていくことは不可能になったのだ。

（彼女の気持ちを考えずに、閣下の提案にこれ幸いと飛びついたことへの罰だな……）

　いつしかそんなことを考えはじめたときだ。

『おまえ、新婚のくせにずっと屋敷に帰っていないだろう？　今日はもう上がっていいぞ。たまにはレイナとゆっくり過ごせ』

　と、なんの前置きもなくフェリテン公爵が言ってきたのである。

　思わずあっけにとられて、宰相室を出て行く公爵を見送るが、もう一人の宰相補佐官であるラーシュが『よかったじゃない』と声をかけてきたことで我に返った。

『僕も心配していたんだ。イデオンときたら新婚のくせにずーっと王城で寝起きしているだろう？　いいかげんに帰ってあげないと、奥さんが離縁状を叩きつけにきやしないかとヒヤヒヤしていたんだ』

『まさか、レイナ様に限ってそんなこと……』

　と思いつつイデオンはすぐさま王城をあとにした。

　そうして久々に顔を合わせる妻レイナは、記憶にあるより何倍も可愛らしく輝いていて、見ているだけで疲れやいらだちが洗い流されてるようだった。

　幸か不幸か、それからはほぼ毎日早く帰れるようになったため、一緒に暮らしていた幼い頃のように楽しく過ごせるようになっていた。

（でも時折、レイナが話の途中でいきなり挙動不審になったり、噎せたり咳き込んだりするのが、どうにも不安なんだよな……）

　体調が悪いのかと思ったがそうではないようだし、原因が特定できずイデオンは「うーん」と腕組みしてしまう。

（──おまけに今夜は『部屋でお話ししませんか？』と誘われたぞ）

　いつになく積極的なお誘いだ。

（それだけに感情が空回って『はい』と答えてすぐ逃げてしまったが、実際には踊り出したいくらい嬉しかった）

　だがそんな心情を悟られたら、もっと相手を挙動不審にさせてしまうかもしれない。

　できる限り平静を保とうとしながら、イデオンは妻の部屋へと足を運ぶのだった。







　私室にイデオンを迎えた途端、レイナの脳内に『可愛いいいいいい！』という彼の心の声が響いてきて、レイナはたちまち赤面しそうになった。

「い、いらっしゃい。わたしの部屋に入ってもらうのは二度目かしら？　どうぞ」

　緊張と恥じらいのあまり口元を引き攣らせつつ、レイナはイデオンを居間に招き入れる。

　イデオンは申し訳程度に部屋を見回し「素敵ですね」とつぶやいた。が、心の声は、

『ああ、一歩足を踏み入れただけで、レイナの香りが全身を包んでくる……！』

　と、あいかわらずの様子だ。頭に直接響くこの手の言葉にはずいぶん耐性ができてきたと思っていたレイナだが、耐えきれず噎せ込んでしまった。

「どうにも噎せ込むのが癖になっていますね……。やはり一度医者に診てもらったほうがいいのでは？」

　心配そうなイデオンに、レイナは「だ、大丈夫です」と答えるが、心臓はバクバクしているし耳まで真っ赤になるしで、自分でも挙動不審なのは明らかである。

（しかたないでしょう!?　イデオンが香りがどうのこうのと言うから──）

『はぁ、首筋まで真っ赤にしているレイナが愛おしすぎる……。あの首筋にキスできたら昇天できる自信があるな』

（ひぃいい！）

　おまけにもっとすごいことまで言ってくるし！　もう恥ずかしさで泣きたい思いだ。

「え、ええと、お茶はいかがかしら？　カモミールティーを用意したの」

　レイナは必死に平静を装う。しかしここでもイデオンの心の声は止まらない。

『お茶の銘柄はどうでもいいが、レイナが淹れてくれるなら別だな。なんだろうと美味しく飲めるのは間違いない』

（くぅ、信頼されているのかなんなのか、判断がつきづらいわね……！）

　平常心、平常心と唱えながら、レイナはポットへお湯を注いで茶葉を蒸らしはじめた。

『お茶を淹れる手つきすら美しいな……一幅の絵のようだ』

（やりづらいから見ないでぇぇぇ……！）

　ポットに蓋をし、砂時計をひっくり返すあいだすらじっと見つめられて、緊張で身体がこわばる思いだ。

　もう黙っていてと言いたいが、耳に嵌まるイヤカフは彼の心の声を届けることをやめようとしない。

『就寝前だからか、髪を下ろしているのがまたいいな。最近は結い上げているばかりだったから新鮮だ。腰につくほどの長さがあったとは。ああ、一房すくい上げてキスしたい』

　またキスという単語が出てきた。レイナはたまらず真っ赤になって抗議する。

「そんなに見つめられると手が震えてしまうわ。緊張しちゃうでしょう？」

　するとイデオンはハッとした様子でまばたきする。

「これは失礼。では部屋を鑑賞してますね」

　ぜひそうしてくれと思いつつ、レイナはカップを引き寄せた。

『部屋はそのひとの嗜好やひととなりを表すと言うが、本当だな』

　と、またイデオンの心の声が入ってくる。

『置いてあるものすべてから、レイナの趣味のよさが見て取れる。そういえば結婚以来、彼女に贈り物をする機会がなかったな』

　そういえばそうね、と砂時計を確認しながらレイナは心の中で相づちを打つ。

　同時に彼がこれまで贈ってくれたものが思い出された。秀才な彼らしく本のプレゼントが圧倒的に多かったが、自分が読まない分野の図鑑などもあって、見ているだけで楽しかったものだ。

（友人のサリーや王妃様は『変わった贈り物ね』とあきれていらしたけど、わたしは……イデオンが『いい』と思ったものを贈ってくれたのだとわかって、とても嬉しくなったのよ）

　思い出すだけで胸がほっこりと温かくなる。

　おかげで緊張がすっと引いてきた。ちょうど砂時計の砂も落ちたので、レイナはポットを持ち上げる。

　そのあいだもイデオンの心の声が聞こえてきた。

『奨学金も返済を終えておれ自身も資産を持つようになってきたし、なにかしら贈りたいな。政略結婚で結ばれた間柄とは言え、おれはレイナが好きで、いつでもぎゅっと抱きしめていくらいに思っているし』

（……え？）

『その気持ちの一端でも伝わればいいのだが』

　思わず顔を上げたレイナは、イデオンの口元が軽くほほ笑んでいるのを見て、ドキンと心臓を高鳴らせる。

（い、今、『おれはレイナが好き』って言ってくれた……っ？）

　心の声だと言うことも忘れ、思わず「本当なの？」と言いそうになったときだ。

「あっ」

　手元がつるっと滑って、お茶が入ったままの陶器のポットがテーブルに落ちる。

　ガチャン！　と派手な音を立ててポットが割れて、中身がレイナの膝から下に飛び散った。

「あつっ……！」

「──レイナ！　大丈夫ですか!?」

　イデオンは鋭く息を呑むなり即座に駆けつけ、レイナをすばやく抱え上げる。

　いきなり横抱きにされて、レイナの脳内は熱さよりも恥ずかしさで（きゃあああ！）と沸騰しそうになった。

「だ、だ、だいじょぶよ……！」

「どこが大丈夫ですか、お茶をこんなにかぶって！」

　イデオンがすかさず叱ってくる。

　物音を聞きつけてか、侍女が驚いた様子で飛び込んできた。

「お嬢様！　ではなく奥様、いかがなさいました？」

「入ってくるな！　ポットが割れて、破片があちこち飛び散っている」

　イデオンが注意すると、侍女はあわてて足を止めた。

　さらに何人かの侍女が駆けつけたところで、イデオンは落ち着いた声音で指示を飛ばす。

「ポットの破片はそのあたりに散らばっているから、掃除しておいてくれ」

「は、はい！」

「それと氷嚢と救急箱を。レイナがお茶をかぶってしまった。寝室で手当てするから」

「わかりました」

　てきぱきとした会話に、いろいろなことが立て続けに起こって動揺するレイナは入っていけない。「え、え？」ととまどっているうちに、イデオンはレイナを抱えたまま奥の寝室へと入っていった。

　そしてレイナを寝台に座らせると、すかさず夜着の裾をまくり上げる。

「!?　きゃあ！」

　突然のことにびっくりして、レイナは身をすくめるが……。

「やはり少し赤くなっているな……」

　どうやらイデオンは火傷した患部を見ようとしただけらしい。頭の中に響いてくる声も『氷嚢を待つあいだも冷やしていたほうがいいな。水差しに水はあるだろうか』と、ごくごく真面目なものだった。

　そして彼は水差しの水でタオルを軽く絞ると、それをレイナの足の赤くなっている部分にそっと載せる。

「氷嚢がくるまではこれでしのぎましょう。火傷はとにかく冷やすことです」

『直接肌に熱湯がかかったわけではないから、痕が残るほどひどいことにはならないはずだが……いずれにせよ、この真っ白で滑らかで美しい足に、火傷の痕など絶対に残すものか……！』

　理知的な現実の声に被さるように、熱い決意に燃えた心の声が重なってきて、レイナは恥ずかしいやらいたたまれないやらで、くちびるをきゅっと引き結ぶ。

（あ、あくまでイデオンは医療行為として考えてくれているだけだから。恥ずかしがることはないわよ、レイナ──）

　しかしイデオン自身が、レイナのそんな言葉をすぐにはねのけてくる。

『というか、レイナの足……本当に素晴らしいほどにすらりとして、きれいだな。膝もなめらかだし、かかとはおれの手に収まるほどに華奢で可愛らしい』

（ん、んん？）

　だんだん明後日の方向に向かいだした心の声に、レイナは思わず首をかしげる。

　ちらっと目をやれば、イデオンは真剣すぎるまなざしでレイナの足をじっと注視していた。

『芸術品のような美しい足……ああ、やばいな。あまりに素晴らしいせいか、こうして見て、ふれているだけで、アソコが勝手にたぎってくるな……！』

（あ、アソコって、どこ……？）

　いや、どこかはなんとなくわかる……だからだろうか、レイナはとっさに彼の下半身へと目をやっていた。

　そして脚衣を押し上げるように、そこがきつそうにふくらんでいるのに気づいてしまう。

（き、きっ……！）

　──悲鳴を上げては駄目、不審がられてしまうから！

　と、必死にこらえようとしたのだが、その衝撃は理性で抑えられるものではなく──。

「……きゃぁああああ！」

　気づけばレイナは甲高い悲鳴を上げ跳び上がっていた。

「レ、レイナ？」

　イデオンもさすがに驚いたようで水色の瞳をまん丸に見開いている。

　羞恥心に耐えきれず、レイナはその場をぱたぱた走り回った。おおよそ淑女とは言えない姿だがかまっている余裕はない。

（だ、だって！　イデオンのアソコが……！　いわゆる男性の部分が、しっかり！　勃ち上がっていたのよ!?）

　それはまぎれもなく、彼がレイナに欲情している証だ。

（よ、欲情を……ちゃんとしていたなら……！）

　走り回ることで少し落ち着けたのか、徐々に理性が戻ってくると、今度はレイナの緑の瞳にぶわっと涙が盛り上がってきた。腹の底から熱い怒りがじわじわっと湧いてきて、自然と拳が握られる。

　イデオンがめずらしくおろおろしているのもまた癇に障って、キッと目線を鋭くしたレイナはたまらず夫に怒鳴った。

「たっ、たっ……勃つくらいに、わたしにちゃんと性欲を感じているなら──どうして初夜のときに抱いてくれなかったのっ!?」

　決死の叫びに対し、イデオンは鳩が豆鉄砲を食ったような顔をした。

　そしてハッとした様子で己の下半身に目をやる。昼の格好ならまだしも、寝る前で薄着だったために、自身の一部が脚衣の布地を押し上げているのに、はっきり気づいた様子だ。

『し、しまった、こんな不謹慎なものをレイナに見せてしまうなんて……！』

　彼の驚きと気まずい感情もイヤカフを通じて流れてくる。いつもならこちらまで釣られてうろたえるところだが、自分の動揺のほうが強い場合はあまり気にならないらしい。気にしている暇もないというのが正しいが。

　レイナは思わず「不謹慎ではありませんから！」と叫んでいた。

　叫んでも怒りは引いていかず、レイナは拳をぶるぶる震わせながら言葉を継いだ。

「わ、わたし……ずっと、あなたがわたしを避けていると思って、でも政略結婚だからそれもしかたないと思って……！　で、でも、それでも、やっぱり、あなたと夫婦らしくなりたい気持ちがあきらめられなくて……！」

「レ、レイナ？」

「だから、その、い、いやらしい気持ちになれるのだったら……脈があるなら、ちゃんと、わたしのことを、そのっ、名目上ではない奥さんにしてください!!」

「め、名目上じゃない奥さん……？」

　面食らうイデオンに対し、レイナ両足を踏ん張って大声でわめいた。

「ちゃんと初夜をして！　わたしを！　抱いてください!!」

　力の限り叫んだせいか、耳の奥がキーンとする。

　そのため酸欠気味になってしまって、レイナはふらつきながら「はあっ、はあっ」と肩を大きく上下させた。

　イデオンは驚きのためか呆然と目を見開いたまま固まっている。

　そんな中、扉がコンコンとノックされる音がして、二人ともハッと振り返った。

「あのぅ……氷嚢をお持ちしたのです、が」

　居間に続く扉を半開きにしたメイドたちが、怖々とこちらをのぞきながら声をかけてくる。

「……っ!!」

　ボンッと音が出そうなほど、さらに真っ赤になったレイナは危うく卒倒しそうになった。

　イデオンが間一髪のところで彼女を抱き留める。そしてすばやくレイナを寝台に寝かせ、目にも留まらぬ早さで扉に飛びついた。

「氷嚢をありがとうございます。言うまでもないですが朝まで誰も近寄らないように」

　イデオンが小声で一息に命じると、おそらくずっと成り行きを見守っていたであろうメイドたちは真っ赤な顔で静かにうなずき、パタン、と扉を閉めて出て行った。

　我に返ったレイナは、遅れて襲ってきた羞恥心と、やってしまったという後悔で顔を覆う。両手の指先は小刻みに震えていた。

「……っ、……っ、わたし……っ、侍女たちがいる前でなんてことを……！」

　穴があったら入りたいとはこのことだ。いわゆる夫婦げんかというものを使用人に見られた。主人としてそれもまた恥ずべきことだ。

　一方のイデオンはレイナの火傷した箇所に氷嚢を押し当てながら「おほん」と咳払いをする。

「いや、あなたにあんなことを言わせてしまったのは、おれの落ち度です。まさかレイナ……様が、おれと本当に夫婦になりたいと思ってくれていたなんて。政略結婚で、しかたなくおれとの結婚を受け入れたとばかり──」

　イデオンの重たい口調とともに落ち込んだ気持ちも伝わってきて、レイナは反射的に飛び起きた。

「違うわ！　わたしはずっと、あなたのことが好きだったの……！　だから、お父様から結婚の話を持ちかけられて、このチャンスを逃したら次はないと思ってうなずいたのよ」

　端から見れば確かに政略結婚だっただろう。でも自分にとってはまぎれもなく恋愛結婚だった。そこだけはわかってほしいと、レイナはついつい前のめりになる。

　すると、イデオンもまっすぐレイナを見つめながら、深くうなずいた。

「おれもです。おれも、このチャンスを逃したら、大好きなあなたと結婚なんてまずできないと思って飛びつきました」

　彼の口から出た「大好き」の一言に、レイナは大きく息を呑んだ。

　心の声で聞いたときより、実際の声で言われた今のほうがずっと心臓に甘く響く。

「だ、大好きって、本当に……？」

「本当です。大好きです。たぶん、おれのほうが、ずっと、あなたのことを好きですよ」

　少し照れくささを滲ませながらも、イデオンはきっぱり告げてくる。その口元にほんのりとだが笑みが浮かんでいた。

「おれのような社会不適合者を真人間に育ててくれた、その上どんな立場になっても、おれのことを気遣ってくれた。あなたのその優しさに、おれは何度救われたかわかりません。好きにならないわけがないんです」

　言葉はもちろん熱く確かな愛情も流れ込んできて、レイナはぽっぽっと身体が温かくなっていくのを感じる。

　しかし、だからこそ感じる疑問もあって、彼女はわずかに眉をひそめた。

「そ、それなら……どうして初夜でわたしを避けたの？」

　思い出すだけで涙がじわっと滲んできて、レイナは自分でも驚く。

　イデオンのほうもレイナが泣くほど思い詰めていたことに気づいて驚いたのだろう。大きく息を呑む気配がして、すぐに「すみません」と頭を下げられた。

「さっきも言ったとおり、おれはあなたがしかたなく結婚を受け入れたと思っていたし、そんな健気で清らかなあなたを、おれの欲望で穢すなんてとんでもないと思ったんです」

「よ、欲望で穢す……」

　なんという字面だ。聞いているだけで恥ずかしいが、彼は大真面目な表情を崩さない。

　だが頭の中にはイデオンの欲望がこれでもかとなだれ込んできた。

『我慢するあまりレイナへの妄想が止まらなくて、想像の中では何度も裸に剥いてキスしまくって、あちこち愛撫して喘がせまくっていたが』

（ひっ）

　ピンク色にまみれた欲情のイメージが一気に入ってきて、レイナは危うく息を止めそうになった。

「レイナ？　すみません、おれときたら変なことを言っていましたか？」

「い、いえ、言ってはいないわ。言っては……いないの……」

（単なる脳内のイメージがイヤカフを通じてわたしに伝わっただけで）

　とは言えないのがつらいところだ。もごもごと答えたレイナに、イデオンは不思議そうな顔をする。

「普段は大声を出すことなんてないだけに、身体がショック状態になっているのかもしれませんね」

「そ、そうね。そういうことにしておいて」

　イデオンが好意的に解釈してくれたことにほっとして、レイナは身体の力を抜く。

　だが続けて入ってきた彼の心の声に、ほっとしている場合ではないと思い知った。

『この頃の挙動不審といい、やっぱり体調が悪いのかもしれないな。思いが通じ合ったのだから身体も通じ合わせたいところだが、ここは長居せずに休ませたほうがいいかもしれない』

　ピンク色の思考をあれだけ垂れ流しておきながら、理知的な結論を出してくるとはどういうことだ。レイナはあわてて彼の腕を掴んだ。

「レイナ？」

「い、行かないで……。言ったでしょう？　わたし、あなたと、その──」

　恥ずかしさにまた赤くなりながらも、ここで言わなければ意味はないと覚悟を決めて、息を吸ったレイナは真正面からイデオンを見つめた。

「ちゃ、ちゃんと夫婦になりたいの。名目上ではない奥さんにしてほしいの……！」

「レイナ……」

　大きく目を見開いたイデオンは、少ししてふっと意地悪そうにほほ笑んだ。

「確かに、『わたしを抱いてください』とストレートに言っていた気もしますね」

「う！」

　自分で言うならまだしも、他人に言われると恥ずかしさが倍になる思いだ。

　思わずぷるぷる震えだしたレイナを、イデオンが『可愛いいいいい！』と思っているのが聞こえてくる。花吹雪のイメージまでついてきて、本当にいたたまれなかった。

「あまりに大胆かつ熱烈な告白だったので、思い出すだけでたぎってくる思いですね」

「たぎるとか言わないでぇぇえ……！」

　うっかり見てしまった彼の股間の状況が否応なく思い出される。またそうなっているのかと思うと、とても直視できない。

　再び顔を覆ったレイナの髪を、イデオンは少し心配そうな顔でなでてきた。

「ただ、あなたの体調はやはり気がかりです。最近のあなたはどうにも挙動不審というか、落ち着きがない様子でしたから」

　誰のせいよ！　と怒鳴ることができたらどれだけ楽だろうかと少々恨めしい。

「ま、まったく問題ないわ。すごく元気よっ。ちょ、ちょっといろいろと恥ずかしすぎて、おかしくなっているだけなの！」

　ひっくり返った声で弁明するが、実際に恥ずかしすぎたのは間違いないのでうそを言っているわけではない。

　イデオンも『……ふむ、そういうことにしておこう』と思ってくれたようで、レイナはまたまたほっと胸をなで下ろす。

『こんなすれ違いは二度と御免だからな。きちんとレイナに好きだと伝えて、大切に抱きしめて──』

　イデオンの心の声が聞こえてくる。思わずうんうんとうなずくレイナだが、

『快楽まみれにして、おれからそうそう離れられないようにしなければ』

　という決意の言葉には、思わず「ひえっ？」と声が漏れてしまった。

「レイナ？　どうしました？」

「な、なんでもないの！　た、ただ、ただね!?　その、お手柔らかにね……!?」

　しかしイデオンが返してきたのは不敵な笑みだ。

「そう言われましても。ようやく両思いになれたんですよ？　嬉しすぎて……止まれませんよね」

「ひぃっ！」

　たまらずレイナは悲鳴を上げる。イデオンはその悲鳴すら可愛いという面持ちで、寝台にゆっくり乗り上がってきた。

「あ、あ、イデオ──」

「安心してください。ひどいことはしませんよ。ただ、言葉もなくすほどに、蕩けさせるだけです」

　にっこりと宣言されて、レイナは「ひぃいい！」とすくみ上がる。

　イデオンの笑顔なんて、めったに見られるものではないお宝ものなのに、今はちっとも嬉しくないのはどうしてだろう！

　そんなレイナにはまるで気づかないと言わんばかりに、イデオンは身をかがめレイナのくちびるを奪ってきた。

　突然のことにレイナは目を白黒させて硬直してしまう。

（キ、キス……!?　わたし、今、イデオンとキスしているの!?）

　しているのだろう。なにせ彼女の目の前にはイデオンの顔があるし、その水色の瞳はこちらをじっと注視しているのだ。

（は、恥ずかしすぎる……！）

　わりと長い付き合いだというのに、彼の顔をここまでの至近距離で見たのははじめてだ。

　漏れ聞こえてくる彼の心の声に恥ずかしさが爆発していたのに、もっと恥ずかしい事態におちいって、レイナの頭はパンク状態である。

　おまけにイデオンはレイナの反応を探るように、ちゅっちゅっと角度を変えて口づけてくるし！

（くすぐったいのと、恥ずかしいのと……っ）

　──とにかく心臓がどきどきしすぎて、今にも飛び出しそう！

　おまけに頭に直接聞こえてくるイデオンの声も、大概さわがしくて恥ずかしすぎる！

『ああレイナなんて可愛いんだ真っ赤になって眉をきゅっと引き絞っている姿には庇護欲をそそられるな髪からいい香りがする密着すると彼女の胸の頂が擦れて非常にいい！』

（む、胸の頂が）

　言われてみれば先ほどからイデオンが身体を密着させてくるおかげで、胸のあたりが擦れるような……。

　一度気になると意識がそちらに集中してしまい、むずむずしたうずきがたちまち大きくなる。

　思わず息を呑むが、くちびるの隙間からなにかが入り込んできたため、意識は一気にそちらに逸れた。

「んぅ……!?」

　つい悲鳴じみた声を上げると、イデオンはすぐにくちびるを離す。

「深い口づけはいやでしたか？」

　ニヤッと意地悪な笑みとともに問われ、レイナはぱちぱちとまばたきした。

（ふ、深い……？）

　それが舌を差し入れるキスだと遅まきながら気づいて、レイナはかぁっと首まで赤くした。

「い、いやではないの。ただ、びっくりして」

「よかった。続けても？」

「え、ええ……」

　うなずいた途端にイデオンの感情がぶわわっと入ってくる。拒絶されなかった喜びと続きができるわくわく感と……とにかく楽しそうな感情だ。

　こちらを見つめるまなざしにも、慈しみはもちろん、ご馳走を前にしたようなわくわく感が宿っている。

（うぅ、イヤカフを外しておけばよかったかも……！）

　後悔してももう遅い。いくら魔法の品とはいえ、この体勢から耳に手をやったらさすがに不審に思われるだろう。外すのはあきらめたほうがいい。

　だがつけているおかげで『やはりレイナは可愛すぎる無垢なところもまたいい！』などという言葉が絶え間なく流れてくるのだが……。

（あぁもう、恥ずかしすぎる──！）

　そもそも抱き合うところまでこぎ着けたのも予想外のことだった。

　彼が自分を抱かないのはどうしてなのかを探りたかっただけなのに、彼の心の声に一喜一憂──いや、一喜一『驚』と言ったほうが合っているかも──した挙げ句に、ポットを取り落として火傷を負い……あまつさえ彼に足を見られ、アソコが勃っ……などと思わせてしまうなんて！

（半ば自業自得とは言え、うぅ、恥ずかしいいいい！）

　そんなレイナの懊悩に気づいているのかいないのか、イデオンはまた彼女に口づけてくる。

　濃いブラウンの髪をゆっくりなでながら丁寧に口づけていたイデオンは、レイナが怖がっていない様子を確認してから再び舌を差し入れてきた。

「ふわ……」

　自分以外の舌が口内にある……シラフでは考えられないほど淫らなふれいあだ。

　おまけに互いの粘膜をふれあわせるように舌を絡ませると喉の奥まで熱くなって、もっと欲しいという気持ちが湧いてくる。

『ああ、レイナは舌まで甘い……。くちびるもふっくらしていて、こうしているだけでアソコがすでに勃ってきた』

「んぐっ」

　欲望まみれのイデオンの声には、さすがに無心ではいられなかったが。

「すみません、苦しかったですか？」

　けほけほと咳き込むレイナを見て、イデオンが顔をのぞき込んでくる。視線が合うと恥ずかしさが増して、レイナは赤くなりつつうなずいた。

「だ、だいじょうぶよ……」

「だといいのですが。続けても？　……というか、脱がせても？」

「あっ」

　薄手のガウンに手をかけられて、レイナはごくりと唾を飲み込んだ。

「ど、どうぞ……」

　直視するのははばかられて明後日の方向を向きながら許可すると、イデオンがくすりと笑う気配がする。ついでに『恥じらう姿も可愛すぎる』という心の声も聞こえた。

（もう、わたしのやることなすこと、すべてに可愛いと反応しなくても……っ）

　恥ずかしさが募りすぎて、もはやいたたまれなくなってきた。

　しかしイデオンは止まらず、レイナのガウンだけでなく夜着も一気に脱がせてしまう。

「あっ……！」

「……抜けるような白い肌、という形容がぴったりですね」

　剥き出しになったレイナの肩に手を這わせながら、露わになった彼女の上半身を見やったイデオンが感嘆のため息をつく。

　表情や口調こそ美術品を前にしたような改まった感じなのに、頭に流れてくる感情は今にも鼻血を噴きそうなピンク色であるのが、またアンバランスというか、大きすぎるギャップにまみれていた。

（と、とにかく、わたしの裸に興奮しているのは間違いないわね……！）

　脱いだ瞬間に萎えた、となるよりは絶対にいいはず！

　羞恥心が一周回ってやけくそ気味になってきたレイナは、彼が興奮してくれてよかったとさえ思いはじめてきた。

「なんてきれいな胸だ」

　イデオンの大きな手がレイナの乳房に吸いついてくる。親指で乳輪をぐるりとなぞられ乳首を軽くこすられると、キスしていたときに感じたうずきが戻ってきて、レイナは自然と首を縮ませた。

「んっ、あ……」

「感じますか？」

「わ、わからな……ンン！」

　きゅっと軽めに乳首をつままれて、レイナはびくんっと肩を揺らした。

「ああ、可愛いな、真っ赤になって硬くなってきて」

『おまけにとても感じやすくて最高だレイナ！　いっそのこと激しく舐めしゃぶりたい！　だがいきなりそんなことをしたらさすがに引かれるから、ここは慎重に……！』

「舐めてもいいですか、レイナ？」

（……慎重にって言いながらも、結局舐めるんじゃないの──！）

　レイナは思わず胸中で突っ込んだ。

「ど、どうぞ……っ」

　もうどうとでもしてくれ、ふれられるより心の声を聞くほうが恥ずかしい……と思いながら許可すると、イデオンはにやりと笑い──さっそくレイナの胸に顔を埋めてきた。

「んあっ……！」

　実際に舐められると、指でふれられる以上の愉悦がじわっと湧いて、レイナは目を白黒させる。

「ああ、こんなところも甘い……」

　イデオンも驚いた様子で軽く目を瞠る。だが次のときには、それまで以上に熱心に乳首を舐め転がしてきた。

「ひっ、あ、あぁ……っ」

　舌で弾かれるたびに肌の内側に快感がジンと沁みて、レイナはたまらず甘い声を漏らしていく。あわてて口元に手を当て声を抑えようとするが──。

「駄目ですよ、ちゃんと聞かせて」

　やんわりと両手を引きはがされながら上目遣いに言われて、胸がどきんと高鳴ってしまった。

「で、でも、はしたなくない……？　んああっ……」

「はしたないわけがないでしょう」

『むしろどこまでも興奮できるし、こんな声を聞けるのは自分だけだと思うと多幸感と征服感と満足感にアソコがたぎってしかたない──！』

（……ひぃいい──！）

　確かに、自分よりイデオンの脳内のほうがよっぽどはしたない。

　だが恥ずかしさが募ると感覚も鋭敏さを増すようだ。

　もう一方の乳首も舐め転がされ、強く吸われると、背が勝手に浮き上がるほどの快感に見舞われ「あぁぁあ……！」と意図せず高い声が漏れていく。

「ああ、可愛いな……」

　レイナが大きな反応を見せるとイデオンも興奮するのか、ふたつのふくらみを大きな手でなでながら、中央に寄せた乳首を交互に舐めるという器用な愛撫をしてくる。

　尖らせた舌先で乳首を舐められると、身体の芯がうずうずと熱くなって、じっとしているのも難しくなった。

「は、はぁ、ああ……！　ぁあん……っ」

『胸だけでこんなに喘いでくれるなんて嬉しすぎる誤算……！　このまま下も攻めたいが』

「ひっ」

『……まだそこまでは早いか。くっ、我慢だイデオン。彼女にきらわれては元も子もない……！』

　思わずびくっとしたレイナを見てか、イデオンが強い忍耐力でそう考えるのが聞こえてくる。

　欲望に任せてふれているかと思いきや、こうして気遣ってくれているのだともわかって、レイナの胸はいっそうドキドキしてきた。

　同時にここまで興奮している彼に我慢を強いるのは申し訳ない気持ちにもなってくる。

　それに……。

（お腹の奥あたりがむずむずして……さ、さわって、ほしいし……！）

　先ほどから腹部の奥に強い掻痒感のようなものを感じて、どうにも落ち着かない。

　男性が興奮するとアソコが勃っ……となるように、女性も感じてくるとなにかしら変化するものなのだろうか？

　レイナが知る情事の知識など微々たるものだ。亡き母に代わり王妃様や王妹殿下が教えてくださったが、皆『じっとしていればそのうち終わるわ』と意味深にほほ笑むばかりで、具体的なことは教えてくださらなかった。

　それだけに今ここでレイナが頼れる存在は、自分を気持ちよくしてくれるイデオンのみとなる。

　心の声はうるさいが、彼の根底にはレイナを気遣う気持ちがあるはずだ。わからないことは素直に聞けば教えてくれるのではないだろうか？

　レイナはそんな思いで、恥ずかしさをこらえてお願いした。

「イ、イデオン、あの……」

「どうしました？　あ、痛かったですか？」

「ち、違うの、そうではなくて」

　指が食い込むほどに大胆に乳房を揉んでいたイデオンがぱっと手を離したので、レイナはあわてて首を横に振った。

「な、なにか……お腹のほうが、さっきから変で……。とても熱くて、むずむずするの」

　……すると、イデオンの気持ちがまたぶわあああっとなだれ込んできた。

『それはまぎれもなく、おれの愛撫に感じている証拠だレイナ……！　ああっ、おれの拙い指やら舌やらにも感じてくれているのか？　やはり天使！　健気で可愛すぎる！』

　一方、目に見える表面上の彼は「ああ」とわずかに目を瞠って理知的に答えた。

「おそらく子宮のあたりが熱くうずいているのでしょう」

「し、子宮？」

「男は感じると生殖器を勃起させます。対する女性は、感じると子を孕む場所が熱くなって、そこから蜜をあふれさせるのですよ」

「蜜……？」

「少しだけ、足を開いていただけますか？」

　レイナはさっと目元を赤らめながらも、おずおずと太腿を開く。夜着が腰にわだかまっているので秘所が見えないのが幸いだった。

　イデオンは「失礼」と断って、夜着の裾から手を入れてレイナの秘所にふれてくる。

「んあっ……」

　自分でもなんとなく避けている場所にふれられて、レイナはわずかに眉をひそめた。

「ほら、見えますか？」

　裾の中から手を引いたイデオンが指先を見せてくる。

　その指は白っぽい液状のなにかで濡れていて、レイナは目を見開いた。

「これが蜜？」

「そうです。あなたの、この入り口から……」

「ん、あっ……」

「感じるたびにあふれるものです。──要は、男のものを受け入れやすくするための潤滑油ですね」

　あまりいやらしい雰囲気にならないほうがいいと考えたのか、イデオンはさっぱりとした口調で説明した。

　おかげでレイナも医師の説明を聞いている気になれたが……改めて考えると恥ずかしくてたまらなくなる。

　要は秘所がそのような蜜で濡れているのは、レイナが彼の愛撫にしっかり感じた証拠であるわけで……。

（……は、は、恥ずかしい──！）

　もう何度目になるかわからない叫びを脳内で響かせながら、レイナは声もなく真っ赤になった。

「できればここにもさわりたいのですが──」

「ひあっ」

　再び陰唇のあわいをなぞられて、レイナは「あ、あっ」と羞恥と困惑ですっかり混乱した声を出した。

　イデオンは「強制はしないが」という顔をしつつ、さりげなく恥丘あたりをなでて隠された小さな粒をこすり上げてくる。

「──あん！」

　そこにふれられた瞬間、身体がびくっと跳ねるほどの愉悦が襲ってきて、レイナは目を見開いた。

「あ、あ、そこは……？」

「女性が一等感じる箇所ですね」

　表面上の彼は冷静に答えるが、脳内に響く心の声は忙しい。

『いわゆる陰核と言われているところだが、ちょっとなでただけでこれほどの反応を見せるとは。これは直に見てしっかり包皮を剥いた上で唾液をたっぷり纏わせて舐め回して吸い上げなければ──』

　それ以下の言葉はピンク色にまみれた感情にかき消される。いずれにせよイデオンにとってふれたくて舐めたくて仕方のない箇所らしい。

（ちょ、ちょっとさわられたくらいでお腹のうずきが大きくなったのに……舐められたりしたら……）

　想像しただけで腹部の奥が煮え立つように熱くなって、そんな自分の反応にレイナは大いにとまどい、恥ずかしくなった。

「もっとさわってほしいという顔をしていますね、レイナ？」

　イデオンが少し意地悪く笑いながら問いかけてくる。レイナは「ちがっ……」と言いかけたが。

『というか、おれがさわりたくて限界なんだが。駄目なのか？　はっ、これはいわゆる焦らしプレイという奴ではないか？　実はさわってほしいけどギリギリまで我慢して、相手にも我慢させて悦に入るという……！　──いやいや清純なレイナに限ってそんな駆け引きなどあるわけが……！　あったとしたら……それはそれで燃えるが……！』

（燃えるのね……）

　イデオンの素直な心情に、レイナは少し脱力した。

「あ、の……さ、さわっても、その、大丈夫よ？」

「本当に？　無理してはいませんか？」

「だ、だって、あなたに抱いてほしいとお願いしたのはわたしだし」

　ここで素直にうなずかないと、また心の声がうるさそうだし……。

「だから、ど、どうぞ？」

　恥ずかしさに目元を潤ませながら上目遣いに言うと、イデオンはぶわわわっと大量の花が舞うような感情をほとばしらせつつ、顔は至極冷静に「わかりました」と答えた。

「こちらも脱がせてしまいますね」

「あっ……」

　腰にわだかまっていたガウンや夜着がするりと脱がされ、生まれたままの姿にされる。

　イデオンの感情がまたぶわあああっと流れてくるが、言葉が流れてくるよりは精神的には楽だ。なにより彼が興奮しているとわかるだけで、レイナのほうもドキドキしてくる。

「ああ、すっかり潤っていますね」

「んっ……！」

「ですがおれを受け入れるにはまだ足りないので、もう少し濡らしましょうか」

「ぬ、濡らす……？　あっ、あんっ、きゃああう……！」

　レイナの秘所にさっそく顔を埋めてきたイデオンは、待てから解放された犬のようにレイナのそこに舌を這わせてくる。

「はう、あっ、あぁん！」

　陰唇のあわいに口づけながら、ふくらんできた粒にちゅっちゅっとキスされて、くすぐったさと紙一重の愉悦に勝手に声が漏れた。

「は、はぁっ、だめ……っ、あ、あんっ、ンン！」

「だめ？　ここはこんなにふくらんで、舐めてくれと訴えているのに？」

「ひゃぁあん！」

　れろっと舌の表面で強めに舐められ、レイナはビクンと腰を跳ね上げた。

「だ、だって……きゃああうう……！」

（こ、腰が……！　抜けちゃいそうなほど、なんだか、熱いんだもの……！）

　イデオンの舌がそこを舐めるたびに、身体の芯がきゅうっと切なくなって、熱さを増していくのだ。

　なにかがあふれそうな感覚が募って、じっとしていられない。

「は、はう、ンン……！」

　おまけにイデオンが舐めるときにわざと音を立てるのか、ピチャ、ぬちゃっという水音が耳を突くのも恥ずかしくてたまらない。

「あふれてきましたね。これなら──」

「えっ……？　──んあっ、あ、あ……！」

　あふれる蜜を纏わせながら、イデオンの中指がぬぷりと蜜口に沈んできた。

　痛みはないが身体の中になにかあるという違和感は大きく、レイナは思わず身体をこわばらせるが──。

「ひあぁああ……！　あふ、んんう……っ！」

　すぐにふくらんだ粒を舐め回されて、気持ちいい感覚に身体が引き戻されていく。

「ああ、あなたの中は熱いな……強くうねっていて……」

　イデオンがうっとりとした声音で言ってくる。声音ももちろん内容にもかっかっと頭が火照って、レイナは（恥ずかしさで死にそう……！）とわりと本気で心配になってきた。

　だが指をゆっくり出し入れされたり、中でわずかに曲げられて指の腹で粒の裏側あたりをこられると、悠長に考えている余裕はなくなる。

「は、あぁあ、ひぅ……っ」

「ここがよさそうですね？」

「んあっ、あぁああ……！」

　イデオンが探り当てたのは、どうやらレイナの感じやすいところであったらしい。

　そこを指の腹で引っ掻くようにこすられると腹部からぞくぞくとした愉悦の波が生まれて、身体中が呑み込まれそうになる。

「あ、や、やあ……！　お、おかしくなる、から……きゃあん！」

「おかしくないですよ、感じている女性の通常の反応です。だから怖がらずに、そのまま身をゆだねて──」

　言葉は冷静なのに、流れてくる彼の感情は『レイナ可愛い可愛すぎてヤバイ死ねる可愛い可愛い可愛い!!』という感じなので、そのギャップにもレイナはひどく惑乱させられてしまい……。

「は、あぁ、あっ、……んあぁあああ……！」

　気づけば身体中が弓なりにしなり、腹部の奥からぶわっと広がった熱にがくがくと大きく震えてしまった。

　気を失うほどの気持ちよさに襲われて、文字通り頭の中が真っ白になっていく。

「レイナ？　大丈夫ですか？」

「……ッ、はっ、はぁ、はぁ……っ」

　いつの間にか息を詰めていたようだ。意識がふっと戻ると同時に、レイナは胸を激しく上下させてせわしない呼吸をくり返した。

「い、今のは……？」

「絶頂というものでしょう。快感が募ると、女性はそうやって達することができます」

　冷静に解説するイデオンの心の声は、

『おれの愛撫でいってくれるなんて……！　レイナ可愛い！　好きすぎる！　好きだ好きだ好きだ好きだ──!!』

　と、あいかわらずピンク色全開で、なんともさわがしかった。

（よ、喜んでくれているならよかった、け、ど……!?）

　イデオンの指が再び動き出して、まだ絶頂から抜けきらないレイナはぎょっと目を見開いた。

「イ、イデオ……!?　ま、待って、わたし、まだ……、んあぅうっ……！」

　ちゅうっと花芯を吸い上げられて、レイナの腰がびくびくっと打ち上げられた魚のように跳ねた。

「一度いくと二度目、三度目はもっと早くいけるようになりますよ。レイナにはたくさん気持ちよくなってもらいたいんです」

「や、やあ、あっ、待っ……んあぁああ……！」

　指を二本の増やされ、くちゅくちゅと音を立てながら花芯の裏をくすぐられて、レイナはどうしようもなく感じてがくがくと全身を震わせる。

　無意識に逃げようとするも腰をがっしり掴まれ、引き寄せられて、花芯をぬるっと舐められた。

「ひぅっ！　やん、あっ、あんっ、あっ……！」

　ぬるぬると舐められ、時折じゅっと音を立てて吸われると、全身の力が抜けるほどに激しく感じて甘い声が止められない。

　行き場を失った足が宙を漂い足先がビクビクッと引き攣るのも、イデオンは楽しげに見つめていた。

「真っ白できれいな足だ。あとでそちらも舐めさせてください」

「や、やぁ……！　あぁあん！」

　不覚にも、ひざまずいたイデオンが足先に舌を這わせてくる様子を想像してしまって、レイナはぞくぞくっと背筋を震わせる。恐怖というより興奮が先立つ震えだ。

（や、わたしったら、なにを考えて……！）

　思考まで淫らに染まっていく自分が恐ろしい。

　だがイデオンに花芯を舐められ蜜壺を指で探られると、気持ちいいことばかりが募ってどうしようもないのだ。ほかのことなど考えようがない。

「あああう、やぅ、あっ、吸わないでぇ……！」

　花芯をじゅうっと強めに吸われて、レイナは悲鳴じみた声を上げて腰を跳ね上げる。背筋が再びしなり、熱が身体の中心から指先にまで広がっていった。

「んあぁあああ……！」

　再び襲ってきた絶頂に、レイナはたまらずすすり泣く。

「だ、めぇ……っ。感じ……すぎちゃうの、ぉ……っ」

　するとイデオンはふぅっとため息をついて、苦笑交じりにつぶやいた。

「それはちっとも駄目なことではありませんよ。むしろ……より燃えてくるので、もっと感じてください」

（無理ぃ！）

　こんなペースで何度も達していたら、冗談ではなく身が持たない。

　だがイデオンはレイナの訴えなどどこ吹く風……花芯からくちびるを離したと思ったら、今度は乳房に顔を寄せて、乳首をちゅうちゅうっと吸ってくる。

　それがまた気持ちよくて、レイナは「あぁあん！」と喉を反らして喘ぎ続けた。

　そうしてあちこちにキスされ、舐められ、なでられてこすられて……。

「ひっ、あっ、も、もぅ……っ、んあぁあああッ！」

　たまらず達してしまうこと、何度目かになった頃。

　さすがにぐったりとしたレイナから、イデオンは「そろそろいいかな」とゆっくり指を引き抜いた。

「あんっ……」

　蜜壺から指が抜けていく感覚にすらビクンと震えるほど敏感になったレイナは、伏せていた瞼をゆるゆると上げる。

　そしてぎょっと息を呑んだ。

「イ、イデオ……！　いつの間に脱いで」

　気づけば彼もまた、レイナと同じく裸になっていた。

「夫婦のふれあいに着衣など無粋では？」

　それにおれも汗ばんできましたし、とつぶやく彼は、確かにあちこちに汗を滲ませている。ひたいにかかる銀髪をうっとうしそうに掻き上げる姿に、レイナはどきっと胸を高鳴らせた。

「そ、それは、そうだけど……っ」

　不意打ちだったので、どうしても恥ずかしくなるのは否めない。

　おまけに──。

（イデオンの、アソコ……！　お、男のひとって、あんなふうになるものなの？）

　はしたないと思いつつ、つい物珍しさからちらちらと視線を送ってしまう。

　イデオンもそれに気づいたのだろう。わざと見せつけるように自身の男根を持ち上げた。

「しっかり見てくれてかまいませんよ。なにせコレがあなたの中に入るわけですし」

「ひっ……」

　頭ではわかっていたものの実際の大きさが想像以上であるため、レイナはつい怖じ気づいた声を漏らす。

「は、入るの？　無理では……？」

「大丈夫です。しっかりほぐしたし、充分に濡れていますしね」

　確かにイデオンの巧みな愛撫のおかげで、ヒクつく蜜口からは大量の蜜があふれて、内腿のみならず臀部や敷布まですっかり濡れそぼっていた。

「息を吐いて、力を抜いていてください」

　と言われるが、少しも緊張しないでいるというのは無理な話だ。

　とはいえ、さんざん施された愛撫のおかげか、身体は指一本動かすのも億劫なほどに疲れ切っている。

　そのせいか足を大きく広げられても、蜜口に肉竿の先端を宛てられても、言うほど身体がガチガチになるということはなかった。

（い、いよいよつながるのね……！）

　このときを待ち望んでいたはずだが、いざ実現するとなるとやはりドキドキしてしまう。

　レイナがごくりと唾を呑んだのに気づいたのか、イデオンが優しくほほ笑んでキスしてきた。

「大丈夫ですよ。怖ければキスに集中して」

「ん、むっ……」

　言うが早いが口づけられて、レイナは入り込んできたイデオンの舌にたちまち翻弄される。

　肉厚の舌で口内を探られ、歯列の裏を舐められる。舌をからめ取られると頭の中がぼうっとしてきて、また気持ちいい感覚が戻ってきた。

「んっ、んっ……」

　下肢の肉竿から意識を反らしたい気持ちもあって、レイナも積極的に舌をからめる。

　イデオンも楽しげにほほ笑み、そして──。

「ん、むぅっ……!?　……んやぁあああ……!!」

　ずぷずぷと肉竿が蜜口に埋められて、押し開かれる感覚にレイナはたまらずくちびるをもぎ離して声を上げた。

　幸か不幸か長大な肉竿は奥まで入りきり、レイナは内側からもたらされる圧迫感にはくはくと口を開け閉めしてしまう。

「ん、んう……っ」

「痛みますか？」

「い、痛い、というか……」

　きつい、というほうが正しいかもしれない。とにかく、みっちりと埋まっている感覚がすごくて、呼吸が自然と浅くなる。

「イデオン……」

　思わず助けを求めるように彼を見上げると、イデオンは軽く息を呑んで、再びくちびるを重ねてきた。

「ンンぅ……っ」

「はぁ、駄目ですよ、そんな誘うような目で男を見ては……！」

　決して誘ってはいないのだが、舌を強く吸われると気持ちよさで反論もかき消されて、レイナは「ンン──ッ……！」と甘い声を漏らした。

「んっ、んぅ、はぁん……っ」

「ああ、可愛くていやらしい声……腰にくるな……」

　口づけの角度を変えながら時折舌を吸い上げるイデオンは、低くうなるような声でつぶやく。レイナのほうもその声を聞いて、なぜか身体がぞくぞくとうずくのを感じた。

「はぁん……っ」

「っ……動きますよ。もう我慢できない」

「ふあ、あっ、んやぁああ……！」

　宣言通り、イデオンが腰を遣いはじめる。ギリギリまで肉竿を抜きながらずんっと奥まで突き込まれて、レイナは身体をびくんっと跳ね上げて目を見開いた。

「だ、だめっ、もっと、ゆっくり……っ、んあっ、あ、あ、あ……！」

　ゆっくりどころか、ずちゅ、ぬちゅっと音を立てながらどんどん速く抜き差しされて、レイナはたちまち翻弄される。

　最初は開かれた蜜口のあたりがヒリヒリする痛みのほうが勝っていたが──。

「はっ、はっ、あ、待っ、だめ、あぁ、あああっ！」

　奥を突かれると頭の奥がふわっとする気持ちよさが湧いてきて、思いがけないうずきにレイナはたちまち引きずり込まれる。

「んあ、あ、あ、あぁ」

「ん、レイナ、よくなってきましたか？」

「はぁ、あん、ど、して……？」

　どちゅどちゅと突き込まれるたびに最奥から蜜が湧いて、蜜口で泡だってどんどん伝い落ちていく。

　つぅっと臀部を伝っていく熱い蜜にくらくらしながら問いかけると、鼻先がふれそうな至近距離でイデオンが笑った。

「中が、きゅうっと締まったので。感じてくれているのかなと」

「……っ！」

　自分ではわからないが、どうやらイデオンを呑み込む蜜壺は、快感を得るたびにきゅうっと肉竿を締めつけているようだ。

　イデオンにとってはそれが心地よいようで、汗を滴らせながら「はぁっ」と甘いため息を漏らす。

「おまけにどんどん熱く、潤ってきますからね。ああ、おれのでこんなに感じてくれるなんて……！」

「んぅ、あん、んっ、イデオ……、あんっあぁあう！」

「乳首も先ほどからずっと勃ったままだし。ああ、可愛すぎる……！」

　乳首をくりくりいじられながら言われて、レイナはびくびくっと全身を跳ね上げた。

「あぁ、あう！　だ、め……っ、いま、さわっちゃ……！　んあぁあう！」

　両方の乳首をきゅうっとつままれ、こすられて、レイナは舌をのぞかせながら激しく喘ぐ。

　そのあいだ、イデオンは腰を動かし手を動かし、さらには舌先をレイナの耳孔に入れてうごめかせるという器用さを存分に発揮して、レイナをさらなる快感へ押し上げようとしてきた。

「ふあぁああ……！」

　思わず甘やかな悲鳴を上げると、イデオンの『可愛い可愛いエロい可愛い』という心の声が一気になだれ込んできて、恥ずかしさによけいに真っ赤になる。

　ただ感じているときの羞恥心は快楽へのスパイスにしかならないらしい。

（恥ずかしい、恥ずかしい。それなのに──！）

　たまらなく、気持ちいい……！

　頭の中が気持ちいいことばかりでいっぱいになる感覚が幸せに感じられて、レイナは身体だけでなく思考まで快感に満たされていくことに驚きを隠せない。

「あ、あぁ、も……いやぁ、わたし……感じすぎて……っ」

　どちゅどちゅと突かれて、激しく揺さぶられて、前後不覚に陥りながらはくはくと息をするレイナだが、イデオンは「もっと感じてください」と笑顔になるばかりだ。

「感じているあなたは最高すぎます……！」

『こんなに可愛くてエロくていやらしいレイナを独り占めできるのはおれだけだ……！』

　まぎれもない独占欲に満ちた本音まで聞こえて、レイナの胸が大きく高鳴る。

　胸がどきんっと跳ねた瞬間、身体の奥からも快感の熱がぶわっと広がり──。

「んあ、あ、……ふあっぁああああ──……ッ!!」

　これ以上ない気持ちよさを感じて、レイナは手足をびくびくっと引き攣らせながら、再びの絶頂に見舞われた。腰奥から背筋を熱さが駆け抜けて、頭が真っ白になるほどの波に身体も意識もさらわれる。

「うぅ……っ！」

　意識は遠のきそうなのに身体は絶頂に伴いしっかり反応して、蜜壺が大きくうねったらしい。イデオンも苦しげな声を漏らして──腰をガンガンと打ちつけてくる。

　乱暴さすら感じさせる動きにレイナの胸がまたキュンとなる。

　きゅうきゅう締まる蜜壁にしごかれた男根は、より硬く痛いほどに張り詰めて──どくんっと熱い精をぶちまけてきた。

「あぁぁあ……っ！」

　どくどくと脈動する肉棒とじんわりと広がる精の熱さに、レイナはうっとりと目を細める。指先まで満たされて、あたたかな湯に浸かっているような気持ちよさが身体を包んだ。

　最後の一滴まで出し終えたイデオンは一拍遅れてはぁっと大きな息をつくと、レイナの身体を掻き抱いて口づけてくる。

「んんっ……」

　レイナも無意識のうちに舌を伸ばして、イデオンの舌に己の粘膜を擦りつけていた。

「はぁ、レイナ……最高でした……」

　ひとしきりレイナの舌を吸い上げたイデオンは、ちゅっちゅっと彼女の顔中に口づけながら告げてくる。

　レイナも満たされた思いでうなずいた。

「わたし、も……。あの……わたしたち、これでちゃんと夫婦に……なれたのよね？」

「ええ、そうですね。ここまで我慢させてしまって申し訳なかったです」

　律儀に謝る彼に心がふわりと和んで、レイナは小さくほほ笑んだ。

「いいの、それはもういいの。だって……」

（すごく気持ちよかったし……今すごく幸せだし）

　と、ふわふわした心地のまま告げようとしたのだが。

　……ふと、蜜壺の中の圧迫感が大きくなった気がして、レイナははたと目をまたたかせる。

　見ればイデオンはにっこりと素敵な笑顔を浮かべていて、レイナのひたいにうやうやしくキスしたところだった。

「あ、の、イデオン……なんだか、その……ま、また大きくなっていない？」

　どこが、という言葉はさすがに恥ずかしくて言えなかったが、さりげなく腰を動かして一応『ここ』とは伝えてみる。

　しかしイデオンは笑顔を崩さず──それどころか再び腰を揺すってきた。

「んあ、あっ……！　イ、イデオン、まって……待って、わたし、もう……！」

「いえいえ、まだそうやっておしゃべりする余裕があるうちは大丈夫」

「──あんっ！」

　どちゅんっと奥まで突かれて、レイナは目の前がぱちぱちするような気持ちよさに見舞われる。

　イデオンの男根はすっかり力を取り戻して、もっとレイナを感じさせたいとばかりに、いきり立っていた。

「さぁ、二回目と行きましょうか。──安心してください、あなたと夫婦になりたかったのはおれも一緒です。その思いは一度や二度、出したくらいでは収まりませんので」

「に、二度でも駄目なの？　──ふあ、ひゃあっ！　あ、耳、だめ、弱い、のぉぉ……！」

　弱いと言った瞬間に、よりぴちゃぴちゃと音を立てて耳孔を攻められ、レイナは「ひゃああん！」と甘い声を漏らした。

「ええ、大丈夫、耳と言わず、まだふれていないところ全部、しっかりさわって舐めてあげますので──」

「ひっ、い、いやぁぁあああ……ッ！」

　レイナは悲鳴を上げるが、その声もすぐに甘やかで艶を帯びた嬌声に変わる。

　こうして初めての行為は夜が更けても終わることなく、レイナが力尽きて意識を失うまで長々と続いたのであった。







第三話 深まる快感と夫婦愛








　無事に両思いだとわかったことで、レイナとイデオンの距離は急激に近くなった。これまでのプラトニックな結婚生活はなんだったのか、と自分でも思うくらい、夜は夫婦専用の寝室で汗ばんだ身体を重ねる日々だ。

　人形の効果か、週末に丸一日休みができたことも驚きだった。

「休日なんて何年もありませんでしたから、なにをすればいいかわからないですね」

　仕事人間のイデオンは本当に途方に暮れた様子で銀髪を掻いている。レイナは「学生時代はどうしていたの？」と首をかしげた。

「街に遊びに行ったりしなかったの？」

「街に出かけることはありましたが、たいていは王立図書館に入りびたっていました。役人になってからは、たまの休みは一日寝ているだけで終わりましたね」

「不摂生にもほどがあるわ」

　だが、だからこそ、この若さで異例の出世を果たしたとも言える気がする。しかし街歩きを楽しんだことがないとは驚きだった。

「それなら、一緒に城下へ出てみない？　楽しめるかはわからないけど」

　レイナのそんな提案により、休日は二人で出かけるのが日課となった。

　定番のデートスポットである公園やバラ園、美術館などに足を運ぶ。イデオンはいずれも興味がない、というより興味を持たずに生きてきたから、最初はどう楽しんだらいいのかわからなかった様子だ。

　だが変に理解しようとしなくても、きれいな景色を見たり美味しいものを食べたりしたときに感じる気持ちを大切にすればいいのだとレイナに言われ、なるほどそういうものかと理解したらしい。

『おれは理性で考えるタイプだから感情的になることは苦手だったが、なるほど、レイナは感情を大切にするからこそ、これほど慈悲深く美しい思考回路を手に入れることができたのだな。いろいろと納得だ』

　イヤカフを通じて流れてくる心の声は、ちょっと褒めすぎではないかと恥ずかしくなったが。

　イヤカフももう外していいと思うのだが（心の声を聞かずとも彼が自分を愛してくれていることは明白だし）いざ外そうとすると急に突風が吹いてきたり、誰かに声をかけられてあわてて手を引っ込めるという感じで、なかなか外すタイミングが掴めない。

　つけていることが気にならない装飾品だからか、あとで外そうと思うとたいてい忘れてしまってそのままになるのだ。

（まだ外すタイミングではないということなのかしら……？）

　人形の効果が続いているうちはイヤカフもつけておけ、ということなのかもしれない。レイナはそう解釈して、いつからか無理に外そうとはしなくなった。

　それにイデオンの穏やかな心の声を聞くのも幸せな気持ちになれて嬉しかった。幼い頃の懐かしい話や一緒に食べて美味しかったものの話をするたび、イデオンも実際の声でも心の声でも同意してくれて、胸がほんわかと温かくなったのだ。

　そしてそんなふうに昼間に楽しく過ごすと、夜も当然のように一緒にいようという流れになり……。

「あんっ、イデオ……そんなに激しく……！　あぁあん！」

　どちゅどちゅと奥を突かれてのけぞるレイナの喉に舌を這わせて、イデオンは「まだですよ」と意地悪くほほ笑む。

「可愛いあなたのことは四六時中抱いていたいくらいですが、さすがに昼間に出先でするのは自重したのです。だから、夜はたっぷりわたしに愛されてくださいね？」

「で、出先でなんて、するわけないでしょう……!?　──んきゃあう！」

　乳首をきゅっとつねられ、快感にまみれた下腹部がキュンキュンと熱を籠もらせる。その上で花芯をくりくり圧されると、どうしようもなく愉悦がふくらんでいき──。

「は、ぁっ……レイナ、レイナ……！」

「イデオ、ンっ、きゃぁあああう！」

　襲ってきた大きな絶頂の波に、レイナはなすすべもなく呑まれて甘い声を上げるのだった。







「……はぁ、座って待たせてもらいましょう」

　年寄りじみたことをつぶやきながら、レイナは休憩室を兼ねた待合所の長椅子にゆっくり腰かけた。

　今日は王妃主催の内々の茶会に誘われたので登城したが、急な来客があったようで、少し待っていてくれと言われたのだ。

　それ自体はよくあることだが、問題はレイナの足腰だ。昨夜も腰砕けになりそうなほど甘く攻められたからか、力が入らず長いこと歩いていられないのである。

　馬車寄せから王族の居住区まで歩くのも大変だったが、そこからさらにこの待合所まで移動したので、すっかりへとへとになってしまった。

　こっそり腰をトントン叩いていると、ふと声をかけられた。

「おや？　そこに見えるはレイナじゃないか？」

　親しげな呼びかけに、レイナはハッと顔を上げた。

「まぁ、ラーシュ。帰国していたのね。おかえりなさい」

　声をかけてきたのは、イデオンと同じく宰相補佐官を務めるラーシュだった。

　無愛想さから氷の宰相補佐官などと揶揄されるイデオンと違い、ラーシュは明るく人好きする性格のため『太陽の宰相補佐官』とあだ名されていた。

　そんな彼は一年前から隣国に交渉に出向いていた。レイナの父フェリテン公爵の意向を受けて、我が国への外科医師の派遣を求めていたのだ。

　その彼がこうして帰ってきたからには、話はまとまったということだろう。

「隣国からお医者様は呼べそうなの？」

「それが患者が増えすぎて、医者を手放すのはまず無理みたいだ。結果的にはイデオンの『留学生を派遣したらどうか』という提案を受け入れてもらったよ。おかげで僕も二週間前くらいに帰国できたんだ」

「イデオンの案が通ったのね。よかったわ」

　彼が夕食のときに話していたことが実現したのだとわかって、レイナは自分の手柄のように嬉しくなった。

「その様子だと、イデオンと仲良くやれているようだね。よかったじゃないか。レイナは前からイデオンのことが好きだっただろう？」

「ど、どうして知っているの？」

　レイナは思わずうろたえるが、ラーシュは「見ていればわかるよ」と軽い口調で答えた。

　ラーシュの生家は名門ヘイデマン侯爵家だ。父親同士の仕事の繋がりもありラーシュはもちろん、その家族ともレイナは幼い頃から面識があった。

　そんな関係だけに、ラーシュにはレイナの恋心はすっかりお見通しだったらしい。

　レイナは恥ずかしくなりながらもちょっと苦笑した。

「でもね、夫婦らしくなれたのはようやく最近のことなの。実はわたしたちお互いに『相手は父に命じられてしかたなく結婚にうなずいただけだ』と思い込んで、ずっとすれ違っていたのよ」

「えっ、そうだったの？　それは……端から見るぶんにはおもしろそうな状況だったね」

「んもう、適当なことを言って。お互いに大変だったのだから。でも」

　魔女からもらったイヤカフにふれながら、レイナはうっすらと頬を染めてほほ笑む。

「今は幸せいっぱいよ。お互いに誤解していたことがわかって、気持ちが通じ合って……結婚当初からは信じられないほど満ち足りているわ」

「だろうね。顔を見ればわかるよ。あ～あ、僕も早く結婚したいなぁ」

　大げさな仕草で肩をすくめる彼に思わず笑うと、向こうから歩いてきた連中が興味深そうな顔をこちらに向けてきた。

　この待合所には扉がない。代わりに、ここを中心にして四方向に通路が延びている。

　通路はそれぞれ王族の居室、政治を行う棟、裁判を行う棟、図書室と続いていて、いつの時間にも多くの人間が行き交っているのだ。

　衛兵も立っているので、レイナとラーシュが雑談していたところで、やましいことはないとわかるのだが……こちらをじろじろ見つめてくる彼らの視線は少々不躾だった。

「ああ、あいつら、イデオンと同時期に王宮に入ってきた奴らだ」

「なにか問題でも？」

「優秀すぎる同期を恨むことで結束しているところがあるから、気になるんだよね」

「まあ……」

　──イデオンはお世辞にも愛想がいいとは言いがたく、むしろあちこちで敵を作るタイプだ。

　それなのにずば抜けて優秀で宰相補佐官にまで出世しただけに、同期としてはおもしろくないばかりなのであろう。

　そんなイデオンに敵愾心を抱くのはわかるが、だからといってこちらをじろじろ見てくるのもどういう意図なのか。

　だが彼らが出て行くのと同時に、王妃付きの女官がレイナを呼びにきた。

「じゃあ、またねレイナ。……いや、公爵夫人とお呼びしたほうがいいな。結婚したなら公の場で親しくするのはよしたほうがいいし」

　ラーシュは口元に手を当てて言い添えると「それでは公爵夫人、ごきげんよう」と頭を下げて立ち去っていった。

「もう、絶対におもしろがってやっているわ」

　レイナはくすりと笑いながら、女官について王妃の私室へ向かったのだった。







　王宮から帰ってくると、侍女から「お届け物がありました」と手紙とともに小包を渡された。

「まぁ、サリーからだわ」

　魔女のことを教えてくれた友人だ。手紙を開くと、その後はどう？　という感じでメッセージが書かれていた。

『便りがないのは無事な証拠と言うから、きっと上手くいっていると思っています。ただ、たまには嗜好を変えてみるのも夫婦円満の秘けつです。贈り物をぜひ夜に使ってみてね』

「贈り物、というのはこの小包のことね。中身は……あら、陶器のお皿？」

　出てきたのは香炉と炭、乳香が入ったガラス瓶だった。

「寝室で焚く用でしょうね。確かにリラックスするのに乳香は最適ですわ」

　気の利いた贈り物だと喜ぶ侍女たちに、レイナもうなずいた。

「さっそく今夜使ってみるわ。寝室に準備しておいてね」

「かしこまりました」

　そして夕刻になり、イデオンがいつもより少し遅れて帰宅する。わざわざ出迎えを待たなくていいと言われたので私室で彼を迎えたのが、イデオンはここ最近で一番苦い顔をしており、なにかよくないことが起こったのかという雰囲気を醸し出していた。

「お帰りなさい、イデオン。あの、お仕事でなにかあったの？」

『ああレイナ、顔を一目見ただけでそれに思い当たるなんて、愛が深い証拠だ……！』

　イデオンの心の声のほうが先にやってきた。

　思わず耳に手をやるレイナに対し、イデオンは淡々と答える。

「実は隣国への留学生候補をおれ自身が査定することになりまして。明日からしばらく地方へ出張になります」

「えっ」

　地方出張とは驚きだ。これまでその手のことはラーシュに任されていたので、よけいに意外である。

「今年の社交期も迫っているだけに、地方を巡って顔を広めてこいという意味もあるのでしょう。公爵閣下から直々に指名されました。新婚生活も充分だろうと言われたら、さすがに断れません」

「あ……そうなの？」

　レイナは驚いて、思わず戸棚に飾った人形を見やる。つられて視線を巡らせたイデオンは「おや、あんな人形がありましたか？」と首をかしげた。

「あっ、ええと……お、贈り物でいただいたの。せっかくだから飾ってみたのよ」

「そうでしたか。じゃあ着替えてくるので、先に食堂で待っていてください」

　イデオンが退室すると、レイナは無意識のうちに詰めていた息をほーっと吐き出した。

（これまで誰も気づくことのなかった人形にイデオンが気づいた、ということは）

　もう人形にかけられた魔法は解けたと見ていいだろう。父公爵がイデオンに出張を命じたのも、きっと同じ理由だ。

　もしかしたらと思ってイヤカフに手をやれば、これまで外そうとするたびに邪魔が入ったのはなんだったのかと驚くほどに、あっさり外すことができた。

「わたしとイデオンが無事に結ばれたから役目を終えた……ということかしらね」

　なんだか人形とイヤカフを通じて魔女に内情が見透かされている気がする。今さらながら恥ずかしくなって、レイナはかっかっと赤くなった。

　だが二人の絆にもう魔法は不要と判断された気もして、自信も芽生えてくる。

（だけど、その矢先に地方出張なんて。言い方は悪いけどついていないわ）

　明日から忙しくなってしまうならせめて今夜はのんびりしてほしい。食事と入浴を終えたレイナはすぐに乳香の準備にかかった。

　侍女があらかじめ炭を温めておいてくれたので、それを香炉に移して乳香をそっと上に載せる。ほどなく特有の清涼な香りが漂ってきて、レイナはほっと息を吐いた。

「いい香りでございますね」

　にこにことした侍女の言葉にレイナも笑顔でうなずく。

「本当にね。今夜はもう下がっていいわ。お休みなさい」

「かしこまりました。お休みなさいませ」

　侍女たちが丁寧にお辞儀して部屋を出て行く。

　レイナはしばらく乳香の香りを楽しんでから、明かりをしぼろうとランプに手を伸ばした。

　しかし──。

「……？　なんだか、身体が熱い……？」

　どうにも下腹部の奥がむずむずしてきてたまらなくなる。肌が火照って、なんとなく呼吸も乱れてきた。

（イ、イデオンと抱き合って、気持ちよくなってきたときの反応と似ている気が……？）

　ほどなく扉がノックされ、イデオンが「お待たせしました」と入ってきた。

「明日の準備を使用人にお願いしていて遅くなりました。……って、レイナ？　顔が赤いですが、熱でも？」

「きゃあう……！」

　心配そうに近寄ってきたイデオンの手が頬にふれる。それだけでぞくっとするほどのうずきが生じて、レイナはもちろんイデオンも目を丸くした。

「レイナ、どうしました？　……んん？」

　イデオンも同じ熱さを感じたらしく、夜着の襟元を引っぱってぱたぱた煽ぎ出す。

「……妙に身体がうずうずしてきましたね。レイナ、なにかありました？」

「わ、わからな……」

　レイナは涙目で首を横に振る。そのあいだも身体がむずむずして、夜着の下で乳首が硬く凝ってきた。

　イデオンも欲望を抑えるようにぎゅっと眉を寄せつつ周囲を見回す。そして香炉に目を留めた。

「レイナ、これは？」

「ゆ、友人からの贈り物で……夜に使ってと書いてあって」

　香炉に鼻先を近づけたイデオンは、顔をしかめてすぐに離れた。

「どうやらこれ、媚薬かなにかが入っていそうですね」

「ええっ……!?」

「嗅いだ瞬間に一気にムラムラしてきましたもん」

　ムラムラって……。

（サ、サリー、あなた、なんてものを贈ってきているのよー！）

　夫婦円満の秘けつとかなんとか言って、思い切りいかがわしい品ではないか！

「ご、ごめんなさい、そんなものだと知らなくて……！」

　急いで片付けようと香炉に手を伸ばすレイナだが、イデオンがすかさず止めた。

「手元もおぼつかない状態で熱い香炉をさわるのは危険です。どのみち一、二時間もすれば乳香は溶け終えるでしょう」

「で、でも──」

「それに……香炉より先に、おれたちの熱をどうにかするほうが急務では？」

　こちらを見つめるイデオンの瞳がキラリと光る。レイナは思わずひくっと口元を震わせた。

「急務って──んむっ」

　抱きしめられながら顎をすくわれ、あっという間に口づけられる。

　香りのおかげで高ぶっていた身体にあっという間に火がついて、レイナは「んぅ……！」と悩ましい声を上げた。

「は、あふ……」

「ほら、もっと舌を伸ばして」

「んん……！」

　互いの粘膜を擦り合わせるように舌をからめると、頭の中があっという間に快楽で満たされて、身体も熱くなってくる。

　イデオンの手が夜着越しにレイナの身体をなで、太腿から腰までのラインをたどってきた。

　それだけでもぞくぞくと甘い震えが走って、レイナは無意識に腰を揺すって、自分の身体を彼に擦りつけてしまう。

「ん、んぅ……！」

　彼の胸板に乳首が擦れて、チリチリとした気持ちよさを伝えてくる。イデオンも角度を変えて口づけながら、おもむろにレイナの身体を横向きに抱え上げた。

　寝台に横にされて、レイナはついねだるように彼の首筋に腕を巻きつけてしまう。

「イデオ……んんっ……」

「香りのおかげか、積極的ですね。そんなあなたも可愛くて最高だ」

　イデオンの水色の瞳に明らかな欲望が兆しているのが見えて、レイナもまたドキドキと胸を高鳴らせた。

「もっと言葉で煽りたいですが、あいにくおれも余裕がない」

　言葉通りもどかしそうにレイナから夜着を剥ぎ取り、自分の夜着も脱ぎ捨てたイデオンは彼女の足を開かせると、さっそくそこに吸いついてきた。

「──んあぁああ！」

　花芯をぬるっと舐め上げられてレイナの腰がびくんっと跳ねる。とっさに逃げようとする彼女の腰をしっかり捕まえ、イデオンは執拗に花芯を舌で舐め回した。

「んあ、あ、あっ」

　彼の舌が動くたびに腰をビクビクッと跳ね上げて、白い喉を反らしたレイナは涙目で喘ぐ。感じすぎて腰の奥が火を入れられたように熱い。

「こっちも、もうビンビンですね」

「んやぁああう……！」

　下肢をなめられながら両方の乳首を指先でこすられ、レイナは身体を弓なりに反らしてがくがく震えた。

「は、はぁっ、一度に……だめぇええ……っ、──あぁああんッ！」

　じゅっと音を立てて花芯を吸われて、レイナの頭が真っ白になる。身体をビクンと跳ね上げた彼女は、突如襲ってきた絶頂に一瞬意識を持って行かれた。

「こんなにすぐに達するなんて。そんなにおれが欲しいのですか？」

「そ、そんな、こと……っ、香りのせいよ、きっと……あぁああんっ！」

　乳首をつねられ花芯をきつく吸われると、どうしようもなく感じて足先がビクビクッと跳ね上がる。

「……んぁああう！」

「つれないことを言いますね、レイナ。おれは明日から出張で、しばらくこうすることもできなくなる──」

「そ、それは……っ、は、あぁう、あぁあ……！」

「だから、うそでもおれが欲しいと言ってほしいな」

「ひぁ、ああん……！」

　イデオンの舌が花芯から離れ、蜜をこぼす入り口をこじ開けるようにうごめいてくる。

　浅いところを舐め回される気持ちよさともどかしさに、レイナはたまらずすすり泣いた。

「あ、あ、イデオ……っ、んんン！」

　乳首をきゅっと引っぱられて、レイナの身体が再びびくんっと激しくしなる。

「おや、乳首だけで達しましたか？」

「言わなぃ、でぇぇ……！」

　さすがに恥ずかしくて真っ赤になるが、イデオンは「いいではないですか」とにやりと笑う。

「感じやすくて困ることなんて一つもない。ひたすらにおれが嬉しいだけです」

「で、も……はしたなぃんじゃ……」

　涙目になって不安を吐露するレイナに、イデオンは気分を害するどころかふっと楽しげにほほ笑んだ。

「レイナ、よく覚えておいてください。男というのはね、愛する女性が気持ちよさで喘いでいるのを見ることで──」

「あん、んぅう！」

「より興奮し、幸せを感じる生き物なんですよ」

　蜜壺に指を入れられ、中を探るようにゆっくり動かされる。

　花芯の裏に当たる気持ちいい部分を擦られながら、今度は乳首をねっとりと転がされて、レイナは「きゃぁあん！」と甘い悲鳴を上げた。

「は、あぁあん、や、やっ……」

「ああ、レイナ、最高だ、もっと甘い声を聞かせて……！」

「ひっ、ひぃ、あ、あぁあん……！」

　レイナはもちろんイデオンの呼気も荒くなってくる。彼は喘ぐレイナを熱の籠もった視線で見つめながら、汗で張りつく髪を掻きあげた。

「感じていますね。こうされるのは、おきらいですか？」

「んああぁう！」

　わざと乳首を吸い上げられて、花芯を親指でくりっとされて、レイナは舌を出して激しく喘ぐ。

「き、きらいじゃ……ない……です……っ」

「それなら、いやではなくいいと言ってください」

「ひあぁあう！」

　指をヌチュヌチュと音を立てて抜き差しされて、レイナは腰奥に響く熱い快感にうっとりと目を伏せる。

「あ、いい……いい、のぉ……っ、あぁあん！」

「素直でいい子だ。好きですよ」

　好きの一言に心臓が跳ね上がって、下腹部の奥がさらに熱くうずいてくる。はぁはぁと喘ぎながらレイナは腰をくねらせ、さらなる刺激を求めた。

「さぁ、可愛いレイナは指をこうして抜き差しされるのと──」

「ひっ、ああ、あぁあん！」

「中でバラバラに動かされるの、どちらが好きですか？」

　言葉に合わせて指を動かされて、レイナの蜜壺は勝手に快感を拾い上げてどんどん熱く潤ってくる。

「あ、あ、どっちも……好きぃ……！　あぁあん！」

「ああ、なんて欲ばりで可愛いんだ。レイナ、ああ、おれの女神……！」

「ひあっ、あぁあ、だめっ、あっ！　あぁあああ──ッ……!!」

　感極まったらしいイデオンが指を使いつつ、乳首をちゅうちゅうと吸い上げてきて、レイナはがくがくと震える。

「あ、だめ、あぁ、あぁっあぁああ……!!」

　背が勝手に弓なりにしなり、熱く沸き立つ感覚が身体の奥でぶわっと広がった。

「んあぁあああ──……!!」

　甘やかな悲鳴がくちびるから漏れて、腰奥から指先まで快感が一気に走り抜ける。絶頂の大波に意識まで奪われてビクビクッと震えたレイナは、一拍遅れてぐったりと全身を弛緩させた。

　その瞬間だ。ずちゅっと水音を立てて、イデオンの男根がレイナの蜜壺に埋められた。

「──ふあぁあああう！」

　意識が飛びかけていたレイナは、最奥を突き上げられてたちまち意識を引き戻される。蜜壺もきゅうっとこれ以上ないほどうねった。

「くぅ──……！」

　イデオンが低い声を漏らして、欲望の飛沫をふくらんだ先端からぶちまける。

　下腹にじんわり広がる精の熱さに、レイナは「あぁああん……っ」とくちびるを震わせた。

「っ……失礼、おれとしたことが。我慢が利かずいってしまいました」

　全身に汗を滲ませながら、前髪を掻きあげたイデオンが困った様子でほほ笑む。

　だがレイナはのぞかせた舌をひくひくっと震わせるばかりで答えない。首をかしげたイデオンはゆっくり腰を引かせ──ずんっと蜜壺の奥を突き上げてきた。

「──んあぁあああッ!!」

　その途端にレイナの腰がびくんっと跳ね、投げ出された手足が激しく震えた。

「は、はぁ、はぁ……っ」

「失礼、挿入した刺激で意識が飛ぶほど深く絶頂していたとは。予想外でした」

「……んぁぁあう、あん、んっ……！」

　ゆるゆると腰を動かされながら、いたずらに乳房をなでられ乳首をつままれて……息をするたびに快感が襲ってくるようで、レイナはもどかしさにすすり泣く。

「あ、ん、イデオン……」

「……そんな目で見てくるのは反則ですよ、レイナ。愛おしすぎてどうにかなりそうだ」

　イデオンがレイナの髪を掻きあげながらささやいてくる。欲情をたたえながらも愛おしさで満ちた彼のまなざしに、レイナの胸がキュンと高鳴った。

　見つめ合っていると、それだけでふたりのあいだに愛情がふくらんでいくようだ。

　どちらともなくくちびるを寄せ合い、ゆっくりと口づけた。

「んっ……」

　優しい口づけは、絶頂の余韻でぼんやりする身体を慰撫してくれるようだ。

　レイナは無意識に口を開いて彼の舌を迎え入れる。

　ふれあうだけの口づけはただただ愛情を感じたが、舌を絡ませ合うと再び欲望が兆して身体は勝手に高ぶっていく。

　蜜壺があやしくうねって、イデオンの男根に吸いつくように絡みついた。

「……すごいですね、香りの効果は。おれも入れているだけで、またすぐに出せそうだ」

「は、あぁう……う、動いてぇ……」

　一度欲望を感じると抑えが効かなくて、レイナは勝手に腰を動かして刺激を求めてしまう。もっと激しくしてほしいというとんでもない欲望まで湧いてきて、自分でも怖くなるほどだ。

「おれが欲しいですか、レイナ？」

　そうと言ってほしいと彼が口にしていたことを思い出し、レイナははくはくと喘ぎながら必死にうなずいた。

「あ、ほ、欲しぃ、の……っ。イデオンがもっといっぱい欲しい……っ」

　欲情にかすれた声と潤んだレイナの瞳を前にどう思ったのか、イデオンは突如、彼女の身体をぐいっと引き起こした。

「んあっ！　あ、あぁ……？」

　気がつけば仰向けになった彼の腰にまたがる体勢になっていて、レイナは真っ赤になってうろたえる。

「な、な……っ」

　目を白黒させると、イデオンがニヤッと意地悪くほほ笑んできた。

「おれが欲しいなら、どうぞ？　この体勢なら思う存分動いて、おれを堪能できるでしょう？」

「えええぇえ……!?」

　困惑の声を上げるレイナだが、イデオンの手が腰から胸へとあやしく這い上がってきたのを感じて、すぐに「あンン……！」と甘い声を漏らしてしまう。

「う、動くって……どうすれば……っ」

「乗馬と同じ要領ですよ。腰を前後に動かすんです」

「……こ、こう？　──ふあぁぁあ……っ」

　試しに少し腰を動かしたら、彼のモノが中で擦れてたまらない気持ちよさを伝えてくる。

　彼を受け入れた場所から熱がじんわりと背骨を伝い上がって、全身がたちまち熱くなった。

　互いの汗と情事の匂いの合間に香炉からふんわりとした香りが漂う。それが鼻先をかすめただけで、さらなる気持ちよさに頭の中がふわふわしてくる思いだ。

「は、あぁ、あぁあん……っ」

　そのせいか、普段なら恥ずかしくて尻込みしそうなことも大胆にしてしまう。イデオンにまたがって腰を振るなんて、いつものレイナなら考えられない痴態だ。

「ああ、いいですよレイナ。上手だ」

「ん、んぅっ、これ……イデオンも、気持ちいいの……？　あぁあんっ」

　いたずらな手が胸に伸びてきて、乳房をむにむにと揉まれる。

　指の股に乳首を挟まれたまま大胆に動かされると、乳首からもきゅんきゅんとしたうずきが生まれてたまらなかった。

「最高にいいですよ。正直、こうしてあなたが乱れるのを見るだけで──」

「はっ、ぁああん、乳首、だめぇ……！　あんっ、あぁ、ああっん！」

「──またすぐに達してしまいそうだ。……んっ……」

「ひあぁあん！」

　不意にイデオンが上体を起こす。座ったまま向き合う形になってレイナは驚くが、彼がすぐにくちびるを奪ってきたので、夢中になって舌をからめた。

「んんぅ、あふっ、ンン……！」

「はあっ、レイナ……っ」

「……んあっ、あ、イデオ……！　あぁあああ……！」

　不意にイデオンが腰を突き上げてきて、真下からずんっと突かれる刺激にレイナはびくんっと身体をこわばらせる。

　しっかり掴まっていないと反っくり返って倒れそうな怖さもあり、彼女はとっさにイデオンの腰に足を巻きつけた。

「っ……そう、そのまま掴まっていて」

「んあっ、あ！　あひっ、ひっ、や、あぁああ……！」

　イデオンもまたレイナの背をきつく抱きしめ、真下からずんずんっと腰を遣ってくる。

　互いに座った状態だといつもより奥を押し上げられている気がして、レイナはあまりの気持ちよさに舌を出して喘いでしまった。

「ひああぁあ、あぁ、あっ、あふ、んンン──ッ……！」

「ああ、レイナ、淫らすぎる……っ！」

「んぅ、だって……あんっ、あぁあっあ！」

　気持ちよさのあまり喉を逸らすと、イデオンがその首筋にくちびるを這わせてくる。

「ひぁあああ……!!」

　濡れた感覚が肌を伝うのも、熱い吐息がかかるのにもひどく感じて、レイナの目がちかちかしてくる。

　ガツガツと突き上げられるたびに悦楽が頭を突き抜けるようで、レイナはただただ喘ぐばかりだ。

「はっ、はぁ、はぁっ、あぁああ！」

「はぁ、はぁっ、レイナ……！　出すから、全部、受け止めてくれ……っ」

　耳元でイデオンのかすれた声が聞こえる。その声だけでレイナは達しそうになった。

　必死でうなずきながらぎゅっとしがみつくと、イデオンがそれ以上の力でレイナをかき抱き──。

「ふあぁああああ……！」

　どくんっ！　と最奥に熱い飛沫が注がれる。

　レイナは甘い悲鳴を上げながら背を反らした。腰奥がかぁっと熱くなり、頭の中が真っ白になっていく。ふっと意識が遠のいた気がして、一拍後には身体が勝手にビクビクッと激しく引き攣った。

　イデオンもまた最後の一滴まで注ぎ込み、ぐったりと寄りかかってきたレイナのこめかみに口づける。

「ああ、レイナ、最高だ……！」

　口づけながら彼女を仰向けにして、くちびるのみならず鼻先や耳にもくちびるを這わせた。

「はぁあん……っ」

　くすぐったい刺激にぞくぞくして、レイナはたまらず身をよじる。

　そんな彼女の足をさらに開かせると、イデオンは再び蜜壺の奥に男根を突き込んできた。

「──んあぁああ！」

　絶頂の余韻と多幸感にふわふわしていたレイナは、たちまち現実に引き戻されて身体をしならせる。

　つながっている部分からずちゅんと水音が響いて、白濁混じりの蜜があふれた。

「イデ、オ……ああああん！」

「──すみません、レイナ。どうやらおれは香が効きやすい体質だったようです……まだまだいけます」

「ひっ、あんっ、あ！」

　言った端から腰を引き、再びずんっと突いてくるイデオンに、レイナは待ってと言う間もなく再び喘がされる。

　どちゅどちゅと突かれるたびにレイナがこぼす蜜と、イデオンが注ぎ込んだ白濁が泡だってあふれて、抽送をさらになめらかにしていった。

　おかげで二人ともたちまち気持ちよくなって、香炉が冷たくなってもなお熱く甘い時間を過ごしていったのだった。







第四話 うわさ程度で揺らいでたまるか








　イデオンが地方に出張に行って三日後。

　レイナは王宮からの手紙を受け取り、王太子の婚約者である辺境伯令嬢の手伝いへと向かった。

「手伝ってくださってありがとう、レイナ様。自分が主催となってパーティーをするのははじめてだから、いろいろアドバイスをいただけて本当に助かりました」

　安堵の面持ちで礼を言ってくる辺境伯令嬢に、レイナはにっこり笑った。

「お役に立ててよかったですわ。わたしでよろしければいつでもお呼びくださいね」

「ありがたいお言葉です。今は社交期も近くて皆様お忙しい時期だから……。困ったときは頼っていいのだとわかってはいても、なかなか声をかけづらくて。宰相様にレイナ様を紹介していただかなければ、きっと今頃は途方に暮れていたと思うわ」

　自信がなさそうにうつむく辺境伯令嬢は、愁いに満ちた瞳で告白した。

　彼女は二年前、地方に視察に向かった王太子殿下に現地で見初められて、晴れて婚約者になった令嬢だった。なんともロマンチックな出会いだが、彼女自身は田舎育ちで王都の作法に疎いことが引け目になっているらしい。

「なにより怖いのは上手くできないわたしを見て、王太子殿下がわたしに愛想を尽かすのではないかと考えてしまうことなの。あの方の愛を疑いたくなのに不安になってしまうのよ」

　結婚式が近くなってきたこともあって、どうやら令嬢はマリッジブルーにおちいっているようだ。

　レイナは「そんなことはない」と励まそうとしたが──ふと、ドレスの胸元が熱くなるのを感じてハッとそちらに手をやる。

　そこには友人サリーにもらった珊瑚のブローチが留められていた。

　魔女の話では、このブローチはみずから次の持ち主を選ぶという。そのため外出の際はいつも持ち歩いていたのだが……。

（そのブローチが、こうして熱くなっているということは）

　レイナはすぐにブローチを外し、それを令嬢の手に握らせた。

「レイナ様、これは？」

「東の森の入り口に薬屋さんがあります。これはそこに住む魔女を訪れるために必要なものですわ」

「え？　魔女ですって？」

　目を丸くする令嬢に、レイナは真面目な顔でうなずいた。

「どうぞ、これを持って訪ねてみてください。小姓にブローチを見せれば魔女に会わせてもらえます。……実を言うとわたしとイデオンの仲も、魔女の魔法ですっかりいいものになったのですよ」

「えっ、あの氷の宰相補佐官と？　……そういえば、このところの彼は夕方には屋敷に帰ると聞いていたわ。あの仕事人間がすっかり愛妻家になったと」

「今は出張中なので、会えなくて寂しいのですけどね」

　三日前、イデオンは情事で疲れ切って眠っていたレイナを起こすことなく旅立っていった。いってきますと書かれたカードだけが残されていて、レイナは見送りできなかったことをひどく悔やんだのだ。

　その気持ちが顔に出ていたのか、令嬢は「あの宰相補佐官とそんなに仲睦まじくなれるなんて」と、逆に魔女への信憑性と信頼感を強く持てたらしい。

「ありがとう、レイナ様。近いうちに訪ねてみるわ」

「ええ、ぜひそうなさってください」

　にっこりとほほ笑んだレイナは晴れ晴れとした気持ちで、令嬢と別れたのだった。







　──そして翌日。

　春先の気持ちいい陽気の午後。王城の中庭にて、王太子の婚約者である辺境伯令嬢主催で、若者が集うガーデンパーティーが幕を開けた。

　濃いブラウンの髪を可愛らしく結い上げ若菜色のドレスで参加したレイナは、緊張気味の辺境伯令嬢の隣に立って、最初の一時間ほど彼女の補佐を務めた。

　挨拶の列が途切れ令嬢の緊張も解けてきたところで、レイナは彼女から離れて休憩用の椅子に座る。給仕が運んだ飲み物を口にしていると、横合いから声がかけられた。

「ごきげんよう、フェリテン公爵夫人」

「あら、ラーシュ……様。ごきげんよう。よい天気ですね」

　他人行儀に声をかけてきたのは宰相補佐官のラーシュだ。立ち上がったレイナもまた一線を引いた挨拶を返した。

「ラーシュ様には夫がお世話になっております。夫はお世辞にも愛想がいいとは言えないひとですから、出張中で少しは気が楽なのではありませんか？」

「ところがですよ、彼がいないぶん宰相閣下が僕にこれでもかと仕事を振ってくるようになりまして。大変難儀しているので、彼には一刻も早く帰ってきてほしい限りです」

「まあ」

　あながち冗談でもないという表情のラーシュに、レイナはつい笑ってしまった。

「でも、公爵夫人も同じお気持ちでしょう？　彼がいなくて寂しいのでは？」

「ふふ、ええ、とても寂しいのです。今日は王侯貴族の中でも若い方々を中心とした集まりでしょう？　こういう集まりこそ夫と一緒に参加して、彼のいいところを皆様にご紹介したかったのですが──」

　そのときだ。レイナの背後から誰かがどんっとぶつかってきて、ドレスのスカートに飲み物がぶちまけられた。

「うわぁ、申し訳ない！　大丈夫ですか？」

　大あわてで謝ってきたのはどこぞの青年貴族だ。飲み物を片手によそ見していたらしい。

　おまけに引っかけられたのは赤ワインで、こうしているあいだにも若菜色のドレスがみるみるうちに赤紫に染まっていった。

　新調したばかりのドレスだったこともあって、レイナはショックで動けなくなる。

　そんな彼女の代わって青年に厳しい表情を向けたのはラーシュだった。

「気をつけたまえ！　若者だけの場だからこそ、最低限の節度を持って行動しなければこのようなことが起こるのだ」

「は、はい！　申し訳ありませんでした……！」

　恐縮して頭を下げる青年にため息をついてから、ラーシュはレイナの手を取る。

「ひとまず、シミ抜きを頼みに行きましょう、公爵夫人。どうぞこちらへ」

「え、ええ」

　ラーシュに手を引かれるままレイナは急いで城内へ向かう。

　ラーシュがすぐに被服を扱う部署を訪ね、腕利きの針子を呼んでくれたが……。

「シミが広範囲なので今すぐどうこうするのは難しいです。できうる限りがんばってみますが、ご期待に添えなかったら申し訳ありません」

　眉尻を下げて困った顔をする針子を前に、レイナはがっかりする気持ちを必死に抑えて「よろしくね」とほほ笑む。

　新しいドレスを用意してもらってそれに着替えて、レイナは落ち込んだ気持ちのまま辺境伯令嬢に挨拶をして会場をあとにしたのだった。







　ガーデンパーティーは盛況に終わったようで、三日後には辺境伯令嬢からお礼の手紙と贈り物が届けられた。

　それと同時に、シミ抜きを終えた若菜色のドレスも王宮から戻ってきた。

　完全なシミ抜きは難しかったという手紙が添えられていたが、ぱっと見た限りではわからないほどきれいになっていて、レイナはほっと胸をなで下ろす。

「でもよくよく見ると、やっぱりシミができたことがわかってしまいますねぇ」

「そうね。せっかくだから仕立屋に持っていって、この部分だけ新しくレースを足したりできないか相談してみるわ」

「それがいいですわね」

　侍女たちも賛成して、さっそく出かける支度を調えてくれた。

　ゆったり走る馬車の窓から一等地の美しい町並みを見つめていると、気持ちも晴れやかになってくる。

　世話になっている仕立屋にも丁寧に対応してもらえて、レイナはほくほくした気持ちで仕立屋を出た。

　そこで彼女は友人のサリーとばったり出くわした。

　レイナはもちろん、思いがけない偶然にサリーも驚いた様子だった。

「まぁレイナ！　すごい偶然ね。あなたもお買い物なの？」

「ええ、まぁ。……それよりサリー、あなたが贈ってきた、あの乳香だけど……！」

「ああ、あれね！　どう？　濃厚な一夜を過ごすことができたでしょう？」

　つり目を輝かせながらニマニマと問われて、レイナはたちまち真っ赤になった。

「い、言えるわけないでしょう、こんな明るい時間から！」

「おほほほほ！　どうやら楽しんでもらえたようね。贈りがいがあったというものよ！」

「もう二度とあんな贈り物しないでちょうだい！」

　レイナが腰に手を当てて頬をふくらませても、サリーは楽しげにコロコロと笑っていたが……ふと真顔になって、すっと身体を寄せてきた。

「ねぇレイナ、ちょっと話したいことがあるのだけど時間はある？」

「え？　ええ、大丈夫よ」

　サリーの真剣な声音に気づいてレイナはすぐにうなずく。

　同行した侍女には馬車で待機してもらって、二人は近くのカフェに入った。

　注文した品が届くなり、サリーはまた真面目な面持ちになって切り出してくる。

「あなた、王宮で広まっているうわさのことは知っていて？」

「うわさ？　さぁ……。ガーデンパーティーを最後に王宮には上がっていないから」

　なんとなくいやな予感がして眉をひそめると、サリーはより声を潜めた。

「なんと、あなたと『太陽の宰相補佐官』ラーシュ様が、秘密の恋人関係にあるのではないか──といううわさが飛び交っているの。なにか心当たりがあって？」

　予想だにしなかった内容に、レイナは文字通り仰天した。

「ラーシュとわたしがっ？　心当たりと言われても……最近顔を合わせたのは王宮の待合所で少し話したのと……ガーデンパーティーでシミ抜きのために、被服室へ連れて行ってもらったときくらいよ？」

「ああっ、きっとそれよ！　二人が王宮の一室に堂々と入っていくのを見たというのが、うわさでも一番よく聞いたところだったから！」

　ポンッと手を打ったサリーに、レイナはますます困惑した。

「王宮の一室に堂々とって……お針子が詰めている被服室に入っていったのよ？」

　それがどうして恋人との逢い引きのように語られるのか。

　貴族間に出回る話題など根も葉もないうわさ話がほとんどであるが、当事者になるとこうも頭が痛いのかとレイナはため息をついた。

「今、あなたの旦那様はちょうど地方に出ていらっしゃるのでしょう？　だからこそあなたたち二人はようやく愛を育むことができるのだ、ってゴシップ誌にも出ていたわよ」

「ゴシップ誌にまで!?」

　サリーは「ちょうど今持ってきているのよ」とにやりと笑うと、手提げ籠から誌面をいくつか取り出した。ページをペラペラとめくったレイナは、自分が話題になっている記事を見つけてめまいを覚える。

「なかなか熱烈なことが書かれているわよね～。あなたとラーシュ様ったら茶会や舞踏会のたびに隠れていちゃついていたらしいけれど、本当なの？」

「本当なわけないでしょう？　サリーまでこんなゴシップを信じるつもり？」

「うふふ、まさか。そもそも誰が悩めるあなたに魔女を紹介したと思っているのよ」

「う……確かにそうね。その節はお世話になりました」

「おかげであなたと旦那様の仲は深まったというのに、そのタイミングでこんなうわさが出回るなんてねぇ。──でも、それにはなにか理由があるのではないかと思ったのよ」

「理由？」

　レイナは首をかしげる。サリーは深くうなずいた。

「この手のゴシップは、対象となった人間の好感度を下げる目的で広まるのがほとんどでしょう？」

「まぁ、確かにそうね」

「つまりレイナ。あなた、誰かに恨みを買うようなことをしていたのではなくて？」

「わたしは思い当たることはないけど……。夫のほうはもしかしたら……」

　レイナの言葉にサリーも察した様子で「あー」と声を漏らした。

「氷の宰相補佐官ときたら、愛想はないし忖度もしないことでも有名だものね」

　どう考えても方々に恨みを買っていそうなのはイデオンのほうだ。レイナもサリーもしたり顔でうなずき合った。

　一方で、やり玉に挙がったラーシュは人好きのするタイプだ。誰かに恨まれることなど想像もつかないだけに、なぜうわさの当事者になったのかが気にかかる。

「わたしとラーシュをおとしめたい人間がいるということ？　イデオンではなく？」

「妻を下げることで、夫である氷の宰相補佐官も下げたかったとか」

「そんな回りくどい方法を採ってどうするのかしら？」

　まるでわからず、レイナもサリーも首をかしげてしまう。

「いずれにせよ、うわさになっていることは確かだから下手なことはしないに限るわ。旦那様が出張中ならなおさらね」

　サリーの結論に、レイナも素直にうなずく。

　この手の話は真実だろうと偽りだろうと際限なく広がっていくものだというのは、貴族社会を生きていればいやでも知っているところだ。

　だがいざ自分が当事者になると落ち着かない。こうしているあいだも好き勝手にうわさされているのかと思うと、腹立たしさと気持ち悪さで胃のあたりがむかむかする思いだ。

（いったい誰がこんなことを言い出したのやら……。イデオンが聞いたら、烈火のごとく怒るのは間違いないわね）

　自分にまつわるうわさ話に関しては馬耳東風のイデオンだが、レイナに関しては別だ。きっとうわさの出所を死に物狂いで探り当てて、権力を駆使して即座に破滅に導くであろう。

　彼が留守なのがよかったのか悪かったのか。なんとも判別がつかないまま、レイナはさらに数日をもどかしい思いで過ごすことになったのだった。





＊　　　　　　＊






　ガーデンパーティーから約二週間後。

『気がついたら洗濯物の山でな。侍女と一緒に引き取りにきてくれ』

　という父の走り書きが踊るカードが王宮から届いて、レイナはたまらず頭を抱えた。

「この手の手紙がお父様から届くのは久しぶりねぇ……」

「若旦那様と結婚されてからは、レイナ様は手紙がくるより先に宰相室にお着替えを届けに行ってらっしゃいましたものね」

　イデオンと少しでも打ち解けたくて、三日に一度はおしゃれをして宰相室に着替えを届けにいっていたレイナだ。

　そのとき父の着替えもついでに届けていたから、父自身も久々に洗濯物が溜まっているのに気づいてひどく驚いたことであろう。

　あの頃の自分の努力は涙ぐましいものだったなぁと懐かしく思いながら、レイナは侍女に命じて着替えを用意させ、すぐに馬車で王宮へと出発した。

　あいにく宰相室に父の姿はなかったが、代わりに宰相補佐官のラーシュが顔を出した。

「やぁ、フェリテン公爵夫人。ごきげんよう」

「こんにちは、父の着替えを届けにきました。……ねぇラーシュ。最近出回っているうわさのこと、ご存じ？」

　ひそひそ声で確認すると、ラーシュも深刻な顔でうなずいた。

「僕もその件で君と話したいと思っていたんだ。毎日あちこちから妙な視線を向けられて、うんざりしていたところさ」

　屋敷に籠もっているだけのレイナと違い、ラーシュは毎日出仕しているから、例のうわさにすっかり辟易している様子だった。

　宰相室で話そうにも、ここはひとの出入りが激しい。それこそ二人が話している中に誰かが入ってきたら、うわさは本当だったと思われてしまう可能性が高かった。

　そのため、二人はあえて人通りの多い待合所へ向かう。先日、レイナが王妃様のお誘いを待っていた場所だ。

　今日も役人や女官、衛兵がひっきりなしに通っている中、二人は堂々と待合室の真ん中を陣取る。おかげですれ違う人々の全員が全員ぎょっとした目を向けてきた。

「……毎日こんなふうに見られていては大変ね、ラーシュも」

「そうなんだよ。ガーデンパーティーでワインをかぶった君を僕が引っぱっていったのが誤解のもとらしいが。ただ、それにしては聞くに堪えない赤裸々なうわさ話も多いから、おもしろがって煽り立てている奴がいると思うんだ」

　冷静に話しながらも、ラーシュの眉間にはくっきりとした皺が刻まれている。

　温厚な彼がこれほど怒るのだから、そうとうひどい脚色がされているようだ。

「困ったわねぇ。イデオンもいない中なのに」

「困っているのは僕も一緒さ。なんと宰相閣下もこのうわさを聞きつけられて『うちの娘とうわさになるなんて勇気があるな』って笑顔で脅してくる始末だ。宰相閣下でさえそうなんだから、イデオンがこのうわさを知ったら──」

「──知ったら、どうなると言うんだ、ラーシュ」

　不意に聞こえてきた声に、ラーシュもレイナもハッと振り返る。

　そこにいたのは、出張用の鞄と上着を片手に抱えた、イデオンだった。

「イデオン！　おかえりなさい！　驚いたわ。いつ帰っていたの？」

　レイナはぱぁっと表情を輝かせて、ドレスの裾を持ち上げてイデオンに駆け寄る。

　しおれていた花が水を吸って生き返ったような雰囲気の変化に、遠巻きにこちらを見つめていた人々は驚いた様子だ。

　イデオンも嬉しそうに胸に飛び込んできたレイナを抱き留める。

「ついさっき王宮に戻って、宰相室へ向かっていたところです」

「会いたかったわ……寂しかった」

「おれもですよ。離れていても同じ気持ちだったなんて最高ですね」

　ハートが量産されそうな甘い雰囲気の二人に、近くにいた人々は「あの氷の宰相補佐官が笑ってる……！」とかなり衝撃を受けた様子で、なんなら少し引いていた。

　そんな中で「あー、盛り上がっているところ悪いんだが」と声をかけてきたのは、誰であろうラーシュだ。

　そんな彼にイデオンはギンッと凍りつくようなまなざしを向ける。主人に甘えていた犬が一瞬にして猟犬に逆戻りしたような変化に、レイナは（あ、いけない）と本能的に危険を察知した。

「あの、もしかしてイデオン、ここにくるまでに変なうわさを聞いたりは……」

「あなたとラーシュが秘密の恋仲というアレですか？」

（しっかり聞いていたのね）

　そしてかなり怒っている！　レイナはすぐさま誤解を解こうと口を開くが……。

「──おやおやぁ!?　三人ともおそろいで。真っ昼間から修羅場に入る感じですかぁ？」

　不意にどこかから声を投げられて、三人はいっせいに振り返った。

　やってきたのは役人とおぼしき若者三人組だ。レイナは彼らの顔に見覚えがあった。以前ここでラーシュと話していたときに不躾な視線を送ってきた連中だ。

（確か、イデオンと同期の方々なのよね）

　ラーシュ曰く『優秀な同期を妬むことで結束している奴ら』とのことだが、その認識はあながち間違いではなかったようだ。彼らはニヤニヤしながらイデオンにばかり、ちらちらと視線をやっている。よもや『自分の留守中に奥方が同僚とあらぬ関係になっているのはどういう気分だ？』とでも言いたいのだろうか？

（……もしかして、わたしとラーシュのうわさが広まったのって）

　──この役人たちが、イデオンに一矢報いたいがために、わざと流したうそだったのかもしれない！

　レイナはたちまちピンときて、思わずイデオンの腕をぎゅっと握った。

（そうか、彼らの目的はわたしやラーシュをおとしめることではなく、妬ましいイデオンにいやがらせをすることにあったのだわ……！　妻であるわたしの不貞をでっち上げ、それを聞いたイデオンが精神的にダメージを受けることをたくらんだのよ！）

　真相に行き着いたレイナはたちまち険しい顔になる。思わず役人たちを強い視線でにらむが、彼らはよけいにニタニタしてイデオンを煽るばかりだ。

「おお、イデオン。今、王宮を騒がせているうわさ話を知っているか？　なんと君の奥方であるレイナ様は、そちらの太陽の宰相補佐官と深い関係になっているそうだよ！」

　一人が芝居がかった仕草で言えば、一緒にいる者たちも気の毒そうな顔で同調する。

「君が出張中なのをいいことに、あちこちでしけ込んで情事にふけっていたそうだ」

「だがそれもしかたないことだと思わないか？　レイナ様はフェリテン公爵家の姫君。生粋のご令嬢である彼女には、ラーシュのような侯爵家の若君のほうがお似合いだよ！」

「平民の君には分不相応な結婚だったのさ。だから奥方を責めてやるなよ。ここは寛大に許して差し上げるんだ」

「むしろ自分のような者と結婚したことを、レイナ様に詫びて差し上げるべきではないかなぁ？」

　最後の一人がそう言うなり、役人たちは「ぷっ」と小さく噴き出して腹を抱えて笑いはじめた。

　下品な仕草にも言い草にも腹が立って、レイナは（どれだけ的外れなことを言うつもりよ！）と真っ赤になって反論しようとするが──。

「……彼らの今の発言を、皆様、お聞きになりましたよね？」

　イデオンは怒るどころか至極冷静に、居並ぶ人々に声をかける。興味津々でこちらを見ていた衛兵や女官たちは、ひっと小さく息を呑んで居住まいを正した。

　驚いたのは煽ってきた役人たちだ。彼らは怒るでもなくさらりと呼びかけるイデオンに、たちまち不審な面持ちを向ける。

「は？　い、いきなりなにを言い出すんだイデオ──」

「我が妻に対する侮辱罪です。そこにいる衛兵たち、彼らを連行してください」

　近くにいる衛兵たちをちょいちょいと手招くなり、イデオンはさらりと命令した。

　全員が目を見開く中、あせったのは役人たちだ。「侮辱罪!?」と明らかにうろたえる。

　イデオンは「明らかな侮辱罪でしょう？」とあきれた様子で説明した。

「我が妻がよその男と情事にふけっていただのなんだのと、うそ八百を並べただけでも許し難いのに、それを公衆の面前で高らかに責め立ててきたのですよ？　これを侮辱ではなくなんだと言うのです？」

　イデオンは極めて冷静な面持ちで告げる。怒りや屈辱などいっさい感じていないように見える落ち着き具合だ。

　てっきりうわさを聞いた途端に烈火のごとく怒り狂うであろうと予想していたので、レイナはひどく驚いてしまう。

（怒る要素がなかったということ？　ずいぶん煽られていたけど……あっ、そうだわ）

　レイナはとっさにドレスのポケットに手をやる。そこには数日前に外したが、なんとなく持ち歩いていた魔女のイヤカフが入っていた。

　急いで耳につけた途端イヤカフはカッと熱くなり、怒濤の勢いでイデオンの心の声と感情を伝えてくる。あまりに大きな声で聞こえてきたもので、レイナは一瞬耳がキーンとするほどの衝撃を受けた。

『──脳の作りがお粗末なクソ野郎どもめ！　おれのレイナが不貞をしただぁ？　そんなわけがあるか！　彼女ほど貞淑で健気で清廉潔白な令嬢がいると思っているのか？　このおれを愛していると、まっすぐに言ってくれる女神のようなレイナを侮辱しやがって！　絶対に許さん！　ただちに地下牢にぶち込んで、看守に賄賂を盛って拷問のち絞首刑にしてやる!!』

　恐ろしいほどの言葉と一緒に、沸騰しそうな怒りの感情までなだれ込んできて、レイナはたちまち圧倒された。

（イデオンったら、内心でこれほど口悪く荒れ狂っているなんて）

　見た目は冷静沈着そのものなのに。あいかわらず恐ろしいほどのギャップである。

　同時に、イデオンがレイナの不貞をいっさい信じていないこと──それどころかうわさの的になったレイナを慮って腹の底から憤っていることがわかって、胸がきゅんっとときめいてしまう。

（なにがあっても愛するひとに信じてもらえるというのは、これほど心強いことなのね……！　ああ、イデオン、わたしのことを一ミリも疑うことなく愛してくれるなんて）

　まさに妻冥利に尽きるというものである。イデオンの心の声が怒りにまみれればまみれるほど、レイナは多幸感にうっとりほほ笑んだ。

　しかし拷問のち絞首刑とまで考えているくせに、目に見えているイデオンはいっさいの怒りを見せず、ただただ淡々と相手を追い詰めていく。

「宰相の一人娘であり、フェリテン公爵家を支える奥方でもあるレイナを侮辱するとは。あなた方こそ彼女に伏して詫びるべきでは？」

「な、そ、それは……！」

「こんな荒唐無稽なうわさ話を広げたのも、どうせわたしに対するいやがらせでしょう。なんとも幼稚としか言いようがないですね」

　バッサリと言いきられて、役人たちは悔しさからかわなわなと震えだした。

「な、な、なんだよ、偉そうに！　おまえなんか宰相閣下が結婚を命じなければ、フェリテン公爵家に婿入りできもしない平民のくせに！」

「そ、そうだそうだ！　出世のための結婚だろう？　ああ、やっぱりレイナ様はお気の毒だ。こんな無愛想野郎と父親の命令で結婚させられて──」

　悔し紛れとばかりに反論してくる役人たちに、イデオンがすかさず反撃しようと口を開きかける。

　が、それより先にレイナの怒りのほうが限界を迎え、ブチィッ！　と切れてしまった。

「──いいかげんにしてくださいませ!!　根も葉もないうわさに加えて、さらなる偽りを広めるおつもりですかっ？　確かにわたしは父に言われてイデオンと結婚しましたけれど、それは彼のことを以前から愛していて、結ばれたいという気持ちがあったからこその決断です!!」

　どんなに感情が高ぶっても貴婦人は大声など出さないものだ。それも王族の覚えもめでたいフェリテン公爵家のレイナが声を張るなど前代未聞で、居並ぶ人々は一様に度肝を抜かれた顔になる。

　レイナはかまうものかと、さらに前に出て役人たちを叱り飛ばした。

「それを『お気の毒』？　『かわいそう』ですって？　わたしの思いなどなにも知らず、勝手な憶測を口にするあなた方のほうこそ視野が狭い上に想像力も思いやりもなくて、大変にお気の毒な頭でいらっしゃることね！」

「んなっ……」

　レイナの気迫に押されたのか、あるいは容赦なくけなされたのが衝撃だったのか、役人たちは呆然とした様子で口をパクパクさせながらあとずさる。

　そんな彼らに対し、イデオンもまたレイナの肩を抱いて言葉を重ねた。

「わたしも同じ気持ちだ。彼女のことを愛しているからこそ結婚を決めた。出世のために結婚を決めた、なんて。まさに、結婚に頼らなければ出世もできない無能な連中らしい考え方だな」

「な、な……っ！　なんだとぅ!?」

「結婚と出世を分けて考えることもできないような奴らが、どうやって役人試験に受かったかマジで謎だな。……まぁ受かるのは当然か。おまえら、そろいもそろって試験官に袖の下を使っていたようだし」

「ひっ……!?」

　どうしてそれを!?　と言わんばかりの役人たちの顔を見て、成り行きを見守っていたラーシュが「あ、そうなの？」と確認してくる。イデオンはしっかりうなずいた。

「こいつらに関しては前々からおれへの当たりがウザくて邪魔だったから、上手いこと飛ばす手段はないかと思ってあちこちに探りを入れていたんだ。袖の下はその一つだ」

「一つということはほかにもあるのか。──運がないなぁ、君たち。氷の宰相補佐官に目をつけられるなんて。出世どころか、王都に留まる道すら閉ざされたようなものではないかな？」

　ラーシュがちっとも気の毒と思っていない顔でニヤニヤと役人たちを見やる。

　これ以上なく楽しそうなその様子に（ラーシュにもそれなりに黒い一面があったのね）とレイナは感心した。

　同時に普段はまったく聞かないイデオンの乱暴な声音にもキュンキュンしてしまう。

（イヤカフを通じて聞こえてくる心の声はたまに乱暴なものもあったけれど、実際の声で聞くと独特のすごみを感じられて、よけいに胸が高鳴るわ……！）

　実はわたしって少し悪い男が好きだったのかしら？　とわりと真面目に考えはじめるレイナだ。おそらく悪い男というよりは、イデオンの別の一面を見られたのが嬉しいだけだろうけれども。

　レイナが一人ほうっと熱いため息をついている中、困り顔で進み出てきたのは一人の衛兵だった。

「ええっと、宰相補佐官殿、我々は結局どうすれば……？」

　絶句して立ちつくす役人たちとレイナたちを交互に見やる衛兵に、イデオンは「無論、即座に捕縛だ」と容赦なく言い切った。

「こいつらのことはすぐに連行して行ってくれ。わたしの妻に対する侮辱罪で」

「あ、僕に対する侮辱罪も上乗せしてほしいな。名誉毀損もついでに」

　ラーシュもまた笑顔で手を挙げる。

　見物していた人々も、役人たちが全面的に悪いと判断したのだろう。軽蔑を含んだ冷めたまなざしのほうを彼らに向けていた。

　それに耐えられなかったのか、あるいは衛兵に引きずられて行かれるとする現実が受け入れがたかったのか。

　役人の一人が「ち、畜生！」と叫びながら、いきなりイデオンに飛びかかってきた。

「きゃあ！」

「おっと」

　悲鳴を上げるレイナをすかさず抱き寄せ、イデオンが役人に足払いをかける。

「──うわぁ！」

　拳を握っていた役人は見事にひっくり返り、痛そうな尻もちをついた。

　わかりやすい暴力が展開されたので、衛兵もすぐさま抑えにかかる。

　役人たちは口汚くイデオンを罵ったり「助けてくれぇええ」と周囲に叫んだりしていたが、ほどなく引きずられて行った。

「──ふぅ、やれやれ。ひとまず一件落着かな？」

「みたいだな。まったく、帰ってくるなり面倒なことだった」

　ラーシュの言葉にイデオンがうなずく。硬直していたレイナはあわててイデオンの全身に目を走らせた。

「どこか怪我はしていない、イデオン？」

「ええ、ちっとも。こう見えて拳を避けるのは得意です。幼少期も寄宿学校時代も、あの手のけんかで怪我をしたことはありませんから」

「まぁ、そうなの」

　さらなる夫の一面を発見してしまった。突然の暴力にすかさず対応できるなんて素晴らしすぎる……と、レイナのときめきは留まることをしらない。

　そんな中、イヤカフからイデオンの心の声がつらつら流れ込んできた。

『王宮での雑務を終えてから屋敷に戻ろうと思っていただけに、こんなに早くレイナに会えたなんて僥倖過ぎたな。いいところも見せられたし……。ああ、それにしても今日も我が妻はやっぱり可愛い！　さっき啖呵を切った姿は美しくも格好良かったし、心配してくれる姿は天使だし、やはり我が妻は至高……！』

　いつもの調子で褒められるのは恥ずかしいが、耐性がついたためか同じくらい嬉しさも感じられるようになってきた。それだけにレイナはつい「ふふっ」と笑ってしまう。

「笑うようなことでもありましたか？」

「ええ。あなたがとても好きだと思ったのよ、イデオン」

「……」

　目を見開いて固まったイデオンを見て、レイナは驚く。

「イデオン？　どうし──」

「それは今すぐ帰って熱く愛し合いたいという意味ですか、レイナ？」

「へっ!?　ちがっ、そういうわけじゃ──」

　だが否定するより先に、イヤカフを通してイデオンの桃色の花吹雪の感情がぶわあっと入ってくる。完全に欲情しきっているようだ。

　今度はレイナのほうが固まってしまって、成り行きを見守っていたラーシュがやれやれと首を振っていた。

「二人とも往来の真ん中でそういうラブラブな空気を垂れ流すのはやめてくれ。──ほら、君たちも見物していないで、さっさと仕事や持ち場に戻りなさい！」

　ラーシュの一声で、二人の様子に釘付けになっていた見物人たちはあわてて方々に散っていった。







　──これがきっかけとなり、レイナとラーシュに関するうわさは「あの『氷の宰相補佐官』が妻を溺愛している！」という新たなうわさに即座に取って代わった。

　そのためレイナとイデオンは王宮一のおしどり夫婦として、どこへいってもしばらくは冷やかされ、うらやましがられることになるのであった。







第五話 幸せいっぱいの未来








　あとの仕事はやっておくよというラーシュのありがたい言葉により、イデオンは宰相室に寄ることもなくレイナとともに公爵家へ帰ることになった。

「わたしが乗ってきた馬車があるから、それで帰りましょうか」

「はい」

　と、イデオンはいつもの無表情で答えたのだが。

『あああああ数週間ぶりのレイナの香りだ！　側にいるだけでもうアソコが反応しそうでやばすぎる！　さすがにそこまで節操なしだと思われたくないから涼しい顔をしてるが、正直もう限界が近いどうしたららららら』

　という心の声がいきなり入ってきて、レイナはイヤカフをつけたままであることを思いだした。

（こ、この調子であれこれ言われたら身が持たないから）

　髪を掻きあげるフリをしてさっとイヤカフを外したレイナは、とりあえずイデオンと馬車寄せへ向かう。

　いつも誰かと馬車に乗るときは向かい合って座るようにしていたレイナだが、今ばかりはイデオンの隣に座りたかった。

「レイナ？」

「そ、その……しばらくあなたと離れていて寂しかったものだから。おまけにあんな変なうわさを流されたでしょう？　それでよけいにあなたが恋しくなっていて」

　それだけではなく彼のレイナへの信頼や、青年たちを脅していた口調にもドキドキして、好きな気持ちがあふれてたまらないのだ……が、それを伝えるのはさすがに恥ずかしい。

　だがレイナが頬を染めて自分を見上げるだけで、イデオンにとっては充分すぎるほどの破壊力があったらしい。主に、理性をぶち壊すほどの。

「えっ？　イ、イデオン？」

　突如ひょいっと抱き寄せられてレイナは目をまたたかせた。

　そんな彼女に、イデオンは至極真面目な顔で切り出してくる。

「今すぐ抱いてもいいですか、レイナ様」

「今すぐ!?　え、ここ……馬車よ？」

「そうですが、なにか問題が？」

　問題だらけだと思うが。

　だがイデオンは問題などいっさいないという顔で、さっさとレイナの胸元のリボンを解いてくる。ドレスの襟が下げられそうになり、レイナはあわてて胸元を押さえた。

「ま、待って待って。本気なの？」

「冗談でこんなことを言うとでも？」

「冗談であってほしいのだけど……」

　とはいえコルセットの紐までほどかれては、冗談では済まないだろう。

　レイナが両手で胸を押さえているのをいいことに、イデオンは彼女の膝裏に手を入れ、彼女をさっさと自分の膝に座らせているし。

「馬車で、なんて、どうするの……。んっ」

「あなたの胸を愛でるくらいは余裕です」

　コルセットから解放されてふるんっとまろび出た乳房を、イデオンは器用に舌でたどっていく。

　乳首を咥えちゅうっと吸われると、止めるべきだとわかっているのにレイナまで妙な心地になってきた。

「だめ、だって……。あんっ、ん」

「ですがレイナ様のここは物欲しそうに硬くなっていますよ？」

　もう一方の乳首を指でくりくりいじりながら、イデオンが意地悪く指摘してくる。

　与えられる刺激に敏感に反応して、淡い色の乳首は確かに凝りはじめていた。

「そんなふうにさわられたら……んっ……反応するのは当然でしょう……？」

「ああ、そんなことを言われたら感激して、もっとさわりたくなります」

「だから駄目……っ。んんっ！」

　ちゅうっと吸い上げられ、かと思ったら舌先でツンツンと突かれ、舐められ……異なる刺激を立て続けに与えられて、レイナの腰がもぞもぞと動きはじめる。なんとか口元に手をやって声が漏れるのを防ごうとした。

「少しくらいの声なら車輪の音にかき消されますよ」

「それでも恥ずかしいの……っ。ひゃ、あんっ！　耳……だめ……っ」

　イデオンの舌が胸から離れてレイナの耳に差し入れられる。浅いところをチロチロと舐められて、レイナの身体が小刻みに震えはじめた。

「あ、あ、や……っ」

「耳も感じやすいのですね。真っ赤になって……可愛いな」

「やぁあ……っ」

　耳朶をパクリと咥えられ熱い吐息を吹きかけられて、レイナはか細い声を漏らした。

「ああ、本当に可愛すぎる。キスさせてください」

「んぅっ……！」

　いいと言う前からキスされて、レイナはくらくらしてくる。舌を絡ませながら乳首をくりくりいじられると下腹部がきゅうっとうずいて、レイナはどうしようもなく足をもぞもぞ擦り合わせた。

「ん、んっ……、んんぅう……！」

　不意に馬車がガタンと揺れて、レイナはイデオンの膝から滑り落ちそうになる。

　すかさずイデオンが彼女を抱き寄せたため事なきを得たが、もっと深く口づけられて、レイナもまた彼の腕にすがりついてしまった。

「ふあ、あ、あ……っ」

　首筋から頭へとゆったりなでられ、結い上げた髪をほどきたい衝動が襲ってくる。

　イデオンも同じだったのか「この髪をなでられないのは確かにつらいな」とつぶやいていた。

「ですが、必要以上に乱してはいけないという制限もまた、それはそれで燃えます」

「ひゃんっ！」

　レイナの首筋をぺろっと舐めたイデオンは彼女の身体を抱え上げ、座席に座る自分と向かい合う形にした。

「さ、レイナ、膝立ちになって」

「あ、や、そんな」

　促されるまま膝立ちになると、イデオンの顔とレイナの胸がちょうど同じ高さになる。

　止める間もなく乳首を交互に舐められて、レイナは「あ、あ」と背筋を反らして喘いだ。

「下も、そろそろつらくなってきたのでは？」

「あっ」

　イデオンの手がスカートの下にするりと入り込み、下肢を覆う下着にふれてくる。薄い布越しに秘所をなでられ、レイナはつい「ひっ」腰を跳ね上げた。

「おや……布越しでもわかるほど……すっかり濡れているようで」

「言わないでぇぇえ……！」

　イデオンの言うとおり胸への愛撫ですっかり高ぶった身体は、最奥から熱い蜜をとろりとこぼして下着を濡らしていた。

　彼の指が下着越しに秘所のあわいをくりくりとなでてきて、より布地が張りつく感覚が強くなる。

「んん……っ」

「ここまで濡れていると気持ち悪いでしょう。脱いでしまいましょうね」

「やあっ……！」

　下着の脇の紐をほどかれ薄い布地がはらりと落ちてきた。膝の上に落ちたそれをイデオンはさっと拾い上げる。

「さすがに御者に見つかるとまずいので、わたしが大切に管理しておきますね」

「ど、どういう意味よ。ちょっと、しまい込まないでちょうだい！」

　濡れた下着が彼の上着の内ポケットに入っていくのを見て、レイナは真っ赤になって抗議する。だがイデオンは問答無用とばかりにレイナのくちびるをキスでふさいだ。

「んんっ……！」

　こんなことで黙らないんだからとばかりにイデオンの胸を拳で叩くが、巧みに舌をからめ取られて吸い上げられると、たちまち力が抜けていく。

「ふあぁぁ……っ」

「ああ、可愛い声。怒っている顔も笑っている顔も、蕩けそうな顔も全部最高です」

　イデオンがうっとりした様子でつぶやき、レイナの秘所に手を伸ばしてきた。

「んあぁあ……！」

　さっそく指がぬかるみに埋められて、ぬぷぬぷと中を探るように動いてくる。

「もうすっかり濡れて、熱くなっていますね」

「言わ、ない、でぇぇ……っ、あぁあん」

　親指で花芯をくりっといじられた途端に熱い快感が走って、腰が抜けそうになる。イデオンの肩にすがって必死に膝立ちを続けるが、その努力をあざ笑うように彼は巧みに指を動かした。

「は、はぁ、あぁあ……！」

　ぬちゅぬちゅと音を立てて中指と人差し指を抜き差しされながら、親指でぐりぐりと花芯をいじられる。

　這い上がる快感に思わずのけぞると、それを追いかけるようにイデオンが身をかがめ、レイナの乳首をねっとりと舐め回した。

「ひ、あ、一度に……だめぇっ、あ、あぁああ……！」

　車輪の音とともにぐちゅぐちゅと響く水音が、レイナの頭をかき乱していく。湧き上がる快感に我慢が利かず、レイナは声を抑えるのも忘れて、イデオンの頭をかき抱いた。

「はぁ、あう、んンン……ッ！」

　じゅうっと乳首を吸われ、花芯をぐりっと刺激されて……レイナはたまらず息を詰めて、襲ってきた絶頂にがくがくと身を震わせる。

　ぎゅうっと蜜壺がきつく締まる中、イデオンはなにを思ったのか、埋めていた指を勢いよく引き抜いた。

「やぁああん！」

　腰が抜けるほどの快感がほとばしって、膝が崩れそうになる。同時に空洞になったところからぷしっと音を立てて、大量の蜜が噴き出した。

　なにが起きたかわからず、レイナは驚きのあまり硬直する。熱いサラサラしたなにかが一気に噴き出した感覚には思わず血の気が引いてしまった。

「い、今の……？　わ、わたし、もしかして粗相を……」

「ああ、違いますよ。これは潮を噴いたんです」

「しお……？」

　とまどいの目を向けると、イデオンはこちらを安心させるようにほほ笑んだ。

「僕も話で聞くばかりで見たことはなかったのですが……。女性があまりに気持ちよくなると噴き出すものだと聞いています。なので心配ないですよ」

　大丈夫だとにっこり笑って言われるが、レイナはゆるゆると言われた意味を考えていって……心配はなくても、ものすごく恥ずかしいことだと思い当たった。

「……い、い、イデオンの、馬鹿ぁ！」

「え、なぜ怒られるのでしょう。おれはあなたが気持ちよくなってくれて嬉しいのですけど」

「ばかばかばかばかっ、恥ずかしいじゃない……！」

「恥ずかしがるあなたもおれにとってはご褒美でしかないので」

　難なく言いきったイデオンは、レイナが彼の肩口に顔を埋めて「もぉぉ……！」と悶えているのも愛おしげに見つめていた。

　見つめながらも器用にベルトを外し、脚衣の前をくつろげる。

「さ、レイナ、そのまま腰を落として」

「え、えっ……？　や、あぁああう……！」

　絶頂でレイナの身体から余分な力が抜けているのを見計らってのことだろう。イデオンは己の亀頭をレイナの蜜口にピタリと当てて、そのまま彼女の腰を抱き寄せる。

　たちまち膝から力が抜けたレイナは、張り詰めた男根を難なく受け入れ、彼の下肢にぺたりと座り込む形になった。

「や、あ、あ……っ」

「──ほら、馬車の中でも問題なくできるでしょう？」

「ど、どこが……きゃあう！」

　また馬車がガタンと揺れて、下肢に響いてきた刺激にレイナは嬌声を上げる。お互いに動かなくても馬車がカタカタ揺れるから、それだけで否応なく感じてしまった。

「は、はぁ、はぁ……っ」

「このまま、あえて動かずにじっとしていますか？　それはそれで楽しそうですが」

「む、りぃ……！」

　細かい刺激が響いてきて、そのたびにもどかしい気持ちが募るのだ。このまま動かないなんて甘すぎる拷問に近い。

　実際のところイデオンも同じ気持ちだったのか。レイナの軟らかな尻肉を掴むと、ゆっくり腰を遣ってきた。

「あ、あ、あぁあん……っ」

　馬車の揺れが続く中、彼にしがみついていないと振り落とされそうで怖くなる。

　だがぎゅっと抱きつくとイデオンの体温や吐息、汗ばんだ首筋の感覚も感じられて、いっそうドキドキと胸が高鳴ってきた。

「あ、ひ、あぁ、あぁあ……！」

「ああ、すごく締まるな」

　真下からどちゅどちゅと突き上げながら、イデオンが熱いため息を漏らす。それにもいっそうぞくぞくして、レイナは「んんっ……！」と背をのけぞらせて身悶えた。

「あ、あぁ、気持ち、ぃ……あぁああっ」

　もう声を抑える余裕もなく、レイナもみずから腰を振って刺激を求める。

　限界まで張り詰めた雄が蜜を纏いながら膣壁を擦り上げていくのが気持ちよくてたまらず、目を閉じてうっとりと感じ入った。

「はぁ、はぁ、すごい締めつけですね……。もしやおれが出張中に、自分で慰めたりしていました？」

「……!?　そ、な、しないわ……っ、はしたない……あんっ！」

「そうですか？　おれは毎晩のようにしてましたよ。あなたを思うだけでここが熱くなってしかたなくて──」

「ひンンぅ……！」

　最奥に亀頭をぐりぐりっと押しつけられて、レイナはびくびくっと激しく震えた。

「出さないことには眠れない有様でした」

「は、あぁ、あぁああっ！　揺らさないでぇ……！」

　ぐちゅぐちゅと激しく出入りされて、レイナは白い喉を反らして甘く喘ぐ。

　だがイデオンはレイナの乳首に舌を這わせながら、より激しく肉棒を突き入れてきた。

「これだけ気持ちいいのに抑えろなんて、それこそ無理難題というものです」

「あぁああん！　ひあ、あ、あ、あ……ッ!!」

　じゅぷじゅぷと突かれるたびに頭にまで快感が突き抜けて、レイナは我を忘れて身悶える。下腹部の奥が燃えるように熱くなり、絶頂の大波が一気に指先まで広がった。

「あぁぁぁああ……!!」

　甘い悲鳴を上げながら、レイナはがくがくと大きく震えて背をのけぞらせる。

「く、レイナ……！」

　イデオンも蜜壺の締めつけに耐えきれず、熱い白濁をたっぷりとレイナの中に注ぎ込んでくる。

「あ、あ、あ……」

　じわじわと広がっていく温かさにうっとりとしながら、レイナはイデオンの肩口にもたれかかった。

　腰を揺すって、最後の一滴までレイナの中に注ぎ込んだイデオンも、ふぅっと息を吐く。そしてレイナを愛おしげにぎゅっと抱き寄せた。

「はぁ、はぁ、すごく、気持ちよかったです……」

「ん……」

「愛しています、レイナ」

　全力疾走したあとのような、熱の籠もったかすれた声でささやかれ、レイナの胸がぽうっと温かくなる。幸せを感じるまま、彼女はぎゅっとイデオンに抱きついた。

「ようやく落ち着きました……。やっぱり一人でするより、あなたとしたほうが何倍も気持ちいいし、満たされます」

「わたしも……」

（気持ちよかった……）

　と言葉を伝えたかったが、瞼が重くて開かなくなる。思いがけない馬車での情事で緊張していたぶん、反動で気が緩んだらしい。

　うとうととしているうちに馬車は公爵邸に到着する。イデオンに抱き上げられ運ばれる気配を感じながらも、レイナはつい眠りの中へ落ちてしまった。







　──そのせいか、目を覚ましたとき目の前にイデオンがいて、おまけに互いに裸だったことで、驚きすぎたレイナはつい甲高い悲鳴を上げていた。

「静かに。侍女たちが何事かと駆けつけてきますよ」

　イデオンは笑いながら口元に人差し指を立てる。レイナは「あ、あっ」と声を上げながら、恥ずかしさに真っ赤になった。

「ご、ごめんなさ……っ、いえ！　謝るところじゃないわ！　どうして二人とも裸で寝台にいるのよ！」

「いやぁレイナはあまりに気持ちよさそうに寝ているし、お互いの服もどろどろだったので、脱がざるを得なくて」

「い、いっ、いやぁあああ──!!」

　輝くような笑顔のイデオンと対照的に、レイナはまた悲鳴を上げる。

　思えば馬車では着衣の上でつながったのだった。当然、二人が噴きこぼしたあれこれで衣服は汚れていたはずで……。

　それを使用人たちに見られたと思うと、いたたまれなさすぎて涙が出る思いだ。

（おまけに、し、し、潮……まで噴いていたはずだし！　どうしましょう、馬車の座面も汚れていたわよね……!?）

　御者がどういう気持ちで掃除をしたのかと思うと……！　レイナは恥ずかしさのあまり声にならない声を上げて、寝台をゴロゴロ転がってしまった。

「はははは、可愛いですね、レイナ」

「どこがよ！　んもう！　恥ずかしいことこの上ない……！　だいたい服を脱いだなら夜着に着替えるとか、なにかできたでしょう!?」

「服を着る必要がありますか？　またすぐにこうするのに？」

「えっ？」

　あっという間に組み敷かれて、レイナは目を見開いた。真上からこちらを見下ろすイデオンの瞳は欲情しきってギラギラしている。彼女はひくっと喉を震わせた。

「……まさか、またするの!?」

「当然です。なにせ我々は数週間も離ればなれ。一度ではとうてい満たされませんよね」

「お、落ち着いたとか満たされたとか、言っていなかったかしら……あんっ！」

　乳首をきゅっとつねられ、レイナの身体はどうしようもなくビクンと跳ねる。

「あのときは落ち着きましたが、裸で添い寝してるうちにまたムラムラしてきました」

「む、ムラムラって」

「そしてあなたも、こうして反応できるうちはまだまだ足りない証拠です。さ、また深くつながりましょう」

「だ、だめだめだめっ、不謹慎よっ。馬車でしたあとで寝台でもなんて……あっ」

　蜜壺に指を入れられゆるやかに動かされる。そうすると下腹部の奥がきゅんっとうずいて、レイナは感じすぎる自分自身を恨めしく思った。

「でも、あなたのこちらは貪欲におれの指を引き込んでいますよ？」

「し、知らないわ……！　あんんっ！」

　乳首をちゅうっと甘く吸われ、腰のラインを大きな手でたどられて、レイナはたちまち甘い声を漏らす。

　そんな彼女を愛しげに見つめて、イデオンはいきり立った男根をレイナの太腿に擦りつけてきた。

「いいではないですか。新婚の夫婦が久々に顔を合わせたのだから、そりゃあ盛りたくなると誰だって察してくれますよ」

「察してもらうこと自体がすでに恥ずかしいのよぉおお……！」

　レイナの主張などどこ吹く風。イデオンはレイナの腰を抱えると、再び張り詰めた雄をずぶずぶと埋めてくる。

「はぁあああん……！」

　悔しいことだが、熱い一物が蜜壺をみっちり埋め尽くす感覚はやはり気持ちよすぎる。

　腰から蕩けそうな快感に見舞われて、レイナの足先がぴくぴくっと跳ねた。

「夜は長いですからね。ゆっくり、愛し合いましょう」

　イデオンはほほ笑みながらそう言うが、レイナの腰を抱えるなりさっそく抽送を激しくしてくる。

「はぁあん！　あんっ、あ、あ、あ……！」

　どこが『ゆっくり』だと言いたくなるほど貪欲に抜き差しされて、レイナは背筋をはい上がる熱さと気持ちよさにすっかり翻弄された。

　胸を揉まれ、キスをされて……わけがわからなくなるほどの気持ちよさにたちまち絶頂を味わわされる。

「んんん……!!」

　キスされたまま達すると頭の中が真っ白になるほど気持ちよくて、レイナはびくびくっと身体を震わせたまましばし放心してしまった。

　心地よい締めつけを歯を食いしばってこらえたイデオンは、一度レイナの中から男根を引き抜くとぐったりした彼女をうつ伏せにする。

　そして彼女の腰を高々と持ち上げると、なんと背後から突き入れてきた。

「んきゃあああう！」

　正面から抱き合うのとは違うところに亀頭が当たって、レイナは目の前がぱちぱちはじけるほどの気持ちよさに見舞われる。

「はっ、あぁ、あぁあ！」

「ああ、すごい締まるな……！　この体勢もなかなかいいですね、レイナ？」

「ひっ、あぁう、うっ、うぁあああん……！」

　ぐちゅぐちゅと音を立てて抜き差しされて、レイナは気持ちよさのあまりすすり泣く。爪が力なく敷布を掻き、膝ががくがくと大きく震えた。

　イデオンは抽送だけでは足りないとばかりに、レイナの胸に手を伸ばして乳房を柔らかく揉んでくる。

　乳首をいじられるとより愉悦が溜まって、レイナはたちまちのけぞった。

「あ、あぁ、イデオ……っ、イデオンんん……！」

「ああ、レイナ、もっと呼んでください、おれの名前……！　あなたのその声で呼ばれると、これ以上ないほど興奮する」

　レイナの背に身体を寄せて、ぎゅっと抱きしめながらイデオンが懇願してくる。

「は、あぁぁ……！　イデオ、ン……っ、んんぁああう！」

　耳のうしろに舌を這わされ肩口に口づけられて、レイナの身体中を甘い愉悦が走り抜ける。

　はぁはぁと息をするたび豊かな乳房が震え、イデオンが夢中になってふくらみを揉み、揺さぶった。

「んやぁああ！」

　乳首をくりくりつままれながら引っぱられると下腹部がキュンキュンして、ぬちゅぐちゅと突き込まれる結合部から大量の蜜があふれていく。

　快感にまみれたレイナは壊れたおもちゃのように、くり返しイデオンの名前を呼びながら「も、いくぅぅう……！」と切ない声を上げた。

「おれも……！　ああ、レイナ、愛している……！」

　レイナを掻き抱きながらイデオンが熱に浮かされた声でささやく。

　思いの丈が込められたその声を聞いた途端に、レイナもまた全身を熱くさせて……。

「ひぁぁあああん……！」

　下腹部の奥から生まれた熱に呑み込まれるようにして、レイナはまた激しく達してしまった。

　蜜壺が震え、精を搾り取るように熱い襞が男根に絡みつく。

「ぐぅっ……！」

　苦しくも甘やかなうめき声を漏らして、イデオンも誘われるようにたっぷりとした精をこれでもかと注いでいった。

「は、あぁ、あぁ……っ」

　気持ちよさのあまりぐったりしながらも、レイナはなんとか振り返ってイデオンの淡い色の瞳を見つめる。

「レイナ？」

「わ、わたしも……イデオンのこと、愛しているわ」

　はぁはぁと息を切らしながら、絶頂でかすれた声でなんとか伝える。

　レイナのその声にも蕩けきった表情にも、イデオンは大きく息を呑み──。

　レイナの中に埋めたままの雄を、再びムクムクと硬くしていく。

　それに気づいたレイナは緑色の瞳を大きく見開いた。

「……あ、あの、また、大きくなっていない……？」

「それは当然でしょう、レイナ。このタイミングでそれを言うなんて……。つまり、もっと愛し合いたいという意思表示ですからね」

「えっ？　そ、そういうわけではなくて。気持ちを伝えたいと思って……あぁあん！」

「気持ちは言葉に加えて、身体で伝えてこそですから」

「そんなの聞いたことがないわ……！　ひあっ、あっ！　ぁああん……！」

　たちまち抽送が再開され、蜜と白濁の合わさったものがヌチュヌチュと言いながらレイナの内腿を伝い落ちていく。

　乳房を揉まれ、さらには秘所のふくらんだ芽も指先でくにくにといじられて、レイナは真っ白な喉を逸らして「あぁああん！」と甘い悲鳴を上げた。

　自分のそんな声にすら興奮が兆して、レイナも結局、イデオンの望むままに激しくあえいでしまったのだった。







　──イデオンはその後、宰相補佐官として確実に実績を積み、五年後に史上最年少の宰相に抜擢された。

　先代の宰相であるフェリテン公爵の意志を継ぎ医療改革を進めた彼だが、一方で国内にもともとあった薬草での治療の保護にも力を入れた。

　これには妻であるレイナの希望が大いに反応された。薬草を扱う魔女によって夫との仲を深められた彼女は、彼女たちが不要だと追い出されたり迫害されないよう夫とともに力を尽くしたのである。

　東の森の魔女からもらった人形とイヤカフに頼ることがなくなっても、レイナはこれらの品を大切に飾り、夫婦円満のお守りにしていた。

　──もっとも人形のほうは、子供たちの遊び道具になることもしばしばだったが。

「あー！　ミリーがまたお人形を持って行っちゃってるぅ！　それはわたしの！」

「やあぁう──！」

「ははは。本当に、二人はその人形が好きだねぇ」

　四歳の長女と一歳の次女が人形を取り合う様子を、六歳の長男がのほほんと見つめている。

　騒ぎを聞いて駆けつけたレイナは、三人の子供たちのやりとりに思わず苦笑した。

「ほらほら、お人形はそんなに引っぱっては駄目よ。トレヴァーも見ていないで止めてあげてよ」

「やだよ～だ」

「あ、こらっ」

　ひらりと椅子から飛び降りて逃げ出した長男に、レイナはやれやれと肩をすくめる。

　人形を取られて姉妹が泣き出したとき、子供部屋の扉が開いてイデオンが入ってきた。

「おやおや、我が家のお姫様たちはご機嫌斜めですね」

「あ、お父様！」

　長女のアリスがぱっと顔を輝かせてイデオンに飛びつく。イデオンも娘を抱き上げ頬にキスを贈った。

　きゃははっと幸せそうに笑う姉を見て、次女のミリーも対抗意識を燃やしたのか……。

「……えっ？　あっ、ミリーが立ったわ！」

「あ、本当だ、立ってる！　歩いてる！」

「あぶうっ」

　家族が騒いだことに驚いてか、ミリーはすぐに尻もちをついた。

　だが次女が生まれて初めて自分の足で立ったことに、家族は大賑わいだ。

「これはお祝いしないといけないな。『ミリーがはじめて立って歩いた記念日』だ」

「えええ～、お父様、わたしもお祝いしてほしいです」

「それじゃあ『アリスが今日も可愛い記念日』も追加しよう」

「わーい！」

　無邪気に喜ぶ娘の背後で、レイナは「なに、その記念日」と笑ってしまうが、楽しげな家族たちを見ていると胸があたたかなもので満たされる。

　幸せな気持ちがふくらむ中、レイナは夫に寄り添いながらつぶやいた。

「愛しているわ、イデオン」

「おれも、あなたを誰より一番愛していますよ、レイナ」

　そうして二人はほほ笑み合って、子供たちを連れて食堂へと歩いて行くのだった。







あとがき








　本作をお手にとっていただき本当にありがとうございます。佐さ倉くら紫ゆかりと申します。

　ありがたいことに濃蜜ラブルージュＦ+様から二作目を出させていただけることになりました。ありがとうございます！




　今回は魔法アイテムが登場するファンタジックな作品になっております。

　ヒロインのレイナは名門公爵家の一人娘。ある日、宰相を務める父親の公爵から結婚を命じられます。相手はなんと彼女が幼い頃から思いを寄せていた秀才のイデオン……！

　レイナにとっては舞い上がるほど嬉しい結婚話でした。しかしイデオンのほうはきっと政略結婚でしかたなく自分と結ばれただけ……と思えるほど、結婚後もギクシャクする関係が続いていてレイナはどんどん落ち込んでいきます。

　そんな彼女を見た友人が「森の薬屋さんを訪ねてみて」と助言したことで、レイナはそこにいる魔女に会いに行くことになります。

　その魔女に渡されたアイテムこそが、この物語の鍵となるのです……！

　どういうアイテムかはぜひとも本編を読んで確かめていただきたいのですが、濃蜜ラブルージュ様の作品ですもの。レーベル様にふさわしい盛り上げアイテムであることは間違いなく……！

　本編未読の方はどんなものかを予想しながら楽しんでいただくとして、既読の方はぜひともその効果について笑っていただければと思います（笑）




　表紙イラストは前作に引き続き三みつ廼や先生に担当していただきました。前回のヒーローは野獣のごときでしたが、今回のヒーローはまったく真逆の涼やかなイケメン……！　まったく違うヒーローを同じイラストレーター様に描いていただける幸運はそうそうないことですので、本当にありがたく嬉しく感じております。

　素敵なイラストをありがとうございました。ヒロインもとても可愛いくて最高です！




　そして編集部の皆様、出版関係の皆様にもこの場を借りて御礼を申し上げます。

　前作に引き続き、担当編集者様には特にお世話になりました。的確な改稿指示をいただけたことでよい作品に仕上がったと思います。本当にありがとうございました。

　読者様にも最大限の感謝を。今後も喜んでいただける作品作りに精進していきますので、何卒よろしくお願いいたします。






佐倉紫
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濃蜜ラブルージュＦ＋

冷れい徹てつ旦だん那な様さまの心こころの声こえは、えっちな溺でき愛あい妄もう想そうでした!?

～政せい略りゃく結けっ婚こんなのに実じつは愛あいされていたようです～
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